
東京電力株式会社福島第一原子力
発電所事故の技術的知見について 

中間とりまとめ 
 

参考資料集 

①第１回資料３－１「原子力発電所の外部電源に係る状況について」 ４．参考 
②第２回資料２－１「所内電気関係設備の被害状況と安全設備への影響について」Ｐ．３～７ 
③第２回資料２－２「所内電気関係設備の対応状況について」  
④第３回資料１「ＢＷＲ原子炉冷却系統設備の概要」 
⑤第３回参考資料１「原子炉冷却系統設備の対応状況について」 
⑥第３回参考資料２「各発電所の炉心冷却系及び関連弁等の一覧（ＢＷＲ、ＰＷＲ）」 
⑦第３回参考資料３「東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る保安調査について」 
⑧第３回参考資料８「外部電源喪失事故の原因と対策」 
⑨第４回資料３－１「安全上重要な機器への地震影響について」Ｐ．５ 
⑩第５回資料２「閉込機能に関する設備の概要（ＢＷＲ）」 
⑪第５回資料３「格納容器内圧力などのプラントパラメータを踏まえた事象進展に関する検討」Ｐ．１１～１２ 
⑫第６回資料３「水素爆発に関する状況」Ｐ．６～７ 
⑬第６回参考資料１「通信・計測制御・使用済燃料貯蔵設備の概要」 
⑭第６回参考資料２「各事業者の通信・コミュニケーション、計測制御、使用済燃料貯蔵設備概要」 



 
 

平成２３年 １０月２４日 
原子力安全・保安院 

原子力発電所の外部電源に係る
状況について 

資料３－１ 



（２）変電設備 

 ○変電所における電気設備の耐震設計値については、法令上具体的な規定はないが、日本電気
技術規格委員会 電気技術指針 ＪＥＡＧ ５００３「変電所等における電気設備の耐震設計指針」
において、下表のとおり機器耐震設計地震力を規定。 

項目 がいし形機器及び 
アルミパイプ母線 

変圧器ブッシング 
 

機器設計地震力 機器の架台下端に対し、共
振正弦３波３ｍ/ｓ２ 

ブッシングポケット下端に対し、
共振正弦３波５ｍ/ｓ２ 

（１）送電設備 

 ○鉄塔の耐震設計値については、法令上具体的な規定はないが、鉄塔の強度については、電気  
設備に関する技術基準を定める省令において、風速４０ｍ/ｓの風圧荷重に耐えるよう求めており、

平成７年の電気設備防災検討会（資源エネルギー庁長官の私的検討会）において、この基準で
設計された鉄塔は兵庫県南部地震の地震動（最大加速度８１８ｇａｌ）に耐えうることが確認されて
いる。 

※．がいし形機器及び変圧器ブッシングについては１９８０年、アルミパイプ母線については１９９９年に上表の基準を規定。 

がいし形機器・アルミパイプ母線・変圧器ブッシングの設計地震力 

 ４．参考 
  ①送変電設備及び開閉所における現行の耐震基準 

（３）開閉所設備 

 ○耐震設計については、発電所構内の開閉所は、耐震設計審査指針の耐震重要度分類の考え
方に基づいて、一般産業施設と同等の安全性を保持すればよい耐震Cクラスに分類。各事業者
は日本電気技術規格委員会電気技術指針JEAG５００３を活用。 

  （参考）非常用所内電源系は耐震Sクラス 



【凡例】 
   ：遮断器 

   ：断路器(投入) 

   ：断路器(解放) 

   ：変圧器 

母線 

母線 

• 変電所の母線、変圧器などは一般的に多重化されており、部分的な故障が発生した場合でも、当該故障箇所を
切り離すことにより、送電能力に支障が生じない。 

• 設備が損傷した場合であっても、一定の絶縁能力等を有している場合には、応急的に使用することは可能。 

投入！ 投入！ 

投入！ 投入！ 

１次側 

２次側 

【故障発生時】 【故障箇所切離し後】 

 ４．参考 
  ②変電所の多重性について（一般的な構成） 



 ４．参考 
  ③東北地方太平洋沖地震による送変電設備の被害状況 

   （出典：第１回電気設備地震対策ＷＧ資料より抜粋） 



○ 主な設備被害を、項目別・震度別に整理した。震度５以上で被害が発生し、震度が高いほ
ど被害率が高くなる傾向にあるが、震度７でも地震動による長期間に亘る著しい設備被害
は生じていない。 

今回の地震の被害数と被害率＜主な被害＞  

設備数 被害数 被害率 

鉄塔 

（基） 

合計 ２８，２０５  ６ ０．０２％ 

震度７ ６３  １ １．５９％ 

震度６ ９，８１４  ３ ０．０３％ 

震度５ １８，３２８  ２ ０．０１％ 

がいし 

（基） 

合計 ２８，２０５ １７ ０．０６％ 

震度７ ６３  ０ ０．００％ 

震度６ ９，８１４ １３ ０．１３％ 

震度５ １８，３２８  ４ ０．０２％ 

電線 

（径間） 

合計 ２８，２０５  ４ ０．０１％ 

震度７ ６３  ０ ０．００％ 

震度６ ９，８１４  ４ ０．０４％ 

震度５ １８，３２８  ０ ０．００％ 

設備数 被害数 被害率 

鉄塔 

（基） 

合計 ３０，５５５  １５ ０．０５％ 

震度７ ２１  ０ ０．００％ 

震度６ ６，２７１  ８ ０．１３％ 

震度５ ２４，２６３  ７ ０．０３％ 

がいし 

（基） 

合計 ３０，５５５ ４１ ０．１３％ 

震度７ ２１  ０ ０．００％ 

震度６ ６，２７１ ３３ ０．５３％ 

震度５ ２４，２６３  ８ ０．０３％ 

電線 

（径間） 

合計 ３０，５５５  ３ ０．０１％ 

震度７ ２１  ０ ０．００％ 

震度６ ６，２７１  ０ ０．００％ 

震度５ ２４，２６３  ３ ０．０１％ 

東北電力 東京電力  

 ※鉄塔倒壊は、盛土の崩壊による土砂により倒壊した66kV夜の森線１基のみ。その他の鉄塔の被害は鉄塔敷地の地
盤亀裂による二次的要因による傾斜、部材変形であり、地震動により倒壊・折損等の送電機能を喪失する被害は無
かった。 

 ４．参考（③東北地方太平洋沖地震による送変電設備の被害状況） 
   ⅰ）送電設備の被害状況 



500kV 双葉線 

№１ 
№２ 

№３ 

66kV 夜の森線 

№27 №28 

№26 

土砂崩壊 

視点① 

視点② 

 鉄塔の倒壊（視点②） 

←夜の森線№２８ 

 （発電所側） 
夜の森線№２６

→ 

土砂崩壊 

（C）GeoEye  

 法面の土砂崩落 

 法面の土砂崩落（視点①） 

○復旧関係 

 ・３／１８ 迂回ルートにより仮復旧 

  （双葉線№２への迂回） 

 ・双葉線６６ｋＶ化工事（７月完了） 

盛土崩落による鉄塔倒壊（夜の森線№27） 

架空送電設備の主な被害状況 １／２ 



Ｖ吊長幹支持がいしの折損 

架空送電設備の主な被害状況 ２／２ 



設備数 被害数 被害率 設備数 被害数 被害率 設備数 被害数 被害率 設備数 被害数 被害率 設備数 被害数 被害率

合計 1,712 30 1.8% 14 0 0.0% 92 8 8.7% 264 14 5.3% 1,342 8 0.6%

震度7 2 0 0.0% 0 0 － 0 0 － 0 0 － 2 0 0.0%

震度6 609 19 3.1% 5 0 0.0% 29 4 13.8% 95 8 8.4% 480 7 1.5%

震度5 1,101 11 1.0% 9 0 0.0% 63 4 6.3% 169 6 3.6% 860 1 0.1%

合計 4,104 4 0.1% 0 0 － 240 1 0.4% 593 0 0.0% 3,271 3 0.1%

震度7 6 0 0.0% 0 0 － 0 0 － 0 0 － 6 0 0.0%

震度6 1,274 3 0.2% 0 0 － 46 1 2.2% 171 0 0.0% 1,057 2 0.2%

震度5 2,824 1 0.0% 0 0 － 194 0 0.0% 422 0 0.0% 2,208 1 0.0%

合計 6,975 32 0.5% 0 0 － 586 7 1.2% 1,555 10 0.6% 4,834 15 0.3%

震度7 5 0 0.0% 0 0 － 0 0 － 0 0 － 5 0 0.0%

震度6 2,027 26 1.3% 0 0 － 114 5 4.4% 443 7 1.6% 1,470 14 1.0%

震度5 4,943 6 0.1% 0 0 － 472 2 0.4% 1,112 3 0.3% 3,359 1 0.0%

全数 66kV

断路器

遮断器

変圧器

500kV 275kV 154kV

○ 震度５以上で被害が発生し、震度が高いほど被害率が高くなる傾向であった。な
お、震度７の地域に配電用変電所が１個所所在するが、被害は発生していない。 

○ ２７５ｋＶおよび１５４ｋＶ変圧器の被害率が他機器に比べ相対的に高く、その他は
１％程度の被害率であった。 

東北電力の電圧・震度別被害状況について 

※被害数  運転継続不可の被害数 

※本震（3/11）、余震（4/7,11,12）の延べ台数を計上 

 ４．参考（③東北地方太平洋沖地震による送変電設備の被害状況） 
   ⅱ）変電設備の被害状況 



※被害数 運転継続不可の被害数 

 震度５以上で被害が発生し、震度が高いほど被害率が高くなる傾向。 

 断路器については各電圧階級で被害が発生しており、被害率が他機器に比べ、相対

的に高い。 

設備数被害数被害率設備数被害数被害率設備数被害数被害率設備数被害数被害率設備数被害数被害率

2,997 17 0.6% 61 0 0.0% 173 5 2.9% 374 9 2.4% 2,389 3 0.1%

震度7 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 －

震度6 339 13 3.8% 7 0 0.0% 19 3 15.8% 41 7 17.1% 272 3 1.1%

震度5 2,658 4 0.2% 54 0 0.0% 154 2 1.3% 333 2 0.6% 2,117 0 0.0%

3,180 11 0.3% 146 0 0.0% 277 5 1.8% 541 5 0.9% 2,216 1 0.0%

震度7 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 －

震度6 566 7 1.2% 42 0 0.0% 55 4 7.3% 97 3 3.1% 372 0 0.0%

震度5 2,614 4 0.2% 104 0 0.0% 222 1 0.5% 444 2 0.5% 1,844 1 0.1%

8,388 104 1.2% 368 27 7.3% 662 16 2.4% 1,472 33 2.2% 5,886 28 0.5%

震度7 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 － 0 0 －

震度6 1,490 74 5.0% 114 14 12.3% 138 11 8.0% 254 24 9.4% 984 25 2.5%

震度5 6,898 30 0.4% 254 13 5.1% 524 5 1.0% 1,218 9 0.7% 4,902 3 0.1%

断路器

合計

変圧器

合計

遮断器

66kV以下

合計

275kV 154kV全数 500kV

東京電力の電圧・震度別被害状況について 



遮断部 碍子全損 

【275kV空気遮断器 全損】 

健全品 

変電設備の主な被害状況 １／２ 



断路器全損 

【500kV断路器 全損】 

健全品 

変電設備の主な被害状況 ２／２ 



【送電設備】                       ※（カッコ）内は震度６以上の被害率 

• 鉄塔の被害率は東北電力で０．０２％（０．０４％）、東京電力で０．０５％（０．１３％）
であり、鉄塔は一定の耐震性能を有していると考えられる。 

• 送電線路のがいしの被害率については、東北電力で０．０６％（０．１３％）、東京電力
で０．１３％（０．５２％）であり、がいしは一定の耐震性能を有していると考えられる。 

【変電設備】 

• 変圧器の被害率は東北電力で１．８％（３．１％）、東京電力で０．６％（３．８％）であり、
電圧階級によっては他の機器に比べ被害率が高かった。 

• 遮断器の被害率は東北電力で０．１％（０．２％）、東京電力で０．３％（１．２％）であり、
遮断器は一定の耐震性能を有していると考えられる。 

• 断路器の被害率は東北電力で０．５％（１．３％）、東京電力で１．２％（５．０％）であり、
他の機器に比べ被害率が高かった。 

  → 被害率の高かった変圧器、遮断器、断路器については、電気設備地震対策ＷＧ

において、被害原因の究明を行い、今後の設計への反映要否などについて検討
を行う予定。 

 

 ４．参考（③東北地方太平洋沖地震による送変電設備の被害状況） 
   ⅲ）まとめ 



番号 事業者名 プラント名 発生年月日 概要  原因 

1 東京 福島第一２号機 S54年10月19日 

台風による送電線事故により、福島幹線２号がトリップし、２号機がトリップ。１，２号機共用の起動用
変圧器１Ｓが起動中の１号機に電源を供給していたため、２号機は起動用変圧器１Ｓの容量不足か
ら起動用変圧器１Ｓを通じ電源を受電することができず外部電源を喪失。なお、非常用ディーゼル発
電機が自動起動し、必要な電源が供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（台風） 

2 四国 伊方１号機 S55年8月27日 
落雷により予備送電線手動停止中に伊方北幹線１，２号線トリップし、外部電源喪失に至った。なお、
非常用ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電源が供給されたため、原子炉施設への影響はな
かった。 

送電線事故 
（落雷） 

3 中国 島根１号機 S60年9月12日 
落雷により山陰幹線１，２号線がトリップし、外部電源喪失に至った。なお、非常用ディーゼル発電機
が自動起動し、必要な電源が供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

同上 

4 中国 島根１号機 S62年8月12日 同上 同上 

5 北海道 泊2号機 H12年5月19日 

午前3時50分頃、茅沼線(66kV)の送電線がいしへの鳥糞の付着による地絡事故発生により、1，2号
機中央制御室にて「66kV系電圧低」警報が発信し、2号機の所内電源が一時停電。（2号機は定検で
起動変圧器が隔離・点検中であり、 泊幹線(275kV)からではなく、茅沼線(66kV)から予備変圧器にて
受電中。）停電により非常用予備発電機が即座に自動起動し、所内電源が供給された。その後、茅
沼線(66kV)の復旧により、午前4時15分に所内電源は通常状態(茅沼線受電)に復帰。 

送電線事故 
（がいしへの鳥糞付着に

よる地絡） 

6 日本原電 敦賀1号機 H17年12月15日 

定期検査中、所内電源は275kV系敦賀線1号から受電していたが、7時43分、風雪による送電線事故
が発生し、受電ができなくなった。（他の受電系統(敦賀線2号及び予備電源77kV系)は計画作業に伴
い停電中。）9時34分に停電中の敦賀線2号を復旧させ、9時47分に送電線から受電し、10時43分に
通常状態に復帰した。なお、停電にともない非常用ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電源が
供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（風雪） 

7 日本原電 敦賀1号機 H17年12月22日 

定期検査中、所内電源は275kV系敦賀線2号から受電していたが、9時27分に、送電線事故により受
電不能となった。敦賀線1号は計画作業に伴い停電中で、予備電源の77kV系送電線は充電状態に
あったが、275kV系喪失後に予備電源の受電遮断器が自動投入されなかった。そのため、受電遮断
器の点検を実施し、10時42分に予備電源から手動受電。なお、非常用ディーゼル発電機が自動起動
し、必要な電源が供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（着雪・着氷による送電

線の強震） 

8 北陸 志賀1号機 H19年3月25日 

停止中のところ、9時42分頃、能登半島地震(震度：志賀 6弱)が発生した。この地震発生直後に、変
電所の変圧器保護リレーが振動により動作したことから、変圧器がトリップし、志賀原子力線(27万5
千ボルト)、赤住線(6万6千ボルト)が6分間停電。（原子炉施設保安規定で定められた運転上の制限
を一時的に外れた(6分間の外部電源喪失)）なお、非常用ディーゼル発電機は3台自動起動していた。 

地震 
（変電所設置変圧器のﾘ

ﾚｰﾄﾘｯﾌﾟ） 

9 関西 大飯3号機 H20年3月18日 

定期検査中、16時08分に発電所内の電源（所内電源）が停電した。この際、「非常用母線電圧低」 
信号が発信したことにより、待機中のＢ非常用ディーゼル発電機（以下、「D/G」という。A-D/Gは 
点検中。）が自動起動し、Ｂ非常用母線が充電され電源は確保。直ちに状況を確認したとこ 
ろ、当時、主変圧器（以下「主変」という）を介して、送電線から所内電源を確保していたが、主変と 
送電線の間にある主変しゃ断器が開放されたことにより、所内電源への供給系統がなくなり、停電 
したものと確認。このため、非常用DGが自動起動し、同日16時40分に開放した主変しゃ断器を投入
し、順次、所内電源を停電前の状態に復旧する作業を実施し、同日17時14分に完了した。 

しゃ断器の誤開放 
（手順書の不備） 

10 東京 福島第一2号機 H22年6月17日 

午後2時52分頃、運転中の2号機において、「発電機界磁しゃ断器トリップ警報」が発生し、発電機の
保護装置が作動して発電機が停止したため、タービンならびに原子炉が自動停止した。また、この事
象にあわせて当該プラントの電源が停止し、非常用ディーゼル発電設備が自動起動するとともに、原
子炉へ給水するポンプが停止したことから、原子炉の水位が一時的に低下したが、代替のポンプで
ある原子炉隔離時冷却系を起動して給水を行い、原子炉の水位は通常の範囲内で安定した。 

作業員の機器への接触
による振動と推定 

 ４．参考（④外部電源喪失事故の事例） 



①電気事業法第１０６条第３項の規定に基づく報告の徴収に対する報告に
ついて（平成２３年５月１６日、東京電力㈱） 
http://www.nisa.meti.go.jp/earthquake/files/houkoku230516-1.pdf 
 

②福島第一原子力発電所内外の電気設備の被害状況等に係る記録に関
する報告を踏まえた対応について（指示）に対する報告について（平成２３
年５月１６日、東京電力㈱） 
http://www.nisa.meti.go.jp/earthquake/files/houkoku230523-2.pdf 
 

③原子力発電所及び再処理施設の外部電源の信頼性確保について（指
示）に対する報告（平成２３年５月１６日、一般電気事業者等） 
http://www.meti.go.jp/press/2011/05/20110516006/20110516006.html 
 

④福島第二原子力発電所の外部電源の信頼性確保について（平成２３年７
月７日、東京電力㈱） 
http://www.meti.go.jp/press/2011/07/20110707002/20110707002.html 

 ４．参考 
  ⑤東北地方太平洋沖地震に関連する原子力発電所の 

    外部電源信頼性に係る報告書等 



所内電気関係設備の被害状況
と安全設備への影響について 

平成２３年１１月８日 
原子力安全・保安院 

資料２－１ 



（機能） 

 非常用D/Gは、外部送電線からの電源が喪失し、
非常用母線への電力供給が停止した場合に、自
動起動し、非常用母線に電力供給し、冷却系シス
テムの機能を維持する。 

 

（主な供給先） 

 炉心スプレイポンプ 

 残留熱除去ポンプ 

 各非常用P/C 

  

 

 

 

 

 

 

   非常用Ｄ/Ｇの例 

１．所内電源設備の機能（１）（交流電源） 
②非常用D/G 



（機能） 
 高圧配電盤（M/C）は、主発電機または外部送
電線から供給された電力を、変圧器を介して
6.9kVで受電し、しゃ断器を介して、以下に示す
ような大型機器及びパワーセンター（P/C）に電
力を供給する。 
 また、非常用高圧配電盤は、非常用D/Gが接
続されており、主発電機及び外部送電線からの
電力が供給されなくなった時においても、非常用
D/Gによって電源供給を維持する。 
 
（主な供給先） 
＜常用母線＞         ＜非常用母線＞ 
復水ポンプ          炉心スプレイポンプ 
給水ポンプ          残留熱除去ポンプ 
循環水ポンプ        各非常用P/C 
各P/C   Ｍ／Ｃの例 

１．所内電源設備の機能（１）（交流電源） 
③高圧配電盤（M/C(メタクラ)） 



（機能） 

 パワーセンター(P/C)は、 M/Cから受電した電力
を480Vまで降圧した後、しゃ断器を介して、以下に
示すような機器及びモーターコントロールセンター
(MCC)に、電力を供給する。 

 

 

（主な供給先） 

 ＜常用母線＞        ＜非常用母線＞ 

ＥＨＣ高圧油ポンプ      原子炉補機冷却水ポンプ 

相分離母線冷却送風機   タービン補機冷却水ポンプ 

主復水器真空ポンプ     各非常用ＭＣＣ  

主変圧器用冷却装置  

各ＭＣＣ 

 

 

 

 

 

  Ｐ／Ｃの例 

１．所内電源設備の機能（１）（交流電源） 
④パワーセンター（P/C） 



（機能） 

 モーターコントロールセンター（MCC）は、P/Cから
受電した電力を、小型開閉器を介して、各種の電
動弁、小型ポンプ等に分配する。 

 

 

 

 

 

  ＭＣＣの例 

１．所内電源設備の機能（１）（交流電源） 
⑤モーターコントロールセンター（MCC） 



（機能） 

○直流電源設備は、非常用のM/C、P/C、MCCを経由し
て接続された静止型整流装置（充電器）および蓄電池で
構成 さ れ 、 各種制御装置お よび非常用機器
（RCIC,HPCI,IC）の各電動弁等に直流電源を供給する。 

○通常時は、非常用のMCCから充電器を介して直流の電
力が供給されるが、非常用交流電源の喪失等により充
電器が使用不能となった場合には、蓄電池から供給す
ることとなる。 

○また、全交流電源喪失時にも原子炉水位・圧力等の重
要な運転パラメータについては直流電源により継続的
に監視できるようにしている。 

○電圧階級は、250V、125V、24Vの3種類ある。 

（主な供給先） 

 250V タービン系非常用油ポンプ 

     RCIC、HPCI用電動弁 

 125V 中央制御室制御盤、現場制御盤、 

     各直流電動弁（含むIC）、各M/C,P/C遮断機操作用  

   24V 中性子モニタ、プロセス放射線モニタ、地震計 

（直流電源から給電される監視項目例） 

 原子炉の水位、圧力、 

 ドライウェルの圧力、温度、 

 サプレッションプールの水位、水温、 

 復水貯蔵タンク水位 

 

 

 

 
１２５Ｖ蓄電池室の例 

２５０Ｖ蓄電池室の例 

２．所内電源設備の機能（２）（直流電源設備） 



 
 

平成２３年 １１月８日 
原子力安全・保安院 

 

所内電気関係設備の対応状況について 
 

 

資料２－２ 



【緊急安全対策】 

○福島第一と同程度の地震・津波が襲来し、仮に全交流電源等を喪失したとしても、
電源車等の配備により、安定的に炉心等を冷却する対策、必要な浸水対策及び津
波の防御対策を講じる。 

 
【外部電源の信頼性確保対策】 

○地震により盛土が崩壊し送電鉄塔が倒壊し、また、主要変電所の地絡事故を発端
とした電力系統の停止により原子力施設への電力供給が停止した。これを踏まえ、
所内の非常用電源の多重化（非常用ＤＧの２台待機化）や外部電源の全号機接続
など電力系統の信頼性向上対策を講じる。 

所内電気関係設備に関する対応 



電源確保に関する緊急安全対策（短期対策） 

電源車 

○計測制御系、中央制御室での監視機能の維持や弁の駆動のために必要な電源車を
配備 

○全交流電源等喪失対策に使用される機器について、津波の影響を及ぼさないよう浸
水対策を実施 

Ｍ
／
Ｃ
（
メ
タ
ク
ラ
） 

充
電
器 

津波の影響を受けないよう浸水対策を実施 

(点線の範囲の設備） 

AC440V 
（460,480V） 

AC6600V 
（6900V） 

 
DC125V 

(230,115V) 
 

事業者によ
り電源車の
接続箇所
は異なる。 

・監視計器用電源 

・ＲＣＩＣ等の弁起動 

Ｐ
／
Ｃ
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

D

G

制
御
盤、 

仮
設
変
圧
器 



電源確保に関する緊急安全対策の実施例（ＢＷＲの例） 

○緊急安全対策の実施により,プラントの監視に必要な電源を長時間供給することが可能 

○給電のために必要な燃料は発電所内に備蓄 

【緊急安全対策実施前】 【緊急安全対策実施後】 

  対策実施前  対策実施後 

電源供給可能時間 蓄電池 
（容量約８時間※単号機分） 

電源車 
（容量約７．２日（173時間））分※１～２号機  

緊急安全対策（電源）での追加措置 

「中国電力株式会社島根原子力発電所における緊急安全対策の実施状況に係る評価（平成２３年５月６日原
子力安全・保安院）」より抜粋 

 

蒸気の力で
駆動可能な
ポンプを使用 

②主蒸気逃がし安全弁から蒸気（熱）を格
納容器内に逃がす 

③ベント弁から蒸気を逃すことによる放熱
操作を繰り返す 

①燃料から発生する熱により蒸気発生 

④原子炉内の温度を安定的な状態へ移行 



【緊急安全対策実施前】 【緊急安全対策実施後】 

「関西電力株式会社大飯発電所における緊急安全対策の実施状況に係る評価（平成２３年５月６日原子力安
全・保安院）」より抜粋 

 

電源確保に関する緊急安全対策の実施例（ＰＷＲの例） 

緊急安全対策（電源）での追加措置 

  対策実施前  対策実施後 

電源供給可能時間 蓄電池 
（容量約５時間※単号機分） 

電源車 
（容量約３１日分※１～４号機分）  

○緊急安全対策の実施により,プラントの監視に必要な電源を長時間供給することが可能 

○給電のために必要な燃料は発電所内に備蓄 

② ２次系の熱は、蒸気発生器への
給水と主蒸気逃がし弁からの放熱
により原子炉内の熱を除熱 

③主蒸気逃がし弁から外部へ放出 

①燃料から発生した熱は蒸気発生器を通
じて２次系に伝達 



電源確保に関する緊急安全対策（中長期対策） 

タービン駆動補助 

給水ポンプ起動盤 

空冷式非常用発電機 

防潮堤 

○冷温停止を迅速化することにより、数日程度での冷温停止移行のため、空冷式の大容
量非常用発電機の設置など非常用電源を強化 

○原子炉の安全上全交流電源等喪失対策に使用される機器について、津波の影響を及
ぼさないよう建屋の水密化や防潮堤の設置などの浸水対策を実施。 

Ｍ
／
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炉
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機
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余
熱
除
去
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ポ
ン
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１
次
系
純
水
ポ
ン
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浸水対策 
（左記点線の範囲） 

AC440V 

AC6600V 

非
常
用
高
圧
母
線 

Ｐ
／
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ー
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タ
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DC125V 

AC115V 
インバータ 監視計器 

AC440V 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
ポ
ン
プ 

冷却系ポンプ 



  

冷温停止を迅速化させる予備品の確保、 
原子炉の安全機能を動作させる大容量非常用電源の設置 

津波に対する防護措置 

海水ポンプ等予備品の確保 大容量非常用電源の設置 短期対策として既に実施した浸水対策 原子炉建屋等の水密化 防潮壁の設置 防潮堤の設置 

泊 
１号 
２号 
３号 

ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年
度上期中） 
代替海水ポンプ（平成24年度
上期中） 

移動発電機車2000ｋＶＡクラス
の追加配備（平成24年度中） 

タービン動補助給水ポンプ 
安全系蓄電池 
安全補機開閉器 
非常用ディーゼル発電機  等 

安全確保の上で重要な設備エ
リアの水密化等（平成25年度
中） 

建屋出入口周辺の防潮壁の設置
を検討（平成25年度中） 

 － 
 

（敷地高さ海抜＋10ｍ） 

東通 １号 ＢＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年
度上期中） 
代替海水ポンプ（平成24年6月
中） 

DG2000ｋＶＡ4台（平成23年配
備済） 

RCIC 
直流電源設備 
非常用電源盤（ﾒﾀｸﾗ，ﾊﾟﾜｰｾﾝﾀｰ等） 
非常用ディーゼル発電機 
非常用補機冷却海水ポンプ  等 

建屋の扉の水密化等（平成25
年度中） 

海水除塵装置廻り等開口部に防
潮壁を設置（平成25年度中） 

敷地海側および側面に防潮堤を設
置（標高15ｍ，平成25年度中） 

女川 
１号 
２号 
３号 

ＢＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成23年
度中） 
代替海水ポンプ（平成24年6月
中） 

DG5000ｋＶＡ3台（平成23年
度中） 

RCIC 

非常用電源盤（ﾒﾀｸﾗ，ﾊﾟﾜｰｾﾝﾀｰ等） 
直流電源設備  等 

建屋の扉の水密化等（3年程
度） 

海水ポンプ室廻り等に防潮壁を設
置（平成24年4月中） 

敷地海側に防潮堤を設置（標高
17m，平成24年4月中） 

柏崎刈
羽 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 
７号 

ＢＷＲ 
ＢＷＲ 
ＢＷＲ 
ＢＷＲ 
ＢＷＲ 
ＡＢＷＲ 
ＡＢＷＲ 

代替海水ポンプ（平成24年度
上期頃） 
代替熱交換器（平成24年度上
期頃） 

ガスタービン発電機車4500ｋＶ
Ａ2台（平成23年度下期頃） 

RCIC 
直流電源設備 
非常用配電盤 
補給水系ポンプ 等 

原子炉建屋等の水密扉化（平
成24年度下期頃） 

防潮壁の設置（平成24年度下期
頃） 

敷地海岸線に防潮堤を設置（高さ
15ｍ程度、平成25年度上期頃） 

浜岡 
３号 
４号 
５号 

ＢＷＲ 
ＢＷＲ 
ＡＢＷＲ 

【予備品】 
余熱除去系ポンプ・電動機（平
成24年12月） 
原子炉機器冷却系ポンプ・電
動機（平成24年12月） 
原子炉機器冷却海水系ポンプ
（平成24年12月） 
原子炉機器冷却海水系電動機 
（3,4号：配備済み） 
（5号：平成23年11月） 
 
【代替手段】 
・緊急時海水取水設備の設置
（平成24年12月） 
・代替海水ポンプ(平成24年12
月) 

ガスタービン発電機 
4000ｋＶＡ3台（平成24年12月） 

ＲＣＩＣ 
直流電源設備 
非常用メタクラ 
非常用ディーゼル発電機 
ＲＨＲポンプ  等 

原子炉建屋、海水熱交建屋の
防水扉の信頼性強化（平成24
年12月） 

海水ポンプエリアへの防水壁設置
(平成24年12月） 

敷地海岸線に防潮堤を設置（長さ
1.6ｋｍ程度、高さ18m、平成24年12
月） 

志賀 
１号 
２号 

ＢＷＲ 
ＡＢＷＲ 

原子炉補機冷却系ポンプ予備
電動機（平成23年度中） 
代替海水ポンプ（平成23年度
中） 

DG4000ｋＶＡ程度2台（平成
24年度中） 

RCIC  等 
*:その他原子炉の冷却に必要な設備
（直流電源設備、非常用ディーゼル発
電機など）は浸水対策を要しない場所
に設置済み。 

海水熱交換器建屋の扉の水密
化（平成24年度中） 

取水槽、放水槽廻りへの防潮壁の
設置（標高15ｍ、平成24年秋） 

敷地西側（海側）に防潮堤を構築
（標高15ｍ、平成24年秋） 

電源確保等に関する各社の緊急安全対策（中長期対策）実施状況（１／２） 



電源確保等に関する各社の緊急安全対策（中長期対策）実施状況（２／２） 

  

冷温停止を迅速化させる予備品の確保、 
原子炉の安全機能を動作させる大容量非常用電源の設置 

津波に対する防護措置 

海水ポンプ等予備品の確保 大容量非常用電源の設置 短期対策として既に実施した浸水対策 原子炉建屋等の水密化 防潮壁の設置 防潮堤の設置 

美浜 
１号 
２号 
３号 

ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年3
月頃） 
仮設大容量ポンプ（平成23年12
月頃） 

DG1800ｋＶＡ5台（平成23年9月
設置済） 

タービン動補助給水ポンプ 
バッテリー 
安全系開閉器 
余熱除去ポンプ 
原子炉補機冷却水ポンプ  等 

水密扉への取替等による浸水対
策の強化（順次実施） 

海水ポンプエリアの防護壁（平成24
年3月頃） 
淡水タンク等廻り（平成25年3月頃） 

防潮堤を設置（平成24年3月頃） 

大飯 

１号 
２号 
３号 
４号 

ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年3
月頃） 
代替大容量ポンプ（平成23年12
月頃） 

DG1800ｋＶＡ8台（平成23年9月
配置済） 

タービン動補助給水ポンプ 
バッテリー 
安全系開閉器 
原子炉補機冷却水ポンプ  等 

水密扉への取替等による浸水対
策の強化（順次実施） 

海水ポンプエリアの防護壁（平成24
年3月頃） 
淡水タンク等廻り（平成25年3月頃） 

防波堤のかさ上げ（平成25年12月
頃） 

高浜 

１号 
２号 
３号 
４号 

ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年3
月頃） 
仮設大容量ポンプ（平成23年12
月頃） 

DG1800ｋＶＡ8台（平成23年9月
設置済） 

タービン動補助給水ポンプ 
バッテリー 
安全系開閉器 
原子炉補機冷却水ポンプ  等 

水密扉への取替等による浸水対
策の強化（順次実施） 

海水ポンプエリアの防護壁（平成24
年3月頃） 

防潮堤を設置（平成24年3月頃） 

島根 
１号 
２号 

ＢＷＲ 
海水ポンプ電動機（１号機；平
成23年内） 
(２号機は当初から確保済） 

ガスタービン発電機14000ｋＶＡ2
台（平成23年内） 

RCIC 
直流電源設備 
非常用電源盤（ﾒﾀｸﾗ，ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ等） 
非常用ディーゼル発電機 
復水輸送ポンプ  等 

建物の扉の水密化等（平成24年
度内） 

海水系ポンプエリアの防水壁（平成
23年度内） 
（1号機は平成23年7月末に設置済
み） 

防波壁の強化（2年程度） 

伊方 
１号 
２号 
３号 

ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成24年3
月末） 
代替海水ポンプ（1号機平成23
年11月、2号機平成24年3月、3
号機配備済） 

・大容量電源車：1825ｋVA 4台 
（1,2号機用：平成23年12月） 
（3号機用：平成23年12月。当面
は4500ｋVA：1台を配備済） 

タービン動補助給水ポンプ 
蓄電池 
（安全系、非安全系）開閉器 
非常用ディーゼル発電機 
海水ポンプ  等 

安全確保の上で重要な設備エリ
アの水密扉化等の防水対策（2
～3年程度） 

海水ポンプエリアの防水対策強化
（2～3年程度） 

 － 
 

 （敷地高さ海抜＋10ｍ） 

玄海 

１号 
２号 
３号 
４号 

ＰＷＲ 
海水ポンプ電動機（平成24年3
月頃） 
海水ポンプ（平成26年4月頃） 

ガスタービン発電機 
4000ｋＶＡ4台（平成24年3月頃） 

タービン動補助給水ポンプ 
蓄電池 
安全補機開閉器 
非常用ディーゼル発電機  等 

安全確保の上で重要な設備エリ
アの水密化等（平成26年4月頃） 

海水ポンプエリアの防水対策強化
（平成26年4月頃） 
タンク等の津波等に対する補強（平
成26年4月頃） 

 － 
 

 （敷地高さ海抜＋11ｍ） 

川内 
１号 
２号 

ＰＷＲ 
海水ポンプ電動機（平成24年3
月頃） 
海水ポンプ（平成26年4月頃） 

ガスタービン発電機 
4000ｋＶＡ2台（平成24年3月頃） 

タービン動補助給水ポンプ 
蓄電池 
安全補機開閉器 
非常用ディーゼル発電機  等 

安全確保の上で重要な設備エリ
アの水密化等（平成26年4月頃） 

海水ポンプエリアの防水対策強化
（平成26年4月頃） 
タンク等の津波等に対する補強（平
成26年4月頃） 

 － 
  （敷地高さ海抜＋13ｍ） 

敦賀 
１号 
２号 

ＢＷＲ 
ＰＷＲ 

海水ポンプ電動機（平成23年度
中） 
代替海水ポンプ（1.5年程度） 

DG1825kVA×4台（平成23年度
中） 

[1号] 
未完(長期停止中につき、燃料装荷前
までに実施) 
[2号] 
タービン動補助給水ポンプ 
蓄電池 
安全系開閉器 
非常用ディーゼル発電機 
ディーゼル消火ポンプ  等 

シールと水密扉の強化(1.5年程
度） 

海水ポンプ等への防護壁設置（1.5
年程度） 

詳細検討中 

東海第二 ＢＷＲ 
海水ポンプ電動機（1.5年程度） 
代替海水ポンプ（平成23年11月
末） 

DG1725kVA×3台（平成23年度
中） 

RCIC 
蓄電池 
非常用ディーゼル発電機 
ディーゼル消火ポンプ  等 

シールと水密扉の強化(1.5年程
度） 

海水ポンプ防護壁強化（1.5年程
度） 

敷地海岸線に防潮堤の設置を検
討中 

もんじゅ ＦＢＲ 

補機冷却海水ポンプ予備電動
機（平成25年3月末頃） 
補機冷却海水ポンプ代替ポン
プ（平成23年6月配備済、ポンプ
設置のための体制整備は平成
23年12月末頃予定） 

代替空冷電源設備の追加配備
（4000ｋＶＡクラスを予定) 

  
海水浸入経路の止水対策（順次
実施） 

海水ポンプ周りの防水壁の補強
（平成24年3月頃） 
 

                             － 
             （敷地高さ海抜＋21ｍ） 



全号機への全送電回線の接続（号機間接続） ・利用できない回線への接続。これにより
全号機が全回線を利用可能。 

 外部電源信頼性の向上対策の例（玄海発電所） 

赤線：追設回線 

タイラインを追設 

①直接受電方法 ②間接受電方法 

（参考） 

全号機に全送電回路を接続するには、 

①接続していない回線から直接受電する方法（直接受電） 
②接続していない回線から隣接母線経由で間接受電する 

方法（間接受電） 
の２つの方法がある 



対策前の状況 対策内容 

事業者 発電所 引き込み電源線 各号機の受電状況 必要な接続箇所 各号機の受電 備考 

北海道 泊 
①275kV×4回線 
②66kV×2回線 

(合計6回線) 

   ○ 1号：①+②(計6回線) 
   ○ 2号：①+②(計6回線) 
   × 3号：①(計4回線) 

3号←②(直接方式) 
○ 1号～３号 
：①+②(計6回線) 

 

処置完了時期：平成27年度上
期中に完了予定 

東北 

東通 
①500kV×2回線 
②66kV×1回線 

(合計3回線) 
○ 1号：①+②(計3回線) 対策不要 対策不要   

女川 
①275kV×4回線 
②66kV×1回線 

(合計5回線) 

○ 1号：①+②(計5回線) 
○ 2号：①+②(計5回線) 
○ 3号：①+②(計5回線) 

対策不要 対策不要   

東京 

福島第一 

①275kV×4回線 
②66kV×2回線 
③66kV×1回線 

(合計7回線) 
・500kV×2回線（送電専用） 

      × 1号：①＋③（計5回線） 
   × 2号：①＋③（計5回線） 
   × 3号：①＋③（計5回線） 
   × 4号：①＋③（計5回線） 
   × 5号：②（計2回線） 
   × 6号：②（計2回線） 

－ －   

福島第二 
①500kV×2回線 
②66kV×2回線 

(合計4回線) 

○ 1号：①+②(計4回線) 
○ 2号：①+②(計4回線) 
○ 3号：①+②(計4回線) 
○ 4号：①+②(計4回線) 

対策不要 対策不要 

柏崎刈羽 
①500kV×4回線 
②154kV×1回線 

(合計5回線) 

○１号：①+②(計５回線) 
○２号：①+②(計５回線) 
○３号：①+②(計５回線) 
○４号：①+②(計５回線) 
○５号：①+②(計５回線) 
○６号：①+②(計５回線) 
○７号：①+②(計５回線) 

対策不要 対策不要   

中部 浜岡 
①500kV×4回線 
②275kV×2回線 

(合計6回線) 

○ 3号：①+②(計6回線) 
○ 4号：①+②(計6回線) 
× 5号：①(計4回線) 

5号←②(間接方式) 
○ 3号～5号 
：①+②(計6回線) 

処置完了時期：平成24年12月
までに完了予定 

北陸 志賀 

①500kV×2回線 
②275kV×2回線 
③66kV×1回線 

(合計5回線) 

× 1号：②+③(計3回線) 
× 2号：①+②(計4回線) 

1号←①(間接方式) 
2号←③(直接方式) 

○1号～2号 
：①＋②+③(計5回

線) 

処置完了時期：2年程度で完
了予定 

 各社の外部電源接続状況（１／２） 

（凡例） 
○ 1号：①＋②（計6回
線）の意味線) 
（全ての引き込み電源線
が１号機に接続されてい
る） 
 
× 3号：①(計4回線)の意
味 
（３号機には①275kV×4
回線は接続されているが、
②66kV×2回線が接続さ
れていない） 



 各社の外部電源接続状況（２／２） 

対策前の状況 対策内容 

事業者 発電所 引き込み電源線 各号機の受電状況 必要な接続箇所 各号機の受電 備考 

関西 

美浜 
①275kV×4回線 
②77kV×1回線 

(合計5回線) 

○ 1号：①+②(計5回線) 
○ 2号：①+②(計5回線) 
○ 3号：①+②(計5回線) 

対策不要 対策不要   

大飯 
①500kV×4回線 
②77kV×1回線 

(合計5回線) 

○ 1号：①+②(計5回線) 
○ 2号：①+②(計5回線) 
× 3号：①(計4回線) 
× 4号：①(計4回線) 

3号←②(直接方式) 
4号←②(直接方式) 

○ 1号～4号 
：①+②(計5回線) 

処置完了時期：3年程
度 

高浜 
①500kV×4回線 
②77kV×1回線 

(合計5回線) 

○ 1号：①+②(計5回線) 
○ 2号：①+②(計5回線) 
○ 3号：①+②(計5回線) 
○ 4号：①+②(計5回線) 

対策不要 対策不要   

中国 島根 

①500kV×2回線 
②220kV×2回線 
③66kV×1回線 

(合計5回線) 

× 1号：②+③(計3回線) 
× 2号：②+③(計3回線) 
× 3号：①+②(計4回線) 

1号←①(間接方式) 
2号←①(間接方式) 
3号←③(直接方式) 

○ 1号～3号 
：①＋②+③(計5回線) 

 

処置完了時期：平成24
年度内目途 

四国 伊方 

①500kV×2回線 
②187kV×4回線 
③66kV×1回線 
（合計7回線） 

× 1号：②+③（計5回線） 
× 2号：②+③（計5回線） 
× 3号：①+②（計6回線） 

1号←①（間接方式） 
2号←①（間接方式） 
3号←③（間接方式） 

○ 1号～3号 
：①＋②+③(計7回線) 

 

処置完了時期：平成25
年7月完了予定 

九州 

玄海 

①500kV×2回線 
②220kV×2回線 
③66kV×1回線 

(合計5回線) 

× 1号：②+③(計３回線) 
× 2号：②+③(計３回線) 
× 3号：①+②(計４回線) 
× 4号：①+②(計４回線) 

1号←①(間接方式) 
2号←①(間接方式) 
3号←③(間接方式) 
4号←③(間接方式) 

○ 1号～4号 
：①＋②+③(計5回線) 

 

処置完了時期：平成25
年度までに完了予定 

川内 
①500kV×2回線 
②220kV×1回線 

(合計3回線) 

○ 1号：①＋②(計3回線) 
○ 2号：①＋②(計3回線) 

対策不要 対策不要   

原電 

東海第二 
①275kV×2回線 
②154kV×1回線 

(合計3回線) 
○ ①+②(計3回線) 対策不要 対策不要   

敦賀 

①500kV×2回線 
②275kV×2回線 
③77kV×1回線 

(合計5回線) 

× 1号：②+③(計3回線) 
× 2号：①+②(計4回線) 

1号機←①(直接方式) 
2号機←③(直接方式) 

○ 1号～2号 
：①＋②+③(計5回線) 

 

処置完了時期： 
 1号機：平成24年度中
に完了予定 
 2号機：平成25年度中
に完了予定 

ＪＡＥＡ もんじゅ 
①275kVｘ2回線 
②77kVｘ1回線 
(合計3回線) 

○ ①+②(計3回線) 対策不要 対策不要   

注）直接方式；利用できない回線から直接受電する方法、間接方式；利用できない回線から受電している隣接母線経由で間接受電する方法  



（参考資料） 

各社のディーゼル発電機、蓄電池設置場所（参考資料１） 

補機冷却用海水ポンプに係る津波対策（参考資料２） 



 各社のディーゼル発電機、蓄電池設置場所（１／２） 

会社名 プラント名 DG台数 

設置場所（凡例：○非常用ＤＧ、●蓄電池）

非常用ＤＧ設置位置 蓄電池設置位置 
非常用電
源系統数 タービ

ン建屋 

制御建屋、中間
建屋、原子炉補

助建屋等 

原子炉
建屋 

その他 
（専用建
屋等） 

北海道 泊１号 非常用×2台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉補助建屋3階 ２系統 
  泊２号 非常用×2台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉補助建屋3階 ２系統 
  泊３号 非常用×2台     ● ○ ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋1階 原子炉補助建屋1階 ２系統 

東北※ 女川１号 非常用×2台   ○●     制御建屋B3F 制御建屋地下3階 ２系統 
女川２号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○   原子炉建屋1階 制御建屋地下1階 ３系統 

女川３号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉建屋地下2階 ３系統 

  東通 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋B1階 原子炉建屋地下2階 ３系統 
東京 福島第一１号 非常用×2台 ○ ●     タービン建屋B1階 コントロール建屋地下1階 ２系統 

  福島第一２号 非常用×2台 ○ ○●     
タービン建屋B1階 

運用補助共用施設1階 
コントロール建屋地下1階等 

 
２系統 

  福島第一３号 非常用×2台 ○●       タービン建屋B1階 タービン建屋中1階 ２系統 

  福島第一４号 非常用×2台 ○ ○●     
タービン建屋B1階 

運用補助共用施設1階 
コントロール建屋地下1階等 

 
２系統 

  福島第一５号 非常用×2台 ○●       タービン建屋B1階 タービン建屋地下中1階 ２系統 

  福島第一６号 非常用×2台、HPCS×1台 ●    ○ ○ 
原子炉建屋B1階 

ディーゼル発電機建屋1階 
タービン建屋地下中1階等 ３系統 

  福島第二１号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○●   原子炉建屋B2階 
コントロール建屋1階 
原子炉建屋地下2階 

３系統 

  福島第二２号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○●   原子炉建屋B2階 
コントロール建屋1階 
原子炉建屋地下2階 

３系統 

  福島第二３号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○●   原子炉建屋B2階 
コントロール建屋1階 
原子炉建屋地下2階 

３系統 

  福島第二４号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○●   原子炉建屋B2階 
コントロール建屋1階 
原子炉建屋地下２階 

３系統 

  柏崎刈羽１号 非常用×2台、HPCS×1台   ○●     原子炉複合建屋B1階 原子炉複合建屋地下1階 ３系統 
  柏崎刈羽２号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋B1階 原子炉建屋地下1階 ３系統 
  柏崎刈羽３号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋B1階 原子炉建屋地下1階 ３系統 
  柏崎刈羽４号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋B1階 原子炉建屋地下1階 ３系統 

  柏崎刈羽５号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋1階 
原子炉建屋3階 
原子炉建屋2階 

３系統 

  柏崎刈羽６号 非常用×3台   ● ○   原子炉建屋1階 コントロール建屋地下1階 ３系統 
  柏崎刈羽７号 非常用×3台   ● ○   原子炉建屋1階 コントロール建屋地下1階 ３系統 

※レベルについては，今回の地震による地殻変動量（-約１ｍ：速報値）を考慮していない。 

参考資料１ 



 各社のディーゼル発電機、蓄電池設置場所（２／２） 

会社名 プラント名 DG台数 

設置場所（凡例：○非常用ＤＧ、●蓄電池） 

非常用ＤＧ設置位置 蓄電池設置位置 
非常用電源
系統数 

タービン
建屋 

制御建屋、中間
建屋、原子炉補

助建屋 

原子炉
建屋 

その他 
（専用建
屋等） 

中部 浜岡３号 非常用×2台、HPCS×1台   ● ○   原子炉建屋1階 補助建屋2階 ３系統 
  浜岡４号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉建屋中地下1階 ３系統 
  浜岡５号 非常用×3台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉建屋地下1階 ３系統 

北陸 志賀１号 非常用×2台、HPCS×1台     ○●   原子炉建屋1階 原子炉建屋1階 ３系統 
  志賀２号 非常用×3台     ○●   原子炉建屋2階 原子炉建屋地下1階 ３系統 

関西 美浜１号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋中2階 ２系統 
  美浜２号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋中2階 ２系統 
  美浜３号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋2階 ２系統 
  高浜１号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋2階 ２系統 
  高浜２号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋2階 ２系統 
  高浜３号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋1階 ２系統 
  高浜４号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 中間建屋1階 ２系統 
  大飯１号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 原子炉補助建屋2階 ２系統 
  大飯２号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 原子炉補助建屋2階 ２系統 
  大飯３号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 原子炉周辺建屋2階 ２系統 
  大飯４号 非常用×2台   ○●     制御建屋1階 原子炉周辺建屋2階 ２系統 

中国 島根１号 非常用×2台 ○ ●    タービン建物1階 制御室建物1階 ２系統 
  島根２号 非常用×2台、HPCS×1台   ●  ○ 原子炉建物B2階 廃棄物処理建物地下1中階 ３系統 

四国 伊方１号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建家1階 原子炉補助建家地下1階 ２系統 
  伊方２号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建家1階 原子炉補助建家地下1階 ２系統 
  伊方３号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 原子炉補助建屋1階 ２系統 

九州 川内１号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 制御建屋地下1中階 ２系統 
  川内２号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 制御建屋地下1中階 ２系統 
  玄海１号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 原子炉補助建屋地下1中階 ２系統 
  玄海２号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 原子炉補助建屋地下1中階 ２系統 

  玄海３号 非常用×2台   ○●   原子炉周辺建屋1階 
原子炉補助建屋地下1階 
原子炉周辺建屋地下2階 

２系統 

  玄海４号 非常用×2台   ○●   原子炉周辺建屋1階 
原子炉補助建屋地下1階 
原子炉周辺建屋地下2階 

２系統 

原電 敦賀１号 非常用×2台 ○●       タービン建屋1階 タービン建屋2階 ２系統 
  敦賀２号 非常用×2台   ○●     原子炉補助建屋1階 原子炉補助建屋1階 ２系統 
  東海第二 非常用×2台、HPCS×1台   ○●    原子炉複合建屋B1階 原子炉複合建屋1階 ３系統 

ＪＡＥＡ もんじゅ 非常用×3台   ●   ○ ディーゼル発電機建屋2階 原子炉補助建物３階 ３系統 



 補機冷却用海水ポンプに係る津波対策（1/2） 

会社名 発電所 設置場所等 引き波対策 

北海道 
泊 

１号～３号 
建屋内に設置済 

手順書整備(1,2号）、 
設備対策（3号） 

東北 
女川 

１号～３号 
   海水ポンプエリアに防潮壁を設置予定 設備対策 

  東通 建屋内に設置済 設備対策 

東京 
福島第一 
１号～６号 

屋外に設置 手順書整備 

  
福島第二 
１号～４号 

建屋内に設置済 
設備対策、 
手順書整備) 

  
柏崎刈羽 
１号～７号 

建屋内に設置済 設備対策 

中部 
浜岡 

３号～５号 
 海水ポンプエリアに1.5mの防水壁を設置予定 設備対策 

北陸 
志賀 

１号～２号 
建屋内に設置済 手順書整備 

参考資料２ 

※引き波対策の事例 

 手順書整備・・・水位確認に基づくプラント及びプラント停止及び  

           ポンプ停止運用手順書 など 

 設備対策・・・非常用ポンプ長尺化、取水槽内に貯留槽設置 など 



 補機冷却用海水ポンプに係る津波対策（2/2） 

会社名 発電所 設置場所等 引き波対策 

関西 
美浜 

１号～３号 

   海水ポンプエリアに防護壁を設置予定 
手順書整備 

   
高浜 

１号～４号 

  
大飯 

１号～４号 

中国 
島根 

１号～２号 
 海水ポンプエリアに高さ2mの防水壁を設置済 手順書整備 

四国 
伊方 

１号～３号 
 海水ポンプエリアに防潮壁等を設置予定 手順書整備 

九州 
川内 

１号～２号 
  海水ポンプエリアに防護壁を設置検討中 手順書整備 

  
玄海 

１号～４号 

原電 敦賀１号 
 海水ポンプエリアに防護壁を設置予定 設備対策 

  敦賀２号 

  東海第二 海水ポンプエリアに高さ2.8mの防護壁を設置済 設備対策 

ＪＡＥＡ もんじゅ 海水ポンプエリアに1.2mの防水壁を設置予定 
手順書整備、 
設備対策 



ＢＷＲ原子炉冷却系統設備の概要 

平成２３年１１月２５日 
原子力安全・保安院 

資料１ 



１．冷却設備の種類 

○原子炉を冷却するための設備には、次のようなものがある。 

 【主に非常時に使用する設備】 

①原子炉への冷却水を注水するもの（原子炉注水設備） 

②原子炉内の蒸気を取り出して気化熱を原子炉外に排出するもの（原子炉減圧設備） 

【主に通常のプラント停止時に使用する設備】 

③原子炉内の高温の冷却水を抽出して系外の冷媒と熱交換するもの（原子炉残留熱除去設備） 

○この他、冷却設備としては、復水器、原子炉格納容器冷却系、使用済燃料プール冷却系、補機冷

却系などがある。 

○さらに原子炉冷却系や原子炉格納容器冷却系などが機能喪失した場合に代替注水系等も準備さ

れている。 



 

 

 

 

原子炉建屋 

使用済燃料 
プール 

原子炉圧力容器 

原子炉 
格納容器 

【注水系統】 

○定格運転時の原子炉圧力以上の高圧でも注水が
できる高圧系と、原子炉が減圧された後に大量の
冷却水を注入する低圧系がある。 

   作動には、交流電源を必要とするものがほとん
どであるが、蒸気によりタービンを駆動できる系統
（原子炉隔離時冷却系；福島第一１号機、敦賀１号
機以外 ）や駆動源を必要としない非常用復水器（
福島第一１号機、敦賀１号機）が設置されている。 

【要求される機能】 

○原子炉冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）への対応として
特に設置されている非常用炉心冷却系（ＥＣＣＳ）
と、起動停止を含めた通常運転に際して使用する
設備に大別される。 

○ＥＣＣＳは、 ＬＯＣＡに対して燃料の重大な損傷、燃

料を被覆する金属と水との反応を十分小さな量に
制限できるように構成される。 

○通常運転に際して使用する設備においても、原子
炉残留熱除去系等、非常時にも使用可能な設備
がある。 

２．原子炉注水設備の概要 

圧力抑制室 

非常用 
復水器 

ＭＡＲＫｰⅠ型原子炉 

高圧系、
低圧系 



 

 

 

 

 

 高圧系とは、定格運転時の原子炉圧力（約7MPa） 
以上の高圧でも炉内に注水ができる系統であり、以
下の２つに大別される。 

【高圧注水系（ＨＰＣＩ）】 

 

○原子炉水位を適切に維持し、燃料の過熱を防止
する。 

○主に中小規模のLOCAの場合に、原子炉水の確 
  保を図り、一定期間原子炉の崩壊熱を除去する。 
 

 

 

【原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）；福島第一１号、敦賀
１号以外）】 

○原子炉水位を適切に維持し、燃料の過熱を防止 

 する。 

○何らかの原因で復水・給水が停止した場合に、炉
水の確保を図り、一定期間原子炉の崩壊熱を除
去する。 

 

 
 

原子炉隔離時冷却系の概略系統図 
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３．高圧系の原子炉注水設備（１／２） 

（設備概要；福島第一１号機の例）１系統／１台、駆動源：主蒸気（計装電源：蓄電池）、
運転範囲；原子炉圧力78～9.8kg/cm2、水源（復水貯蔵タンク（ＣＳＴ）と圧力抑制室
（S/P）） 

（設備概要；福島第二１号機の例） １系統／１台、駆動源：主蒸気（計装電源：蓄電池）、
運転範囲（1.04～7.86MＰａ),水源（復水貯蔵タンク（ＣＳＴ）と圧力抑制室（S/P）） 

高圧注水系の概略系統図 

駆動蒸気 

冷却水 

復水貯蔵タンク 

             （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



 国内における建設初期のプラント（福島第一原子力
発電所１号機と敦賀発電所１号機）には、非常用復水
器（ＩＣ）が設置されている。 

 

【非常用復水器（ＩＣ）】 

○原子炉の圧力が上昇した場合に、原子炉の蒸気を 

 抽出し、ＩＣ内のコイルで胴側の保有水へ熱を伝達し 

 て蒸気を凝縮させ、凝縮した水を原子炉に戻すこと 

 で一定期間、原子炉の崩壊熱を除去する。 

３．高圧系の原子炉注水設備（２／２） 

伝熱管内部で
原子炉蒸気の
凝縮 

復水として重
力により原子
炉内に戻る。 

非常用復水器の概略系統構成図 

蒸気 

（設備概要；福島第一１号機の例） 
横型置Ｕ字管型、２系統、保有水量；約１００トン／基、   
 全長約12m,内径3m,材料（胴部：炭素鋼、伝熱管部：ステンレス鋼） 
 

             （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



 低圧系とは、高圧系により、原子炉が減圧された
後に注水流量を確保するための系統である。 

【炉心スプレイ系（CS）】 

 ○原子炉の圧力が急激に減少する大破断 
LOCA 時等には、復水貯蔵タンク水又は圧力抑

制プール水を炉心上部に取り付けられたノズル
から燃料集合体上にスプレーすることによって
炉心を冷却する。 

 

 

 

【残留熱除去系（ＲＨＲ）】 

 ○原子炉停止後の崩壊熱 を除去する停止時冷

却及び原子炉隔離時（復水・給水停止状態）の
崩壊熱と残留熱の除去並びにLOCA時の炉心冷

却（低圧炉心注水系の一部として機能）などを
行う。 

 

 

 

４．低圧系の原子炉注水設備（その１） 

残留熱除去系（低圧注水モード） 
の概略系統図 

（設備概要；福島第二１号機の例） 

２系統／２台、駆動源（所内交流電源、非常時（ＤＧ供給交流電源、制御電源；蓄電池）、
水源は圧力抑制室（S/P） 

【蓄圧注水系（ＰＷＲ） 】 

 ○加圧水型軽水炉（ＰＷＲ）においては、冷却材が喪失して、原子炉圧力が約
４０気圧以下となった時、蓄圧タンク内のほう酸水が自動的に一次冷却管を経
て炉心に注入し、冷却水量を保持する。 

（設備概要；福島第一１号機の例） 

２系統／４台、駆動源（所内交流電源、非常時（ＤＧ供給交流電源、制御電源は蓄電池）、
注入開始可能圧力約1.96MＰａ、水源は圧力抑制室（S/P）  

炉心スプレイ系の概略系統図 

熱交換器 

（東京電力公表資料より） 



 高圧系の注水設備が使用できない場合に、燃料被
覆管の温度上昇を基準値以下（1200℃以下）に押さ
えるために、低圧系での注水が短時間で可能となるよ
うに主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ）を開く設備（ＡＤＳ）で
ある。 

 

【自動減圧系（ＡＤＳ）】 

○ＬＯＣＡ時に、高圧系の原子炉注水設備の機能が十 

分発揮されず、原子炉水位を維持できない場合に 

作動。（ＨＰＣＩのバックアップ機能） 

○強制的にＳＲＶを開いて蒸気をＳ／Ｃへ逃がし炉内 

 圧力を迅速に減圧させ、低圧系の原子炉注水設備 

  による注水を可能にし、炉心の冷却を行う。 

 

 

５．原子炉減圧設備 

自動減圧系の概略系統図 

（設備概要；福島第一３号機の例） 
 ６弁、作動圧力（7.44～7.58MPa）、  駆動源（電磁弁電源；蓄電池、弁本体駆動源；N2
ガス、論理電源；蓄電池） 

（東京電力公表資料より抜粋） 

Ｎ2ガス供給 

ＡＤＳ信号 

ＡＤＳ信号 

 信号 

 アキュムレータ 

ＳＲＶ 

ＡＤＳ 

             （ＪＮＥＳ資料に加筆） 

電磁弁 



 

 

 

 

 

 原子炉冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）後に、圧力抑制室
（Ｓ／Ｐ）内のプール水を格納容器内にスプレイするこ
とにより、格納容器内の温度、圧力を低減し、格納容
器内に浮遊している放射性物質が漏洩するのを抑え
る系統である。 

 

【原子炉格納容器スプレイ系】 

 ○ 格納容器内の蒸気凝縮、非凝縮性ガスの冷却、 
よう素ガスの除去を行う。 
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原子炉格納容器冷却系の概略系統図 

６．原子炉格納容器冷却系 

（設備概要；福島第一３号機の例） 

残留熱除去系モードの１つ、２系統／４台、駆動源（所内交流電源、非常時（ＤＧ供給交
流電源（制御電源は蓄電池））、水源はS/Ｐ。 
 

             （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



 

 

 

 

 

 原子炉建屋内に設置された熱交換器、ポンプ、
モータ等の機器（これらの設備を補機という。）から発
生する熱及び原子炉停止時の崩壊熱を原子炉補機
冷却水系（ＲＣＷ；淡水系）より除去し、原子炉補機冷
却海水系（ＲＳＷ：海水系）を通じて、熱を海に放出す
る系統である。 

 

【原子炉補機冷却系】 

○ポンプ、熱交換機は予備機をもつ設計（Ａ系、Ｂ系 

 等）とし、常用系機器と非常用機器を分離し、緊急 

 遮断弁によって非常用機器を優先して確保するこ 

 とができるように設計されている。 

 

 

 

 

原子炉補機冷却系※ 

７．原子炉補機冷却系 

※一部のプラントは、海水による直接冷却 

           主要負荷 

非常用機器 RHR熱交換器、RHRポンプ、非常用DG、燃料プー
ル冷却系ポンプなど 

常用補器 CRDポンプ、再循環ポンプ、タービン補機など 

             （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



 

 

 

 

 

   非常用炉心冷却系による原子炉への注水が十
分でなく，原子炉の水位が低下し、炉心が大きく損傷
するおそれのある緊急時には、補給水系，消火水系
等を使用して原子炉へ注水する。 

アクシデントマネジメント（AM）の一環として整備され
ている。 

 

【復水補給水系（ＭＵＷＣ）】 

○通常時は、復水器の水位制御等のための水の補
給系統（復水器移送ポンプ）を用いて、復水貯蔵タ
ンク水等（原子炉水の浄化に使用するフィルター
の洗浄などに使用するプラント運用水）を注入する
系統である。 

 
 
 

 

【消火水系（ＦＰ）】 

○一般の建築物と同様、消防関係法規に従い設置
されている系統である。 

 

 代替注水系の機器配置と概略系統図 

           （ＭＡＲＫ－２型の例） 

８．代替冷却注水系（ＡＭ設備；ＭＵＷＣ、ＦＰ） 

（設備概要；福島第一１号機の例） 
１系統／２台、原子炉圧力0.69MPa以下で作動,駆動源（所内交流電源、非常時；ＤＧ供
給交流電源） 

（設備概要；福島第一１号機の例） 
１系統／１台、原子炉圧力0.69MPa以下で作動、駆動源（モータ駆動（制御電源含む）；
所内交流電源、ディーゼル駆動（軽油）、制御電源：ディーゼル専用蓄電池） 

ＦＰ 

ＭＵＷＣ 

          （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



 

 

 

 

 

  非常用炉心冷却系などによる原子炉への注水が
十分でなく，原子炉の水位が低下する場合に原子炉
へ注水する系統。 

 

【ほう酸水注入系（ＳＬＣ）】 

○万一制御棒が挿入できなくて原子炉を冷温停止で
きないという状態になった場合に，中性子吸収材
であるほう素を注入することによって，原子炉を停
止させる機能を有している。 

○ほう酸注入ポンプを使用して注水を行う。 
 

【消防車等】 

○消防車等のポンプを使用して、海水等を炉内に注
水する系統である。 

○原子炉建屋外に設置された連結送水管口に消防
ポンプ車のホースを接続し、復水移送系～低圧注
水系等の系統を利用して注水を行う。 

 

 

 

 

９．代替冷却注水系（ＳＬＣ、消防車等） 

ほう
酸タ
ンク 

ほう酸水注水系の概略系統図 

消防車を使用した注水の概略系統図 

ホウ酸
水注
入系 

          （ＪＮＥＳ資料に加筆） 



１０．主要な弁（ＳＲV、ＡＯV、MOＶ、ラプチャーディスク） 

【主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ）】 

○原子炉格納容器内の主蒸気管に設置され、原
子炉の圧力が最高使用圧力 の1.1倍を超えない

ようにする機能と事故時の自動減圧機能をあわ
せて有する弁。バネ式（アクチュエータ付）で、ア
クチュエータにより逃がし弁 として作動させるこ
ともできるバネ式安全弁である。 

 

【空気作動弁（ＡＯＶ）】 

 ○圧縮空気により作動する弁。 

 

【電動作動弁（ＭＯＶ）】 

 ○電気（交流又は直流）により作動する弁。 

 

【ラプチャーディスク】 

 ○圧力抑制室内等の蒸気を外部に放出させるた
めの配管に設置された弁（ラプチャ－ディスク）
であり、所定の圧力により破れる構造となってい
る。 当該弁を作動させるためにはラプチャ－デ
ィスクの手前の隔離弁を開操作する必要がある
。 

 

 

 

主蒸気逃がし安全弁の概略図 

電動作動弁 

空気作動弁 

ラプチャーディスク 

各隔離弁の概要 
           （中部電力公表資料より） 

（中国電力公表資料より） 



原子炉内圧力 

(MPa) 

高圧注水系（HPCS） 
（約8.0～1.0MPa) 

8 

 

7 

 

6 

 

5 

 

4 

 

3 

 

2 

 

1 

 

0 

冷却系統設備
（ECCS,AM設備） 
（作動範囲等） 

減圧弁等設備 

（作動設定値） 

冷却系統設備 

（常用系） 
（作動範囲等） 

低圧注水系 

（LPCS；2.03MPa以下) 

（LPCI；1.55MPa以下) 

（MUWC；0.62MPa以下) 

（FP； 0.62MPa以下) 

非常用復水器系（ＩＣ） 
（約7.0MPaで作動可能、約
6.0MPaで停止（※敦賀1号の
例) 

主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ） 
（安全弁機能;約8.30MPa一例) 

（逃がし弁機能；例約7.64MPa一例) 

格納容器ベント（ラプチャーディス
ク作動圧力） 
（約0.53MPa(※福島第一２号の例)） 

通常運転圧力（ 約7MPa） 

（参考）ＢＷＲにおける原子炉冷却設備等の作動範囲 

残留熱除去系（ＲＨＲ） 
（※原子炉停止時冷却モード） 
（約１.0MPa以下） 

原子炉隔離時冷却系
（ＲＣＩＣ） 
（約7.86～1.04MPa) 

（表中の数値は※を除き福島第二１号機の値） 



 
 

平成２３年 １１月２５日 
原子力安全・保安院 

 

原子炉冷却系統設備の対応状況について 
 

参考資料１ 



【緊急安全対策（平成２３年３月３０日指示）】 

○福島第一と同程度の地震・津波が襲来し、仮に全交流電源等を喪失したとしても、
電源車やポンプ車等の配備により、安定的に炉心等を冷却する対策、必要な浸水
対策及び津波の防御対策を講じることを指示。 

 

○全交流電源等喪失時における緊急事態対応計画については、原子炉停止後の崩 
壊熱を除去し冷却するために必要な水量を適切に解析評価し、この評価に基づい
て、一定時間内にポンプ車や電源車等により給水及び電源供給が行われること
が適切に手順書に記載され、訓練がなされていること、これらにより燃料が損傷す
ることなく原子炉を高温停止状態に維持できることを確認した。 

 

○さらに原子炉を安定的に冷却する状態を維持して、長期間の冷却を維持すること
により、または、仮設ポンプの設置や海水ポンプ等の復旧により、冷温停止状態
に繋げることができることを確認した。 

 

○緊急時における危険回避についての権限は、保安規定及び手順書で発電所長が
行使することが明確に定められている。ベント、注水（海水を含む）についても発電
所長が決定することにより実施できることが定められている。これにより、緊急時に
おいて迅速に対応できることを確認した。 

 

原子炉冷却系統の信頼性向上に関する対応 



（１）緊急安全対策実施前（全交流電源喪失時の崩壊熱の除熱方法；ＢＷＲ） 

タービン 

復水器 

放水路へ 

冷却水 
（海水） 

平成２３年５月２日緊急安全対策実施状況報告書 

（中国電力島根原子力発電所）に一部加筆 

原子炉隔離時冷却系 

による除熱 

①原子炉隔離時除去系による
注水、主蒸気逃がし安全弁によ
る減圧 

②格納容器ベント系統を 
通じて大気に放出 

：ＲＣＩＣによる冷却系統、      ：格納容器ベント系統       



タービン 

復水器 

放水路へ 

冷却水 
（海水） 

410kW × 2台 

平成２３年５月２日緊急安全対策実施状況報告書 

（中国電力島根原子力発電所）に一部加筆 
【電源設備の強化】 

対策蓄電池に加え、ＲＣＩＣポンプの制御、
プラント状態の監視等に必要な電源の供
給のため、高圧電源車を配備 

【冷却水源の確保】】 

他の水源について確保する
とともに、ポンプ、注水用
ホース等を配備 

（２）緊急安全対策実施後（全交流電源喪失時の崩壊熱の除熱方法；ＢＷＲ） 

福島第一発電所事故においては、電源及び冷却水源の枯渇により、高温停止状態、燃
料プール水温を維持できなかったことから、緊急安全対策として電源設備の強化及び冷
却水源の確保等を指示。 

：ＲＣＩＣによる冷却系統、 ：冷却水源供給系統 ：格納容器ベント系統 

【その他】 
・緊急時対応訓練等の実施 

・ベント、海水注入権限の明確化 

・保安規定の変更 



平成２３年４月２６日緊急安全対策実施状況報告書 

（九州電力玄海原子力発電所）より抜粋 

②タービン動補助給水ポンプに
よる注水、主蒸気逃がし弁によ
る放出 

※冷却水源は復水タンク及び２
次系純水タンク 

①蒸気発生器を通じて、１次
系から２次系に熱を伝達 

（３）緊急安全対策実施前（全交流電源喪失時の崩壊熱の除熱方法；ＰＷＲ） 

：タービン動補助給水ポンプによる冷却系統 



 

ほう酸タンク 

平成２３年４月２６日緊急安全対策実施状況報告書 

（玄海原子力発電所）より抜粋 

（４）緊急安全対策実施後（全交流電源喪失時の崩壊熱の除熱方法；ＰＷＲ） 

福島第一発電所事故においては、電源及び冷却水源の枯渇により、高温停止状態、燃
料プール水温を維持できなかったことから、緊急安全対策として電源設備の強化及び冷
却水源の確保等を指示。 

【電源設備の強化】 

対策蓄電池に加え、タービン動補助給水
ポンプの制御、プラント状態の監視等に
必要な電源の供給のため、高圧電源車
を配備 

【冷却水源の確保】】 

他の水源について確保する
とともに、ポンプ、注水用
ホース等を配備 

【その他】 
・緊急時対応訓練等の実施 

・海水注入権限の明確化 

・保安規定の変更 

：タービン動補助給水ポンプによる冷却系統 ：冷却水源供給系統 



（参考）冷温停止状態への移行（ＢＷＲ） 

約８ＭＰａ 

（約294℃） 

原
子
炉
圧
力 

時間 

原子炉補機海水ポンプ復旧 

（～長期間） 

（冷温停止） 

冷温停止に向けた操作 

原子炉格納容器ベント 

による除熱 
残留熱除去系（原子炉
停止時冷却モード）によ
る冷却 

原子炉停止後 

約１．５日 

全交流電源喪失発生 

主蒸気逃し安全弁による 

原子炉圧力のサイクリング 

原子炉格納容器最高使用
圧力にてベント開始 

①原子炉隔離時冷却系による注水を代替
注水に切り替えるため，主蒸気逃し安全
弁による急速減圧開始 

②代替注水：復水輸送ポンプ，消火ポン
プまたは可搬式消防ポンプによる注水 

③残留熱除去系による冷却 

平成２３年５月２日緊急安全対策実施状況報告書 

（中国電力島根原子力発電所）より抜粋 

交流電源復旧 



（参考）冷温停止状態への移行（ＰＷＲ） 

機密性２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全交流電源 
喪失事象発生 

タービン動補助給水ポンプを
用いて２次系冷却開始 

蓄圧タンク作動 
→ほう酸水 

注入開始 

タービン動補助給水ポンプを
用いて0.7MPaに向けて冷却を
再開 

(約208℃) 

(約半日) 

(約170℃) 

(約１日) 

(約159℃) 
(低温停止) 

①ほう酸ポンプによる
ほう素濃縮（約半日
以内） 

②仮設ポンプを用いてＳＧ
２次側に淡水または海水
を給排水 

③１次冷却材系統を冷却 

(約307℃) 
15.4MPa 

4.4MPa 

1.7MPa 

0.7MPa 

0.5MPa 

主蒸気逃がし弁、タービン動補助給水ポンプによる冷却 
（～0.2MPaまで） 

主蒸気管ドレンライン等、
仮設ポンプによる冷却 

時間 

１
次
冷
却
材
圧
力 

低温停止に向けた操作 

（玄海３、４号の例） 

(約134℃) 
0.2MPa 

冷却を停止し、窒素混入防止のため
蓄圧タンク出口電動弁閉止 

平成２３年４月２６日緊急安全対策実施状況報告書 

（玄海原子力発電所）より抜粋 

交流電源復旧 



（参考資料） 

原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保 

等の状況              （参考資料１） 

補機冷却用海水ポンプに係る津波対策 （参考資料２） 



参考資料１ 原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（１／６） 

  

原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

北海道 泊 

<ポンプ> 
1号：約20m

3
/h 

2号：約20m
3
/h 

3号：約32m
3
/h 

 
 
 
<ホース> 
総延長約2,360m 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ30m

3
/h×2台 

2号：可搬式ポンプ30m
3
/h×2台 

3号：可搬式ポンプ30m
3
/h×4台 

1～3号共用：可搬式ポンプ
45m

3
/h×3台、180m

3
/h×1台、

30m
3
/h×6台、消防車48m

3
/h×2台 

 
<ホース> 
2,710m(20m×136本 相当) 

<保管場所> 
構内高台（TP31m,33m） 
消防車車庫(TP10m) 
※大津波警報発令時には、
常駐の自衛消防隊員により
構内高台（TP31m）へ一時退
避 
 
<要求時間> 
10時間以内 
<訓練確認時間> 
3時間程度 

<淡水タンク> 
1号：825t(3基合計) 
2号：825ｔ(3基合計) 
3号：1,310ｔ(2基合計) 
1～3号共用：
27,960t(16基合計) 
 
<海水> 
取水口 

東北 

東通 

<ポンプ> 
約40m

3
/h 

 
<ホース> 
総延長約1,500m 

<ポンプ> 
消防車120ｍ

3
/h×2台 

 
<ホース> 
1,600ｍ(20m×80本） 

<保管場所> 
消防車庫(TP13m) 
※大津波警報発令時には、
常駐の自衛消防隊員により
固体廃棄物貯蔵所駐車場
（TP18m）へ一時退避 
<要求時間> 
8時間以内 
<訓練確認時間> 
約1.5時間 

<淡水タンク> 
3,166t(12基合計) 
 
<河川水> 
日量2,300t 
 
<海水> 
取水口 

女川 

<ポンプ> 
1号：約20m3/h 
２号：約30m3/h 
３号：約30m3/h 
 
<ホース> 
総延長約1800ｍ 
 

<ポンプ> 
消防車120ｍ3/h×2台 
 
<ホース> 
約2,000ｍ(20m×100本） 
 

<保管場所> 
消防車庫(O.P.＋25m) 
 
<要求時間> 
8時間以内 
 
<訓練確認時間> 
約1.5時間 

<淡水タンク> 
1号：2900ｔ以上 
２号：3000t以上 
３号：3000ｔ以上 
 
<海水> 
取水口 



原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（２／６） 

  
原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

東京 

福島第二 

＜ポンプ＞ 
1～4号共用：約30m

3
/h 

 
＜ホース＞ 
総延長約500m 
（1号に接続） 

＜ポンプ＞ 
120m

3
/h×3台（消防車） 

＜ホース＞ 
2,000ｍ(20m×100本） 

＜保管場所＞ 
高台駐車場 
（O.P. 18.5m） 
（O.P. 47m） 
＜要求時間＞ 
10時間以内 
＜訓練確認時間＞ 
約1時間 

＜淡水タンク＞ 
1号：509ｔ 
2号：430ｔ 
3号：509ｔ 
4号：466ｔ 
1～4号共用：7,180ｔ
(4基合計） 
＜海水＞ 
取水口 

柏崎 
刈羽 

<ポンプ>（注） 
（運転中プラント） 
1号：約30m

3
/h、5号：約30m

3
/h、6号：約

40m
3
/h、7号：約40m

3
/h 

（停止中プラント） 
2号：約1m

3
/h、3号：約1m

3
/h、4号：約1m

3
/h 

 
<ホース> 
総延長1970m 

<ポンプ> 
1,2号：消防車約60m

3
/h×1台 

3号：消防車約60m
3
/h×1台 

4号：消防車約60m
3
/h×1台 

5,6号：消防車約120m
3
/h×1台 

7号：消防車約50m
3
/h×1台 

 
 
 
 
<ホース> 
2,080m（20m×104本） 

<保管場所> 
高台駐車場（TP35m） 
 
<要求時間> 
8時間以内 
<訓練確認時間> 
約2時間 

<淡水タンク> 
1号：1,575t×1基 
2号,3号，4号：
415t×1基 
5号：1,550t×1基 
6号：1,050t×1基 
7号：1,050t×1基 
1～7号共用：
12,500t(8基合計) 
<海水> 
取水口 

（注）長期停止中である柏崎刈羽原子力発電所２、３、４号機については、使用済み燃料貯蔵プールの冷却が可能であること等について確認した。 

中部 浜岡 

<ポンプ> 
１号：0 ｍ

3
/ｈ

※１,２
、2号：0.3ｍ

3
/h
※1
、 

3号：40ｍ
3
/ｈ、4号：40ｍ

3
/ｈ、5号：45ｍ

3
/ｈ 

※1廃止措置中のため使用済燃料貯蔵プール
冷却のみ 
※2使用済燃料貯蔵プールに使用済み燃料が
1体しかないため、給水不要 
<ホース> 
総延長約1,420m  

<ポンプ> 
1,2号：可搬式ポンプ67.8 m

3
/h×2

台、3号：可搬式ポンプ52.8 
m

3
/h×2台、4号：可搬式ポンプ

52.8 m
3
/h×2台、5号：可搬式ポン

プ52.8 m
3
/h×2台 

<ホース> 
約1,440m(20m×72本） 

<保管場所> 
開閉所（TP25m） 
 
<要求時間> 
約1.3日以内 
<訓練確認時間> 
約2時間 

<淡水タンク> 
1号：118t（2基合計） 
2号：488t（3基合計） 
3号：1,960t（2基合計） 
4号：1,597t（2基合計） 
3,4号共用：3,450t（2基合計） 
5号：1,592t（2基合計） 
<海水> 
2号海水連けいポンプピット 
3・4・5号機の取水槽 
<河川水> 
新野川 



原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（３／６） 

  

原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

北陸 志賀 

<ポンプ> 
1号機：16ｍ

3
/h 

2号機：40ｍ
3
/h 

 
 
<ホース> 
総延長700m 

<ポンプ車等> 
1,2号共用：消防車84ｍ

3
/h×1台 

       消防車 60ｍ
3
/h×1台 

       可搬式ポンプ 60ｍ
3
/h×1台 

 
<ホース> 
1,000m（20m×50本） 

<保管場所> 
ポンプ車等：消防車庫、事務本
館横車庫（TP11m） 
ホース：資機材庫（TP64m）、ポ
ンプ車積載（TP11m） 
※大津波警報発令時には、常
駐の自衛消防隊員により
TP30mの高台へ一時退避 
 
<要求時間> 
約1日以内 
<訓練確認時間> 
約2時間 

<淡水タンク> 
1号：972ｔ×１基 
2号：1,193ｔ×1基 
1,2号共用：1,243ｔ(4基合
計) 
 
<ダム水> 
36万t 
 
<海水> 
2号放水槽 

関西 

美浜 

<ポンプ> 
1号：約13m

3
/ｈ 

2号：約18m
3
/ｈ 

3号：約17m
3
/ｈ 

 
<ホース> 
総延長約3,090m 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ36m

3
/h×3台、52.8m

3
/h×1台 

2号：可搬式ポンプ36m
3
/h×6台、52.8m

3
/h×1台 

1,2号：可搬式ポンプ52.8m
3
/h×1台 

3号：可搬式ポンプ36m
3
/h×3台、52.8m

3
/h×4台 

 
<ホース> 
3,640m(20m×182本) 

<保管場所> 
ホース、ポンプ：3号機横32m高
台(TP32.0m） 
 
<要求時間> 
5時間以内 
<訓練確認時間> 
約80分 

＜淡水タンク＞ 
1号：312t（2基合計) 
2号：384t（2基合計) 
3号：4,330t（7基合計） 
1～3号共用3,660ｔ（5基合
計） 
＜海水＞ 
1,2号機：1,2号機放水口 
3号機：3号機放水路ﾋﾟｯﾄ、
3号機取水口 

大飯 

<ポンプ> 
1号：19.88m

3
/ｈ 

2号：19.88m
3
/ｈ 

3号：19.44m
3
/ｈ 

4号：19.44m
3
/ｈ 

 
<ホース> 
総延長約4,860m 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ46m

3
/h×3台 

2号：可搬式ポンプ46m
3
/h×3台 

1,2号：可搬式ポンプ48m
3
/h×3台 

3号：可搬式ポンプ36m
3
/h×4台、48m

3
/h×4台 

4号：可搬式ポンプ36m
3
/h×4台、48m

3
/h×4台 

 
<ホース> 
5,720m(20m×286本) 

<保管場所> 
ホース、ポンプ：吉見トンネル内
（TP62.8m） 
 
<要求時間> 
5時間以内 
<訓練確認時間> 
約70分 

＜淡水タンク＞ 
1号：1,090t（2基合計） 
2号：1,207t（2基合計） 
3号：730t×1基 
4号：730t×1基 
1号、2号、3号、4号共用：
36,726t（10基合計） 
＜海水＞ 
1,2号機取水路 



原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（４／６） 

  

原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

関西 高浜 

<ポンプ> 
1号：約17m

3
/ｈ 

2号：約17m
3
/ｈ 

3号：17.33m
3
/ｈ 

4号：17.33m
3
/ｈ 

 
<ホース> 
総延長約7,040m 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ46m

3
/h×4台、48m

3
/h×5台 

2号：可搬式ポンプ46m
3
/h×6台、48m

3
/h×5台 

3号：可搬式ポンプ46m
3
/h×9台、48m

3
/h×9台 

4号：可搬式ポンプ46m
3
/h×7台、48m

3
/h×7台 

 
<ホース> 
8,280m(20m×414本) 

<保管場所> 
ポンプ：蒸気発生器保管庫付近高台
(TP32m） 
ホース：ﾋﾞｼﾞﾀｰｽﾞﾊｳｽ付近高台（TP28.0m)、
使用済燃料ピットエリア(TP32m) 
 
<要求時間> 
5時間以内 
<訓練確認時間> 
約70分 

＜淡水タンク＞ 
1号：680ｔ（2基合計） 
2号：680t（2基合計） 
3号：660t（2基合計） 
4号：660t（2基合計） 
1号、2号、3号、4号共用：
26,160t（12基合計） 
＜海水＞ 
1号機：1,2号機取水路、放
水路 
2号機：1,2号機放水路 
3号機：3,4号機取水路、1,2
号機放水口 
4号機：1,2号機放水路、放
水口 

中国 島根 

<ポンプ> 
1号機：約13m

3
/h 

2号機：約22m
3
/h 

 
 
<ホース> 
総延長約1,000m 

＜ポンプ＞ 
消防車142.8m

3
/h×1台、92.4m

3
/h×1台 

可搬式ポンプ76.8m
3
/h×1台、72.6m

3
/h×1台、

60m
3
/h×24台、 

         92.4m
3
/h×13台 

 
＜ホース＞ 
4,580m（20m×229本） 

<設置場所> 
消防車庫（TP8.5m）および資機材置場
（TP15m） 
※津波警報発令時には、常駐の自衛消
防隊員によりTP15mへ一時退避 
 
<要求時間> 
約4日 
<訓練確認時間> 
約30分 

<淡水タンク> 
1号：1,600t×1基 
2号：1,400t×1基 
   1,500t×1基 
1号,2号共用：5,792t(4基合
計） 
1号,2号共用貯水槽：
18,000t（4基合計） 
<海水> 
輪谷湾内 

四国 伊方 

<ポンプ> 
1号：約21m

3
/h 

2号：約21m
3
/h 

3号：約34m
3
/h 

 
<ホース> 
総延長約1,960m 

<ポンプ> 
消防車84m

3
/h×2台、可搬式ポンプ73.2m

3
/h×2

台 
 
<ホース> 
約4,000m（20m×200本） 

<保管場所> 
タンクヤード（TP32m） 
 
<要求時間> 
1,2号約5時間以内／3号約9時間以内 
<訓練確認時間> 
約1時間 

<淡水タンク> 
1号：1,505t(2基) 
2号：1,505t(2基) 
1,2号共用：12,400t(3基) 
3号：8,410ｔ(4基) 
 
<海水> 
1,2号放水口 
3号海水ピット 



原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（５／６） 

  
原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

九州 玄海 

<ポンプ> 
1号：約13m

3
/h 

2号：約13m
3
/h 

3号：約31m
3
/h 

4号：約28m
3
/h 

 
<ホース> 
総延長：約4,920m 

<ポンプ> 
可搬式ポンプ 
1号：48.0m

3
/h×1台 

      30.0m
3
/h×1台 

   46.8m
3
/h×1台 

    4.8m
3
/h×1台 

2号：48.0m
3
/h×1台 

      30.0m
3
/h×1台 

   46.8m
3
/h×1台 

    4.8m
3
/h×1台 

3号：48.0m
3
/h×1台 

   46.8m
3
/h×1台 

   30.0m
3
/h×1台 

4号：30.0m
3
/h×1台 

   46.8m
3
/h×1台 

   18.0m
3
/h×1台 

 
<ホース> 
約7,500m(20m相当×375本) 

<保管場所> 
仮設ポンプ、ホース等：構内
の高台（TP24.6m） 
 
(1,2号) 
<要求時間> 
約5時間以内 
<訓練確認時間> 
約60分 
(3,4号) 
<要求時間> 
約6時間以内 
<訓練確認時間> 
約50分 

<淡水タンク> 
1号：305t×1基 
2号：305t×1基 
3号：690t×1基 
4号：690t×1基 
1,2号共用：830t×2基、1,400t×2基 
3,4号共用：1,430t×2基、6,500t×2基 
<ほう酸水タンク> 
1号：860t×1基 
2号：860t×1基 
1,2号共用：280t×1基 
 
<河川水> 
八田浦貯水池（保有水量約13万ｔ） 
 
<海水> 
1号：1号取水ピット 
2号：1号取水ピット 
3号：3号取水ピット 
4号：4号放水ピット 

九州 川内 

<ポンプ> 
1号：約25m

3
/h 

2号：約25m
3
/h 

 
<ホース> 
総延長約2,000m 

<ポンプ> 
可搬式ポンプ 
1号：30.0m

3
/h×2台 

    7.8m
3
/h×1台 

2号：30.0m
3
/h×2台 

    7.8m
3
/h×1台 

 
<ホース> 
約4,300m(20m相当×215本) 

<保管場所> 
仮設ポンプ、ホース等：構内
の高台（TP27.0m） 
 
<要求時間> 
約6時間以内 
<訓練確認時間> 
約80分 

<淡水タンク> 
1号：520t×1基 
2号：520t×1基 
1,2号共用：930t×2基、2,100t×2基 
<ほう酸水タンク> 
1号：1,470t×1基 
2号：1,470t×1基 
1,2号共用：1,040t×1基 
 
<河川水> 
みやま池（保有水量約34万ｔ） 
 
<海水> 
1号：1号取水ピット 
2号：2号取水ピット 



  

原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

  ポンプ等   
水源確保 

必要能力 確保能力 保管場所等 

日本原電 

敦賀 

<ポンプ> 
1号：20.7m

3
/h 

2号：50.8m
3
/h 

 
 
<ホース> 
1号：総延長480m 
2号：総延長520m 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ67.8m

3
/h x 2 

2号：消防車120m
3
/h x 2 

   可搬式ポンプ67.8m
3
/h x 2 

 
<ホース> 
1号機：480m（20m×24本） 
2号機：520m（20m×26本） 

<保管場所> 
高台（約TP20m） 
消防車庫（TP3m） 
※大津波警報発令時には、常
駐の自衛消防隊員により
TP20mの高台へ一時退避 
 
(1号機) 
<要求時間> 
2.2日以内 
<訓練確認時間> 
約33分 
(2号機) 
<要求時間> 
1.1日以内 
<訓練確認時間> 
約35分 

<淡水タンク> 
1号：1,977t（5基合
計） 
2号：7,467t（8基合
計） 
 
<海水> 
1,2号：1号取水口 

東海第二 

<ポンプ> 
36.3m

3
/h 

 
 
<ホース> 
総延長442m 

<ポンプ> 
消防車168m

3
/h×2台、可搬式ポンプ

60m
3
/h×1台 

 
<ホース> 
480m(24本) 

<保管場所> 
TP8.2m 
※大津波警報発令時には、常
駐の自衛消防隊員により
TP21mの高台へ一時退避 
 
<要求時間> 
1.9日以内 
<訓練確認時間> 
約2時間 

<淡水タンク> 
2,750ｔ（5基合計） 
 
<海水> 
取水口 

原子炉及び使用済燃料プールに係る冷却用ポンプ、水源確保等の状況（６／６） 



 補機冷却用海水ポンプに係る津波対策（1/2） 

会社名 発電所 設置場所等 引き波対策 

北海道 
泊 

１号～３号 
建屋内に設置済 

手順書整備(1,2号）、 
設備対策（3号） 

東北 
女川 

１号～３号 
   海水ポンプエリアに防潮壁を設置予定 設備対策 

  東通 建屋内に設置済 設備対策 

東京 
福島第一 
１号～６号 

屋外に設置 手順書整備 

  
福島第二 
１号～４号 

建屋内に設置済 
設備対策、 
手順書整備) 

  
柏崎刈羽 
１号～７号 

建屋内に設置済 設備対策 

中部 
浜岡 

３号～５号 
 海水ポンプエリアに1.5mの防水壁を設置予定 設備対策 

北陸 
志賀 

１号～２号 
建屋内に設置済 手順書整備 

参考資料２ 

※引き波対策の事例 

 手順書整備・・・水位確認に基づくプラント及びプラント停止及び  

           ポンプ停止運用手順書 など 

 設備対策・・・非常用ポンプ長尺化、取水槽内に貯留槽設置 など 



 補機冷却用海水ポンプに係る津波対策（2/2） 

会社名 発電所 設置場所等 引き波対策 

関西 
美浜 

１号～３号 

   海水ポンプエリアに防護壁を設置予定 
手順書整備 

   
高浜 

１号～４号 

  
大飯 

１号～４号 

中国 
島根 

１号～２号 
 海水ポンプエリアに高さ2mの防水壁を設置済 手順書整備 

四国 
伊方 

１号～３号 
 海水ポンプエリアに防潮壁等を設置予定 手順書整備 

九州 
川内 

１号～２号 
  海水ポンプエリアに防護壁を設置検討中 手順書整備 

  
玄海 

１号～４号 

原電 敦賀１号 
 海水ポンプエリアに防護壁を設置予定 設備対策 

  敦賀２号 

  東海第二 海水ポンプエリアに高さ2.8mの防護壁を設置済 設備対策 

ＪＡＥＡ もんじゅ 海水ポンプエリアに1.2mの防水壁を設置予定 
手順書整備、 
設備対策 



各発電所の炉心冷却系及び関連弁等の一覧
（ＢＷＲ、ＰＷＲ） 

平成２３年１１月２５日 
原子力安全・保安院 

参考資料２ 



（一覧表の内容について） 

○１プラントにつき、２枚のシートから構成されており、ＢＷＲ、ＰＷＲの順に並べてあ
ります。 

○１枚目のシートは、原子炉内の冷却等に必要な系統（ＥＣＣＳ系統、常用系統、ＡＭ
設備、燃料プール（ピット）冷却系統）について、主系統、間接冷却系統、海水冷
却系統の順に、仕様や駆動に必要な電源等を記載。 

○２枚目のシートは、原子炉内の冷却等に必要な系統に設置してある隔離弁につい
て、仕様や駆動に必要な電源等を記載。 

○ロジック信号の欄に記載している用語については、以下のとおり。 

    「FAIL CLOSE」；ロジック信号の入力に伴い、閉側に作動すること。 

    「FAIL AS IS」；ロジック信号の入力に伴い、そのままの状態にとどまっている状 

             態こと。 

    「対象なし」；ロジック信号の入力に伴い動作する弁はないこと。 



ＢＷＲ 



ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時 ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ

Ｓ　ＩＳ

1 4
ＰＣＶ内側のみFAIL　AS
IS。他は直流電源により
動作可。

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣＩ（5）

CS（2）
ＬＰＣＩ（2）

高圧系（ＨＰＣＩ）：３弁が直
流電源系で動作可。ＡＤ

Ｓ；直流電源系により動作
可

その他：FAIL ＡＳ　ＩＳ

1 5

ＡＤＳ（６）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（６）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣI（５）
CS（２） 2 2 FAIL CLOSE

ＡＤＳ（6）
ＨＰCI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（1）
LPCS（1）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＰＣＶ内側1弁，ＰＣＶ外側
1弁についてはFAIL　AS
IS。他は直流電源により
動作可

ＰＣＶ内側のみFAIL　AS
IS。他は直流電源により

動作可

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ

Ｓ　ＩＳ

東京

ＡＤＳ：ＣＬＯＳＥ
その他：FAIL AS　IS

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により

動作可
その他：FAIL ＡＳ　ＩＳ

東北

高圧系（ＨＰＣＩ）；ＰＣＶ外
側４弁は，直流電源系に
より動作可。ＡＤＳ；直流
電源により動作可。その

他：FAIL ＡＳ　ＩＳ。

女川３

福島第二４

女川２

福島第一２

福島第一３

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

弁の配置 弁の動作ロジック

炉心冷却系及び関連弁の配置及び動作について【ＢＷＲ総括表】

隔離弁の配置 弁の動作ロジック

ＥＣＣＳ系

FAIL AS　IS女川１

FAIL AS　IS

福島第一１
（※ＲＣＩＣの欄はＩＣについて記載）

東通

福島第一４

福島第一５

福島第一６

福島第二１

福島第二２

福島第二３



ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時 ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（1）
LPCS（1）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（3）
HPCI（2）
RCS（4）
ＬＰＣＩ（4）

高圧系（HPCI）：直流電源
系により動作可。ＡＤＳ；
直流系により動作可。
RCS，LPCI：FAIL ＡＳ　ＩＳ

1 5

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 5

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣI（1）
CS（4） 2 2 FAIL CLOSE

ＡＤＳ：ＣＬＯＳＥ
その他：FAIL AS　IS

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ
Ｓ　ＩＳ

ＰＣＶ内側弁の
みFAIL　AS

IS。他は直流電
源系により動作

可。

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

FAIL　AS　IS

東京

隔離弁等の配置 弁の配置

ＥＣＣＳ系統

弁の動作ロジック

柏崎刈羽１

志賀１

柏崎刈羽５

柏崎刈羽３

柏崎刈羽７

柏崎刈羽４

弁の動作ロジック

FAIL AS　IS

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ

Ｓ　ＩＳ

島根１

島根２

志賀２
北陸

柏崎刈羽６

柏崎刈羽２

浜岡３

日本原電
敦賀１

（※ＲＣＩＣの欄はＩＣについて記載）

東海第二

浜岡４

浜岡５

中部

中国



※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
（定格流量時吐出圧力）

駆動電源
（作動に必要な全ての電源）

起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1462m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
（注入隔離弁のみ全
閉，ポンプは停止しな

い）

ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水タンク

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.88MPa
（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水タンク

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa
（4815m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水タンク

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋地下３階
136m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 原子炉建屋地下３階 120m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系 １系統／２台 給排水処理建屋１階 165m3/h（90mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水タンク

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水タンク

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋１階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系主系統

東通１号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号
発報時の動作

系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁
ＰＣＶ外（電動／１

弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FALE AS IS 対象なし
全閉

（ただし，ポンプ
は停止しない）

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁
ＰＣＶ内（空気／７

弁）

電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

・直流電源系に
より動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁
ＰＣＶ外（電動／１

弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外
（A系　電動／１弁）
（Ｂ系　電動／１弁）
（Ｃ系　電動／１弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

ＰＣＶ外
（電動／４弁）

ＰＣＶ内
（電動／１弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
所内電源喪失時は１２５Ｖ蓄電池
（ただし，蒸気ライン第一隔離弁
については，通常は所内交流電
源，所内交流電源喪失時は非常
用ディーゼル発電機（480Ｖ）

・直流電源系に
より動作可
ただし，蒸気ライ
ン第一隔離弁は
FAILE AS ISとな
る。

対象なし 全閉

復水補給水系
電動／２弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外（電動／２

弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 対象なし 対象なし

消火水系
電動／４弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外（電動／４

弁）

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ外
（Ａ系　電動／２弁）
（Ｂ系　電動／２弁）

ＰＣＶ内
（Ａ系　電動／１弁）
（Ｂ系　電動／１弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 全閉 対象なし

電動／１弁
（使用時手動開）

ＰＣＶ外（電動／１弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FALE AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁
（使用時手動閉（ろ

過脱塩装置入口・出
口））

ＰＣＶ外（電動／３
弁）

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FALE AS IS 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

東通1号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

燃料プール冷却浄化系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等＊１
（定格流量時吐出圧力）

駆動電源
（作動に必要な全ての電源）

　　　　起動信号　　　＊
２

停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣI）
１系統／１台

（タービン・ポンプ台数）
原子炉建屋地下２階

681m3/h（1.04～
7.73MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

―

ＨＰＣＩ復水ポンプ，ＨＰＣＩ真空ポンプ，バロメト
リックコンデンサ（復水器のため電源なし）
台数：各１台
電源
計測制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

自動減圧系（ＡＤＳ）

４弁／８弁
（自動減圧機能／主蒸気

逃し安全弁）
※安全弁２弁含む

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ー 7.51MPa
電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
開駆動源：Ｎ２ガス
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「CSまたは
RHR出口圧力確立」

― － ―

間接系：
計装用圧縮空気系（窒素ガスボンベ装置）（Ｉ
Ａ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／２台 原子炉建屋地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：”－”MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.78MPa
（686m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

― Ｓ／Ｐ ―

非常用補機冷却系（ＥＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／２基

非常用補機冷却海水系（ＥＣＷＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

―

非常用補機冷却系（ＥＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／２基

非常用補機冷却海水系（ＥＣＷＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

ー － ２系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋地下２階
90.8m3/h（1.04～
7.73MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，バロメト
リックコンデンサ（復水器のため電源なし）
台数：各１台
電源
計測制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 Ｔ／Ｂ地下２階 95m3/h（65mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － － － － － －

ろ過水系（ＦＷ）
１系統／３台

(1，２，３号共用）
給排水処理建屋１階 90m3/h（65mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

－ － ―

非常用補機冷却系（ＥＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／２基

非常用補機冷却海水系（ＥＣＷＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

－ － ２系統／２基 － ２系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

－ － ―

非常用補機冷却系（ＥＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／２基

非常用補機冷却海水系（ＥＣＷＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

－ － ２系統／２基 － ２系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源系，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

１系統／２台 原子炉建屋３階 ―
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

＊１：機器設計仕様書記載（定格時全揚程から換算：小数点第三位四捨五入）
＊２：AM作動信号は除く

間接系主系統

女川１号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

系統名

２系統／４台

２系統／４台残留熱除去系（ＲＨＲ）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

―

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

プラント名

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

－

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：”－”MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa
（1090m3/h） ※
※原子炉との圧力差

―

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧

力高」

代替注水系
（ＡＭ設備）

Ｓ／Ｐ

Ｓ／Ｐ

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード） ２系統／４台

原子炉建屋地下２階

原子炉建屋地下２階

原子炉建屋地下２階

Ｓ／Ｐ

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（６．９ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
※

原子炉格納容
器隔離信号発
報時の動作

※

系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ） 電動／５弁

ＰＣＶ外（電動／４
弁）

ＰＣＶ内（電動／１
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内電源（ＤＣ）
所内電源喪失時は１２５Ｖ蓄電池
（ただし，蒸気ライン第一・二隔離
弁については，通常は所内交流
電源，所内電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機）

・直流電源系に
より動作可

ただし，蒸気ライ
ン第一・二隔離
弁はFAILE AS

ISとなる。

対象なし 全閉

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／４弁
ＰＣＶ内（空気／４

弁）

電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

・直流電源系に
より動作可

対象なし 対象なし

炉心スプレイ系（ＣＳ）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外（電動／２
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FALE AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外（電動／２
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FALE AS IS

全閉
（原子炉格納容
器隔離信号）

対象なし

電動／６弁
（給水ライン：３弁

　蒸気ライン：３弁）

ＰＣＶ外（電動／５
弁）

ＰＣＶ内（電動／１
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内電源（ＤＣ）
所内電源喪失時は１２５Ｖ蓄電池
（ただし，蒸気ライン第一・二隔離
弁については，通常は所内交流
電源，所内交流電源喪失時は非
常用ディーゼル発電機）

・直流電源系に
より動作可

ただし，蒸気ライ
ン第一・二隔離
弁はFAILE AS

ISとなる。

対象なし 全閉

復水補給水系
電動／１弁

（使用時全開）
ＰＣＶ外（電動／１

弁）
ー FALE AS IS 対象なし 対象なし

ろ過水系
電動／３弁

（使用時全開）
ＰＣＶ外（電動／３

弁）

起動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FALE AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
共用　電動／２弁

ＰＣＶ外（電動／３
弁）

ＰＣＶ内（電動／１
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FALE AS IS 全閉 対象なし

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
（使用時全開）

ＰＣＶ外（電動／２
弁）

起動用：直流電源系
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FALE AS IS 対象なし 対象なし

※　動作しない場合は、通常の弁状態を（　）書きで記載下さい。

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

女川１号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等＊１
（定格流量時吐出圧力）

駆動電源
（作動に必要な全ての電源）

　　　　起動信号　　　*２ 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1050m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
（注入隔離弁のみ全
閉，ポンプは停止しな
い）

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

―

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系非常用ディーゼル
発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源，所内電
源交流喪失時は高圧炉心スプレイ系
非常用ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁／１１弁
（自動減圧機能／主蒸気

逃し安全弁）
※その内，２弁はＡＭ設備

含む

―
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「LPCSまた
はRHR出口圧力確立」

― － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.82MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.78MPa
（1050m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

― Ｓ／Ｐ ―

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa
（3408m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ ―

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋地下３階
90.8m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，バロメト
リックコンデンサ（復水器のため電源なし）
台数：各１台
電源
計測制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 原子炉建屋地下２階 100m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － － － － －

ろ過水系（ＦＷ）
１系統／３台

(1，２，３号共用）
給排水処理建屋１階 90m3/h（64mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

１系統／２台 原子炉建屋１階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

＊１：機器設計仕様書記載（定格時全揚程から換算：小数点第三位四捨五入）
＊２：AM作動信号は除く

間接系主系統

女川２号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし

全閉
（ただし，ポンプ
は停止しない）

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

・直流電源系に
より動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内１弁
ＰＣＶ外４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
所内電源喪失時は１２５Ｖ蓄電池
（ただし，蒸気ライン第一・二隔離
弁については，通常は所内交流
電源，所内交流電源喪失時は非
常用ディーゼル発電機）

・直流電源系に
より動作可
ただし，蒸気ライ
ン第一・二隔離
弁はFAILE AS
ISとなる。

対象なし 全閉

復水補給水系
電動／２弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

ろ過水系
電動／４弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内２弁
ＰＣＶ外４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 全閉 対象なし

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
（使用時手動開）

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁
（使用時手動閉）

ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

女川２号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系

低圧系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等＊１
（定格流量時吐出圧力）

駆動電源
（作動に必要な全ての電源）

　　　　起動信号　　　*２ 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1074m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

ー

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系非常用ディーゼル
発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源，所内電
源交流喪失時は高圧炉心スプレイ系
非常用ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁／１１弁
（自動減圧機能／主蒸気

逃し安全弁）
※その内，２弁はＡＭ設備

含む

原子炉建屋地下３階
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「LPCSまた
はRHR出口圧力確立」

― ー ー
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.82MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.78MPa
（1050m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

― Ｓ／Ｐ ー

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋地下３階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa
（3408m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ー

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋地下３階
90.8m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

ー

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，バロメト
リックコンデンサ（復水器のため電源なし）
台数：各１台
電源
計測制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 原子炉建屋地下３階 100m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ー － － －

ろ過水系（ＦＷ）
１系統／３台

(1，２，３号共用）
給排水処理建屋１階 50m3/h（50mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディ ゼル発電機

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディ ゼル発

２系統／２台 原子炉建屋地下３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディ ゼル発電機

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディ ゼル発

１系統／２台 原子炉建屋１階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＭＵＷＣ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源 純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発
電機

＊１：機器設計仕様書記載（定格時全揚程から換算：小数点第三位四捨五入）
＊２：AM作動信号は除く

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

女川３号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
※

系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし

全閉
（ただし，ポンプ
は停止しない）

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

・直流電源系に
より動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内１弁
ＰＣＶ外４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
所内電源喪失時は１２５Ｖ蓄電池
（ただし，蒸気ライン第一隔離弁
については，通常は所内交流電
源，所内交流電源喪失時は非常
用ディーゼル発電機）

・直流電源系に
より動作可
ただし，蒸気ライ
ン第一隔離弁は
FAILE AS ISとな
る。

対象なし 全閉

復水補給水系
電動／４弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

ろ過水系
電動／４弁

（使用時手動開）
ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内２弁
ＰＣＶ外４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 全閉 対象なし

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
（使用時手動開）

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁
（使用時手動閉）

ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

燃料プール冷却浄化系

女川３号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名 系統名称



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ） １系統／１台 原子炉建屋　地下１階
原子炉圧力：78～9.8kg/cm

2

（772t/h）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位異常低（L-
L）」
または
「ドライウェル圧力高」

「原子炉水位高（L-8）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

自動減圧系（ＡＤＳ） ４弁 － －
・電磁弁：蓄電池（125V）
・開駆動源：N2ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「ドライウェル圧力高」及
び「原子炉水位異常低
（L-L）」
＋120秒

－ － － － － －

低圧系 炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／４台 原子炉建屋　地下1階
・注入開始可能な原子炉圧力：

約1.96MPa{20kg/cm
2
}

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位異常低（L-
L）」
または
「ドライウェル圧力高」

－ Ｓ／Ｐ － － －

格納容器冷却海水系（CCSW系）
台数：ポンプ ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源系、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

２系統／２基 － －
・通常電源：蓄電池（125V）
・非常用電源：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉圧力高」+15秒 － － ２系統／２基
補給：貯蔵タンク
補給弁及び補給水系：電動弁,蓄電池（125V）
水源：純水、消火水

－ －

復水補給水系 １系統／２台 タービン建屋　地下１階 原子炉圧力：0.69MPa以下
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台

(M/D １台及びD/D １台)
タービン建屋　地下１階 原子炉圧力：0.69MPa以下

モータ駆動
　・通常電源：所内交流電源系
　・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
　・論理電源：所内交流電源系
ディーゼル駆動
　・燃料：軽油
　・論理電源：ディーゼル専用蓄電池（125V）

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋　地下1階
原子炉再循環ポンプ入口温度
177℃未満

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）／計装用電源（120V）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却系（RCW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源、所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

補機冷却海水系（SW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常時は所内交流電源、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

２系統／４台 原子炉建屋　地下1階 設計圧力：10.5kg/cm
2
g

設計流量：705ｔ/h

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「ドライウェル圧力高」及
び「原子炉水位異常低
（L-L）」

－ Ｓ／Ｐ ２系統／２基 － －

格納容器冷却海水系（CCSW系）
台数：ポンプ ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源系、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

１系統／２台 原子炉建屋　3階 1530L/min/１台
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：計装用電源（120V）

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（RCW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源、所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

補機冷却海水系（SW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常時は所内交流電源、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

プラント名

主系統 間接系

系統名

福島第一
１号機

高圧系

非常用復水器系（ＩＣ）

代替注水系

原子炉停止時冷却系（ＳＨＣ）

格納容器スプレイ系（ＣＣＳ）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源 SBO時の動作

原子炉隔離信号
発報時の動作

系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ）

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

ＰＣＶ内側のみ
AS　IS

（他はDCにより
動作可）

対象なし 電動／１弁

自動減圧系（ＡＤＳ）
【起動】

空気／４弁
ＰＣＶ内

電磁弁：蓄電池（125V）
開閉用：Ｎ２ガス

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧系 炉心スプレイ系（ＣＳ）
【起動】

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

【起動】
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

外　２弁／２系

起動信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は蓄電池（125V）
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）により、
蓄電池（１２５V）へ電源供給可能

動作可 対象なし
Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

復水補給水系 電動／５弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火系 電動／7弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

【停止】
Ａ系　電動／２弁
Ｂ系　電動／２弁
共通　電動／２弁

ＰＣＶ内　２弁／共通
ＰＣＶ外　４弁／２系

停止信号：計装用電源（120V）
駆動用：通常は蓄電池（125V）／
所内交流電源
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

【ＤＣ弁】
CLOSE
【ＡＣ弁】

FAIL AS IS

Ａ系　電動／２弁
Ｂ系　電動／２弁
共通　電動／２弁

Ａ系　電動／２弁
Ｂ系　電動／２弁
共通　電動／２弁

【起動】
A系　電動／１弁
B系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

－ － － － － －

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
１号機

高圧系

非常用復水器系（ＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

原子炉停止時冷却系（ＳＨＣ）

格納容器スプレイ系（ＣＣＳ）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ）
１系統／１台

（タービン・ポンプ台数）
原子炉建屋地下

965t/h（10.5～
79kg/cm3[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－ －
・電磁弁電源：蓄電池（125V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「炉心スプ
レイ系または残留熱除
去系出口圧力確立」

－ － － － － －

炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／２台 原子炉建屋地下
定格流量　298ℓ／s
定格圧力　1.85MPa
0～2.26MPa（EOP）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

２系統／４台 原子炉建屋地下

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa
（1750m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋地下 95m3/h（1.04～7.73MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 タービン建屋地下１階
原子炉圧力　0.69MPa以下で注
入可

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
タービン建屋地下

原子炉圧力　0.69MPa以下で注
入可

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／４台 原子炉建屋地下 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － － ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／４台 原子炉建屋地下 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池(125V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋３階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＡＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

福島第一
２号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ）

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

ＰＣＶ内側のみ
AS　IS

（他はDCにより
動作可）

対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

炉心スプレイ系（ＣＳ）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／５弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
２号機

高圧系

低圧系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ） １系統／１台 原子炉建屋・地下階 1.04～7.73MPa
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「格納容器圧力
高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内 7.44MPa～7.58MPa
・電磁弁電源：蓄電池（125V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「格納容器圧力
高」および「炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系出口圧力確立」

－ － － － － －

炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／２台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「格納容器圧力
高」

－ Ｓ／Ｐ － － １系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

２系統／４台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「格納容器圧力
高」

－ Ｓ／Ｐ － － １系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下階 1.04～7.73MPa
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

復水補給水系（ＭＵＷ） １系統／２台 タービン建屋・地下階
原子炉圧力が0.69MPa以下で
あること

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(４号機共用)

タービン建屋・地下階
原子炉圧力が0.69MPa以下で
あること

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／４台 原子炉建屋・地下階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － － ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／４台 原子炉建屋・地下階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

福島第一
３号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ）

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

ＰＣＶ内側のみ
AS　IS

（他はDCにより
動作可）

対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

炉心スプレイ系（ＣＳ）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／５弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
３号機

高圧系

低圧系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ） １系統／１台 原子炉建屋・地下階
966m3/h（1.04～
7.75MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

自動減圧系（ＡＤＳ）

6弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内 －
・電磁弁電源：蓄電池（125V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － － － － －

炉心スプレイ系（ＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa以下

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － ２系統／4基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

２系統／4台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.10MPa以下

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － ２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下階 94m3/h（1.04～7.73MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

復水補給水系（ＭＵＷ） １系統／２台 タービン建屋・地下１階
68m3/h
※ポンプ1台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(３・４号機共用)

タービン建屋・地下１階
227m3/h
※ポンプ１台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／４台 原子炉建屋・地下1階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － － ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／４台 原子炉建屋・地下1階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・3階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ　　１系統／３基
補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

福島第一
４号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ） 電動／５弁

ＰＣＶ外（電動／４
弁）

ＰＣＶ内（電動／１
弁）

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

ＰＣＶ内側のみ
AS　IS

（他はDCにより
動作可）

対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

ＤＣにより
動作可能

対象なし 対象なし

炉心スプレイ系（ＣＳ）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／５弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
（使用時手動開）

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
４号機

高圧系

低圧系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ） １系統／１台 原子炉建屋・地下階 1.03～7.75MPa
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「格納容器圧力
高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内 7.44MPa～7.58MPa
・電磁弁電源：蓄電池（125V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「格納容器圧力
高」および「炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系吐出圧力確立」

－ － － － － －

炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／２台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「格納容器圧力
高」

－ Ｓ／Ｐ － － １系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

２系統／４台 原子炉建屋・地下階
・注入開始可能な原子炉最低
圧力：3.11MPa

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「格納容器圧力
高」

－ Ｓ／Ｐ － － １系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下階 1.04～7.73MPa
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － － －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 タービン建屋・地下階
原子炉圧力が0.59MPa以下で
あること

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(４号機共用)

タービン建屋・地下階
原子炉圧力が0.59MPa以下で
あること

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／４台 原子炉建屋・地下階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － － ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／４台 原子炉建屋・地下階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・３階 －
・通常電源：所内交流電源系
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

福島第一
５号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ）

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

ＰＣＶ内側のみ
AS　IS

（他はDCにより
動作可）

対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

炉心スプレイ系（ＣＳ）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／５弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
５号機

高圧系

低圧系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階 ー

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電
機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ － －

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
海水系（ＨＰＣＳ ＤＧＳＷ）　台数：ポンプ1
台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内 ー
・電磁弁電源：蓄電池（125V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － － ー － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉圧力：
4.90MPa以下

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋・地下２階
・注入開始可能な原子炉圧力：
4.826MPa以下

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － － －

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下２階 1.04～7.86MPa[gage]
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ ー － －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 タービン建屋・地下１階 原子炉圧力0.49MPa以下
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(５，６号機共用)

５号機
タービン建屋・地下１階

原子炉圧力0.49MPa以下
・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － － ２系統／２基 ー ー

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 ー ー

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・４階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

福島第一
６号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第一
６号機

高圧系

低圧系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.37MPa
（1419m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ補機冷却系（ＨＰＣＳＣ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系（ＨＰ
ＣＳＳ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内
7.77MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：2.03MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.88MPa
（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.18MPa
（4812m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下２階
136m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 タービン建屋・地下１階
110m3/h（0.62MPa）
※ポンプ２台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(１～４号機共用)

屋外水処理建屋
80m3/h（0.62MPa）
※ポンプ１台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・４階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－１）
　台数：ポンプ２台
原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－２）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ－１　　１系統／２基
ＲＣＷ－２　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

福島第二
１号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

燃料プール冷却浄化系 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第二
１号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1446m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ補機冷却系（ＨＰＣＳＣ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系（ＨＰ
ＣＳＳ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内
7.77MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：2.04MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.88MPa
（1446m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.18MPa
（5076m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下２階
136m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／２台 タービン建屋・地下１階
210m3/h（0.62MPa）
※ポンプ２台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(１～４号機共用)

屋外水処理建屋
120m3/h（0.62MPa）
※ポンプ１台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・４階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－１）
　台数：ポンプ２台
原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－２）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ－１　　１系統／２基
ＲＣＷ－２　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

福島第二
２号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

福島第二
２号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.37MPa
（1419m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ補機冷却系（ＨＰＣＳＣ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系（ＨＰ
ＣＳＳ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内
7.77MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：2.03MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.88MPa
（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.18MPa
（4812m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下２階
136m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 タービン建屋・地下１階
210m3/h（0.62MPa）
※ポンプ２台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(１～４号機共用)

屋外水処理建屋
120m3/h（0.62MPa）
※ポンプ１台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・４階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－１）
　台数：ポンプ２台
原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－２）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ－１　　１系統／２基
ＲＣＷ－２　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

福島第二
３号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系 対象なし

福島第二
３号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1443m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
※注入弁　閉

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ補機冷却系（ＨＰＣＳＣ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系（ＨＰ
ＣＳＳ）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内
7.77MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：2.04MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.88MPa
（1443m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 原子炉建屋・地下２階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.18MPa
（5076m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋・地下２階
136m3/h（1.04～
7.86MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 タービン建屋・地下１階
140m3/h（0.62MPa）
※ポンプ２台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
１系統／２台(M/D及び

D/D)
(１～４号機共用)

屋外水処理建屋
90m3/h（0.62MPa）
※ポンプ１台流量

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋・地下２階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去冷却系（ＲＨＲＣ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋・４階 －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
スキマサージ

タンク
１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－１）
　台数：ポンプ２台
原子炉補機冷却系（ＲＣＷ－２）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

ＲＣＷ－１　　１系統／２基
ＲＣＷ－２　　１系統／３基

補機冷却海水系（ＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系主系統

福島第二
４号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

燃料プール冷却浄化系 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

福島第二
４号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 R/B B5F

・注入開始可能な原子炉最低圧力：7.78MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：1.37MPa(1419m3/hr)  ※
※原子炉との圧力差圧力容器とサプレッショ
ンチェンバの圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

・原子炉水位低（Ｌ２）
・ドライウェル圧力高

・原子炉水位高（Ｌ８）
ECSP

（ＣＳＰ）
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPIW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系

自動減圧系（ＡＤＳ）
７弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内 7.78MPa[gage]
・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「１２０秒」
および「低圧炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系出口圧力確立」

－ － － － － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 R/B B5F

・注入開始可能な原子炉最低圧力：2.02MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.82MPa（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＬＰＣＩ） ３系統／３台 R/B B5F

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.18MPa（4812m3/h） ※
※原子炉と圧力抑制室空間との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A・B系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A・B系）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

R/B B5F 136m3/h（1.14～7.96MPa）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ　A系）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 ・原子炉水位高（Ｌ８）
ECSP

（ＣＳＰ）
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 R/B B5F 120m3/h（95mAq/1.47MPa）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K1/2/3/4共用）
屋外水処理建屋

T.P.13m
350m3/h（1.57MPa）
（K1/2/3/4共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台 R/B B5F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A・B系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A・B系）

－ － 原子炉水 ２系統／２基

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 R/B B5F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A・B系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A・B系）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 R/B B5F
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A・B系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A・B系）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 R/B 1F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ － SFP ２系統／２基

残留熱除去中間ループ系（RHIW)
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

残留熱除去冷却海水系（ＲHＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（SHC）

残留熱除去系（S/Cクーリング）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

柏崎刈羽
1号機

プラント名

間接系主系統

低圧系

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
１号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：7.78MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：1.38MPa(1419m3/hr)  ※
※圧力容器とサプレッションチェンバの圧力
差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
７弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「１２０秒」
および「低圧炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系出口圧力確立」

－ － － － － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.88MPa（1419m3/hr） ※
※圧力容器とサプレッションチェンバの圧力
差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－
Ｓ／Ｐ

－

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機
水源：純水

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：海水

残留熱除去系（ＬＰＣＩ） ３系統／３台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.14MPa(4812m3/hr) ※
※原子炉とドライウェルとの圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機
水源：純水

2系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
水源：海水

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋
地下５階

136m3/hr（1.04～7.86MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ　A系）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
原子炉建屋

地下５階
120m3/h（85mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K1/2/3/4共用）
屋外水処理建屋

T.P.13m
350m3/h（1.57MPa）
（K1/2/3/4共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階

１系統／２台 原子炉建屋１階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（S/Cクーリング）

残留熱除去系（SHC）

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

系統名

プラント名

主系統 間接系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

柏崎刈羽
2号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
２号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：7.66MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：1.38MPa(1419m3/hr)  ※
※圧力容器とサプレッションチェンバの圧力
差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
７弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内 7.78MPa[gage]
・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「１２０秒」
および「低圧炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系出口圧力確立」

－ － － － － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.88MPa（1419m3/hr） ※
※圧力容器とサプレッションチェンバの圧力
差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機A系（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／3基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＬＰＣＩ） ３系統／３台
原子炉建屋

地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.14MPa(4815m3/hr) ※
※原子炉とドライウェルとの圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋
地下５階

136m3/hr（1.04～7.86MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ　A系）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　A系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
原子炉建屋

地下５階
120m3/h（90mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K1/2/3/4共用）
屋外水処理建屋

T.P.13m
350m3/h（1.57MPa）
（K1/2/3/4共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － 原子炉水 ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋

地下５階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋1階 －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ －
スキマサージ

タンク
1系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／6基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

系統名

プラント名

主系統 間接系

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

柏崎刈羽
3号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（S/Cクーリング）

残留熱除去系（SHC）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
３号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋
　地下５階

・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：1.38MPa（1462m3/h）  ※
※原子炉とサプレッションチェンバ空間部と
の圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
７弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内
7.51MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力差
※最小動作圧

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － － － － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋
　地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.88MPa（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＬＰＣＩ） ３系統／３台
原子炉建屋
　地下５階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.14MPa（4815m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋
　地下５階

142m3/h（0.93～7.76MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 原子炉水位高（Ｌ８）
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
原子炉建屋

付属棟　地下５Ｆ
120m3/h（85mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K1/2/3/4共用）
屋外水処理建屋

T.P.13m
350m3/h（1.57MPa）
（K1/2/3/4共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台
原子炉建屋
　地下５階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋
　地下５階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋
　地下５階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台
原子炉建屋

１階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（S/Cクーリング）

残留熱除去系（SHC）

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

系統名

プラント名

主系統 間接系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

柏崎刈羽
4号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号
発報時の動作

系統隔離信
号

発報時の動

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電
機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁
電磁弁：直流電源
開閉用：空気（常時）
　　　　　Ｎ２ガス（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）

・蒸気内側隔離弁はFAIL
AS IS
・その他は直流電源系によ
り動作可 対象なし

全開状態から
→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS
全閉状態から→

全閉信号

全閉状態から
→

全閉信号

電動／１弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源
喪失時は非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

柏崎刈羽
4号機

プラント名

原子炉隔離時冷却系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

系統名称

高圧系

低圧系

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋
　地下４階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：8.00MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：1.38MPa（1420m3/h）  ※
※原子炉とS/C空間部との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

・原子炉水位高（Ｌ８）
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
７弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内 7.78MPa[gage]
・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「１２０秒」
および「低圧炉心スプレ
イ系または残留熱除去
系出口圧力確立」

－ － － － － －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台
原子炉建屋
　地下４階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.84MPa（1420m3/h） ※
※原子炉とS/C空間部との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＬＰＣＩ） ３系統／３台
原子炉建屋
　地下４階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.14MPa（4815m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋
　地下４階

136m3/h（1.04～7.86MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
原子炉建屋

付属棟　地下４Ｆ
125m3/h（85mAq）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K5/6/7共用）
屋外給水建屋

T.P.12m
177m3/h（0.98MPa）
（K5/6/7共用）

・通常電源：所内交流電源系
・論理電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ

－ － ＦＷ － － － －

２系統／２台
原子炉建屋
　地下４階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － 原子炉水 ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋
　地下４階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台
原子炉建屋
　地下４階

－
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台
原子炉建屋

　２階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（480Ｖ）

－ －
スキマサージ

タンク
1系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（S/Cクーリング）

残留熱除去系（SHC）

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

系統名

プラント名

主系統 間接系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

柏崎刈羽
5号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
５号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心注水系（ＨＰＣＦ） ２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ

・注入開始可能な原子炉最低圧力：8.16 MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧力：
0.726 MPa(727 m3/h)　※
※圧力容器と水源の空間部との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ1.5）」また
は「ドライウェル圧力高」 「原子炉水位高（Ｌ８）」

ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

原子炉補機冷却系（RCW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪失時は
非常用系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基
３系統／２基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

自動減圧系（ＡＤＳ）
８弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス(非常時はHPIN)
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － － － － －

低圧系 低圧注水系（ＬＰＦＬ） ３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.59 MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.27MPa ※
※圧力容器と水源の空間部との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（RCW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪失時は
非常用系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基
３系統／２基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ
設計流量：182 [m3/h]
（作動圧力：1.04～8.12 MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ－
２）」または「ドライウェル
圧力高」

・原子炉水位高（Ｌ８） ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
廃棄物処理建屋

Ｂ３Ｆ
120m3/h（85mAq）
125m3/h（85mAq）？

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K5/6/7共用）
屋外給水建屋

T.P.12m
177m3/h（0.98MPa）
（K5/6/7共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水　純水補給水系

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水　純水補給水系

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ３Ｆ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

１系統／２台 Ｒ／Ｂ　２Ｆ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水　純水補給水系

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（停止時冷却モード）

残留熱除去系（D/Wスプレイ）

系統名

プラント名

主系統 間接系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

柏崎刈羽
6号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（サプレッションプール冷却モード



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
６号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 トリップ信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＦ） ２系統／２台
原子炉建屋

地下３階

･注入開始可能な原子炉最高圧力：8.12MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.69MPa（727m3/h）  ※
※圧力容器と水源の空間部との差圧

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ　H系）

「原子炉水位低（Ｌ1.5）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

原子炉補機冷却水系（RCW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

自動減圧系（ＡＤＳ）
８弁

（自動減圧機能）
※その内，２弁はＡＭ設備含む

ＰＣＶ内
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力差

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
１系統
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧系 残留熱除去系（ＬＰＦＬ） ３系統／３台
原子炉建屋

地下３階

・注入開始可能な原子炉最低圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する時の原子炉圧
力：0.27MPa ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋
地下３階

188m3/h（1.04～8.12MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

・原子炉水位高（Ｌ８）
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源なし）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台
廃棄物処理建屋

地下３階
125m3/h

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系
１系統／２台（M/D及びD/D)

（K5/6/7共用）
屋外給水建屋

T.P.12m
177m3/h（0.98MPa）
（K5/6/7共用）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用駆動：ディーゼル消火ポンプ
・論理電源：所内交流電源系

－ － ＦＷ － － － －

残留熱除去
系（停止時
冷却モード）

３系統／３台
原子炉建屋

地下３階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

残留熱除去系（サプレッションプール冷却モー ３系統／３台
原子炉建屋

地下３階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

残留熱除去系（D/Wスプレイ） ２系統／２台
原子炉建屋地下

３階
－

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ） １系統／２台 原子炉建屋２階 250m3/h
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ １系統／２基

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（RSW）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

間接系

柏崎刈羽
7号機 代替注水系

（ＡＭ設備）

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

系統名

プラント名

主系統

高圧系



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ内
電磁弁：直流電源
開閉用：ＨＰＩＮ（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

DCにより
動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）
ＰＣＶ内／１弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
※ＲＣＩＣ蒸気ライン内側隔離弁
は、通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディー
ゼル発電機（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・その他は直流
電源系により動
作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ内／２弁
ＰＣＶ外／４弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／１弁
（F005A/Bの２弁が

直列）
ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系

柏崎刈羽
７号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1419m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系機器冷却系（HPCCW）
　台数：ポンプ３台（ＬＯＣＡ信号では２台に自動起
動）
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

高圧炉心スプレイ機器冷却海水系
（HPCWS）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：直流電源系（125Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または余熱
除去系出口圧力確立」

－ － －

不活性ガス系（ＡＣ系）
１系統
論理電源：所内交流電源系

間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
２系統
論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.84MPa
（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa（3台
計4815m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ －

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ
136m3/h（1.03～
7.80MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：直流電源系（125Ｖ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ１ＦＬ 100m3/h（105mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
ＣＳＴ

－ － － －

消火系 １系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ１ＦＬ 180m3/h（60mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － 非常用消火タンク － － － －

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － 原子炉 ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統 間接系

系統名

浜岡３号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ外

電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　高圧窒素ガス供給系
　　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

FAIL　CLOSE 対象なし －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

＜ＰＣＶ内＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第２隔離弁

・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口弁
・RCIC潤滑油冷却器入口弁

・RCICﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
蒸気管第一隔離弁のみ通常は所内交
流電源，所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ）

・蒸気管第１隔離弁は
FAIL AS IS
・その他の電動弁は
直流電源系により動
作可

対象なし
入口蒸気管第
１、第２隔離弁

閉弁

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

＜ＰＣＶ内＞
・原子炉側入口第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・原子炉側入口第２隔離弁

・停止時冷却注入第２隔離弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

－

Ａ系電動／１弁
Ｂ系電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし －

原子炉隔離冷却系

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

低圧系

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系

浜岡３号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：1.38MPa
（1419m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系機器冷却系（HPCCW）
　台数：ポンプ３台（ＬＯＣＡ信号では２台に自動起
動）
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

高圧炉心スプレイ機器冷却海水系
（HPCWS）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－
7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：直流電源系（125Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または余熱
除去系吐出圧力確立」

－ － －

不活性ガス系（ＡＣ系）
１系統
論理電源：所内交流電源系

間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
２系統
論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.99MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.84MPa
（1419m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.14MPa（3台
計4815m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ －

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ
136m3/h（1.03～
7.80MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：直流電源系（125Ｖ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 110m3/h（105mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火系 １系統／２台（3号と共有） ３号　Ｒ/Ｂ　Ｂ１ＦＬ 180m3/h(60mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系

－ －
常用消火タン

ク
－ － － －

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － 原子炉 ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 Ｒ／Ｂ　２ＦＬ －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統 間接系

系統名

浜岡４号機

高圧系

低圧系

原子炉隔離冷却系（ＲＣＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は高圧炉心スプレイ系ディー
ゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／７弁 ＰＣＶ外

電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　高圧窒素ガス供給系
　　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

FAIL　CLOSE 対象なし －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

＜ＰＣＶ内＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第２隔離弁

・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口弁
・RCIC潤滑油冷却器入口弁

・RCICﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）

蒸気管第一隔離弁のみ通常は所内交流
電源，所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ）

・蒸気管第１隔
離弁はFAIL AS
IS
・その他の電動
弁は直流電源
系により動作可

対象なし
入口蒸気管第
１、第２隔離弁

閉弁

復水補給水系 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

消火水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

＜ＰＣＶ内＞
・原子炉側入口第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・原子炉側入口第２隔離弁

・停止時冷却注入第２隔離弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ）

FAIL AS IS
全閉状態から→

全閉信号
－

Ａ系電動／１弁
Ｂ系電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし －

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし －

原子炉隔離冷却系

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

低圧系

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系

浜岡４号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源

熱交換器（系統／基
数）

間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

ＨＰＣＦ ２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.69MPa
（727m3/h）  ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１．
５）」または「ドライウェル
圧力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
８弁

（自動減圧機能）
－

7.76MPa  ※
※原子炉とドライウェルの圧力
差

・電磁弁電源：直流電源系（125Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「高圧炉心
注入系または余熱除去
系吐出圧力確立」

－ － －

不活性ガス系（ＡＣ系）
１系統
論理電源：所内交流電源系

間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
２系統
論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ －

原子炉隔離冷却系（ＲＣＩＣ）
１系統／１台

（タービン・ポンプ台数）
Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

182m3/h（1.03～8.12MPa）※
※原子炉との圧力差

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：直流電源系（125Ｖ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

●補給水機能「原子炉
水位低（Ｌ２）」
●炉心冷却機能「原子
炉水位低（Ｌ１．５）」また
は「ドライウェル圧力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＰ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

低圧系
低圧注水系（ＬＰＦＬ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：1.55MPa
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力：0.27MPa（3台
計2862m3/h） ※
※原子炉との圧力差

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ －

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 110m3/h（105mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＰ － － － －

消火用水系 １系統／２台 屋外　用水ポンプ室 170m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ －
Ｎｏ．３清水タ

ンク
－ － － －

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － 原子炉 ３系統／３基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（125Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 Ｒ／Ｂ　３ＦＬ －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉機器冷却水系（ＲＣＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣＷＳ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系

系統名

浜岡５号機

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

高圧系

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

プラント名

主系統



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心注入系（ＨＰＣＦ）
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし

自動減圧系（ＡＤＳ） Ｎ２／８弁 ＰＣＶ内

電磁弁：直流電源
開閉用：常時補給用Ｎ２（常時）
　　　　　高圧窒素ガス供給系
　　　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

FAIL　CLOSE 対象なし

原子炉隔離時冷却系

電動／５弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

＜ＰＣＶ内＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口蒸気管第２隔離弁

・RCICﾀｰﾋﾞﾝ入口弁
・RCIC潤滑油冷却器入口弁

・RCICﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）

蒸気管第一隔離弁のみ通常は所内
交流電源，所内交流電源喪失時は
非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

・蒸気管第１隔
離弁はFAIL AS
IS
・その他の電動
弁は直流電源
系により動作可

対象なし
入口蒸気管第
１、第２隔離弁

閉弁

低圧系
低圧注水系（ＬＰＦＬ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし

補給水系（ＭＵＷＣ） 電動／２弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし

消火用水系 電動／４弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁
Ｃ系　電動／３弁

＜ＰＣＶ内＞
・原子炉側入口第１隔離弁

＜ＰＣＶ外＞
・原子炉側入口第２隔離弁

・注入第２隔離弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS

全閉状態から→
全閉信号

Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし

電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内
交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

浜岡５号機

代替注水系
（ＡＭ設備）

余熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

高圧系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 R/B B2F 220m3/h～770m3/h

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ポンプは停止しないが，
注水弁「全閉」

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

４弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－ 80.9kg／cm2
・電磁弁電源：直流電源系（１１５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および「低圧炉心
スプレイ系または残留
熱除去系出口圧力確
立」

－ － －
間接系：窒素ガス供給系
２系統
論理電源：所内交流電源

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 R/B B2F 90m3/h～810m3/h
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１1５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／２基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 R/B B2F

炉圧との差圧15.8kg/cm2以下
で原子炉へ注水可能。差圧
1.4kg/cm2において731m3/h以
上

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

R/B B2F
95ｍ３/ｈ

RCIC作動原子炉圧力（81.6～
10.6kg/cm２）

・駆動源：主蒸気
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 T/B B2F 70m3/h（80mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460ｋＶ）

－ －
ＣＳＴ

純水タンク
－ － － －

消火系 １系統／２台 給水処理建屋 1F 533m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）
・論理電源：直流電源系（115V）

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 R/B B2F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 R/B B2F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 R/B 2F －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（460ｋＶ）

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

志賀１号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 PCV 外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー

自動減圧系（ＡＤＳ） 窒素／４弁 PCV 内
電磁弁：直流電源
開閉用：Ｎ２ガス

FAIL　CLOSE 対象なし ー

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー

電動(AC)／１弁
電動(DC)／４弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

PCV内
PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：直流電源系（230Ｖ）

蒸気内側隔離弁のみ通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS

・直流電源系に
より動作可

対象なし 隔離弁全閉

復水補給水系
A系　電動／２弁
B系　電動／２弁

PCV外

起動信号：E11-F007（A,B)直流電源系（115Ｖ）E11-
F040(A,B)所内交流電源または非常用ディゼル発電機
（460V）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー

消火水系
A系　電動／４弁
B系　電動／４弁

PCV外

起動信号：E11-F007(A,B)のみ直流電源系（115V）他は
所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし ー

Ａ系　電動／４弁
Ｂ系　電動／４弁

PCV内
PCV外

起動信号：計装用無停電交流電源装置（105V）E11-
F011AB,012AB
直流電源系（1１5Ｖ）E11-F015A､B
所内交流電源E11-F13A,B
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 隔離弁全閉 隔離弁全閉

A系　電動／１弁
B系　電動／１弁

PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー

電動／１弁 PCV外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失時
は非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし ー燃料プール冷却浄化系

低圧系

原子炉隔離時冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

志賀１号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

・原子炉隔離時冷却系は機能するのに必要な電動弁（RCIC潤滑油クーラ冷却水弁）を含め記載  ・代替注水系は注水するまでに動作させる電動弁を記載 

・残留熱除去系（RHR）（原子炉停止時冷却系）は原子炉停止時冷却系をランナップする際に動作させる弁を記載  ・燃料プール冷却浄化系は再起動する際に操作する電動弁を記載 



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心注水系（ＨＰＣF） ２系統／２台 R/B　B２F
182m3～727m3
原子炉圧力容器とポンプ水源
との差圧（0.69～8.12MPa）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（115V）

「原子炉水位低（Ｌ１．
５）」または「ドライウェル
圧力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ポンプは停止しないが，
注入弁「閉」信号が発生

ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

原子炉機器冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉機器冷却海水系（ＲＣSW）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）
８弁

（自動減圧機能）
－ 7.92MPa

・電磁弁電源：直流電源系（１１５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
および「ドライウェル圧
力高」および
「RHR(A,B,C)HPCF(B,C)
いずれかの出口圧力確
立」

- － －
間接系：高圧窒素ガス供給系（ＨＰＩＮ）
２系統
論理電源：所内用交流電源

－ －

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

R/B　B２F
182m3/h（1.03～
8.12MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：直流電源系（１１５Ｖ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
「原子炉水位低（L1.5）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳT
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池
・間接系駆動電源：直流電源系（１１５Ｖ）
・間接系論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

－ －

復水補給水系（ＭＵＷＣ） １系統／３台 R/B　B２F 100m3/h（70mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）
・論理電源：直流電源系（１１５V）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系 １系統／２台 給水処理建屋　１F 553m3/h（85mAq）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）
・論理電源：直流電源系（115V）

－ － ろ過水タンク － － － －

３系統／３台 R/B　B２F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ３系統／３基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ６台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 R/B　B２F －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 R/B　３F －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（460Ｖ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（460Ｖ）

－ － － １系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

プラント名

間接系主系統

志賀２号機

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

低圧注水系（ＬＰFL）
　（ＲＨＲの一モード）

３系統／３台 R/B　B２F
954m3/h
注入開始可能な原子炉との差
圧：1.55MPa

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：直流電源系（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

３系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ６台

電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

- Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ６台

電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機

水源：純水



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信号発

報時の動作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心注水系（ＨＰＣＦ）
B系　電動／１弁
C系　電動／１弁

PCV外

起動信号：ロジックモニタ
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460V） FAIL AS IS 対象なし -

自動減圧系（ＡＤＳ） 窒素／8弁 PCV内
電磁弁：直流電源系（１１５V）
開閉用：Ｎ２ガス

FAIL　CLOSE 対象なし -

電動(AC)／１弁
電動(DC)／４弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：３弁）

PCV内
PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：直流電源系（115Ｖ）

蒸気内側隔離弁のみ通常は所
内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
（460Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・直流電源系に
より動作可

対象なし 隔離弁全閉

復水補給水系
A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

PCV外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし -

消火水系 電動／３弁 PCV外

起動信号：
P13-F090,091　所内交流電源
E11-F032A,B
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし -

Ａ系　電動／４弁
Ｂ系　電動／４弁
C系　電動／４弁

PCV内
PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 隔離弁全閉 隔離弁全閉

B系　電動／１弁
C系　電動／１弁

PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ） FAIL AS IS 対象なし -

A系　電動／１弁
B系　電動／１弁

PCV外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし -

-

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの一モード）

燃料プール冷却浄化系

低圧系

原子炉隔離時冷却系

FAIL AS IS 対象なし
低圧注水系（ＬＰFL）
　（ＲＨＲの一モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

PCV外

起動信号：直流電源系（115Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（460Ｖ）

志賀２号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

主系統

系統名 系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧系 高圧注水系（ＨＰＣＩ）
１系統／1台，１台，1台

（タービン・ポンプ，昇圧ポ
ンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 690m3/h（全揚程718～135m）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（115V）
　　　　　　　　　計装用CVCFより給電
・論理電源：蓄電池（115V）

「原子炉水位低（Ｌ１H）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

非常用ガス処理系（ＳＧＴ）
台数：ファン２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機

－ －

自動減圧系（ＡＤＳ）

３弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－ －
・電磁弁電源：蓄電池（115V）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（115V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
かつ，「ドライウェル圧力
高」＋２分
※「原子炉水位低（Ｌ
１）」かつ，「ＲＣＳまたは
ＲＨＲ運転」＋１０分

－ － － － －

低圧系 炉心スプレイ系（RＣＳ） 2系統／2台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 606m3/h（全揚程200m）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（115V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲポンプ）

2系統／4台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 1704m3/h（全揚程約100m）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（115V）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

原子炉隔離時
冷却系（ＲＣＩＣ）

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ 93.6m3/h（全揚程853～160ｍ）

・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（115V）
　　　　　　　　　計装用CVCFより給電
・論理電源：蓄電池（115V）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

代替注水系
（ＡＭ設備）

復水補給水系（CWT） １系統／３台 Ｒ／Ｂ　１ＦＬ 80m3/h（全揚程55m）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系 １系統／４台 別建屋（ろ過水装置室） 60m3/h(全揚程60m)

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル発
電機（6 9ｋＶ）

－ － ろ過水タンク － － － －

残留熱除去系
（ＲＨＲ）

（原子炉停止時
冷却系）

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（115V）

－ －
-
※

２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

格納容器スプレ
イ系

　（ＲＨＲポン
プ）

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（115V）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

料プール冷却系（ＦＰＣ） １系統／２台 Ｒ／Ｂ　３ＦＬ 92m3/h（全揚程92m）
・通常電源：所内交流電源系
・計測制御電源：所内交流電源系

－ －
-
※

１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／４基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

島根１号機

プラント名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

（注水弁）
電動／１弁

HPCI注水弁
（MV24-8）

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は直流電源系（115V），所
内交流電源喪失時は蓄電池（115V）

直流電源系によ
り動作可

対象なし ―

HPCI蒸気内側隔離
弁

（MV24-1）

PCV内

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は所内交流電源（460V），
所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機 FAIL AS IS

（常時全開）
対象なし 全閉※１

HPCI蒸気外側隔離
弁

（MV24-2）

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は直流電源系（115V），所
内交流電源喪失時は蓄電池（115V）

直流電源系によ
り動作可

対象なし 全閉※１

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／3弁 PCV内
電磁弁：直流電源
開閉用：Ｎ２ガス（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

直流電源系によ
り動作可

対象なし ―

炉心スプレイ系（RＣＳ）

（注水弁）
A系　電動／2弁
Ｂ系　電動／2弁

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は所内交流電源(460V)，所
内交流電源喪失時は非常用ディーゼル
発電機

FAIL AS IS
(第1注水弁は常
時全開，第2注
水弁は常時全

閉)

対象なし ―

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲポンプ）

Ⅰ系　電動／2弁
Ⅱ系　電動／2弁

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は所内交流電源（460Ｖ)，
所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機

FAIL AS IS
(第1注水弁は常
時全開，第2注
水弁は常時全

閉)

対象なし ―

電動（ＡＣ）／１弁
MV21-1

ＰＣＶ内

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は所内交流電源（460V），
所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機

FAIL AS IS
（常時全開）

対象なし 全閉※１

電動（ＤＣ）／５弁
MV21-2
MV21-3
MV21-7
MV21-8
MV21-11

ＰＣＶ外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は直流電源系（115V），所
内交流電源喪失時は蓄電池（115V）

直流電源系によ
り動作可

対象なし
全閉※１

（MV21-2）
その他は”－”

復水輸送系（CWT） 電動／1弁
Ⅰ-RHR代替注水弁

（MV22-131）
PCV外

駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機 FAIL AS IS

（常時全閉）
対象なし ―

Ⅰ-RHR代替注水弁
（MV22-131）

PCV外

駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機 FAIL AS IS

（常時全閉）
対象なし ―

CWT系・消火系
連絡止弁

（MV71-100）
PCV外

駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機 FAIL AS IS

（常時全開）
対象なし ―

（注水弁）
Ⅰ系　電動／2弁
Ⅱ系　電動／2弁

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）※
駆動用：通常は所内交流電源（460Ｖ)，
所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機

FAIL AS IS
(第1注水弁は常
時全開，第2注
水弁は常時全

閉)

対象なし ―

RHR炉水入口内側
隔離弁

（MV22-13）
PCV内

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は所内交流電源（460V），
所内交流電源喪失時は非常用ディーゼ
ル発電機（460V）

FAIL AS IS
（原子炉停止時
冷却系運転時
は常時全開）

RHR炉水入口外側
隔離弁

（MV22-14）
PCV外

起動信号：蓄電池（115V）
駆動用：通常は直流電源系（115V），所
内交流電源喪失時は蓄電池（115V）

直流電源系によ
り動作可

（PCV）
Ⅰ系　電動／2弁
Ⅱ系　電動／2弁

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）※
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

FAIL AS IS
（常時全閉）

対象なし ―

（Ｓ／Ｐ）
Ⅰ系　電動／2弁
Ⅱ系　電動／2弁

PCV外

起動信号：蓄電池（115V）※
駆動用：通常は所内交流電源，所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

FAIL AS IS
（常時全閉）

対象なし ―

― ― ― ― ― ―

※CS手動操作時に必要な電源 ※１：配管破断
時隔離

低圧系

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

プラント名 系統名称

高圧系

高圧注水系（ＨＰＣＩ）

（隔離弁）
電動／2弁

島根１号機

全閉

代替注水系
（ＡＭ設備）

消火系 電動／2弁

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系
　（ＲＨＲポンプ）

燃料プール冷却系（ＦＰＣ）

（隔離弁）
電動／2弁

全閉



炉心冷却系等の仕様（ＢＷＲ）

※　原子炉とドライウェルの圧力差

系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する時
の原子炉圧力：
7.90MPa(318m3/h）

原子炉圧力
※

：
1.44MPa(1050m3/h）

原子炉圧力
※

：
0.14MPa(1140m3/h）
※原子力圧力とドライウ との

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１H）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

高圧炉心スプレイ系補機冷却系（HPCW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交流電源喪
失時は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／１基

高圧炉心スプレイ補機冷却海水系
（HPSW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

６弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

－
・電磁弁電源：蓄電池（１１５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
かつ，「ドライウェル圧力
高」＋２分
※「原子炉水位低（Ｌ
１）」かつ，「ＬＰＣＳまた
はＲＨＲ運転」＋１０分

－ － －
間接系：窒素ガス制御系（ＮＧＣ）
1系統
論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する時
の
原子炉圧力：0.82MPa
（1050m3/h）
原子炉圧力：0.14MPa(1140m3/h）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲポンプ）

３系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ

・定格スプレイ流量を注入する時
の
原子炉圧力※：
0.14MPa(1140m3/h）
※原子力圧力とドライウェルとの
差圧

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ －

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ
97.2m3/h（0.77～
8.54MPa[gage]）

・駆動源：主蒸気
・駆動用電源：蓄電池（２３０Ｖ）
・計装制御用：蓄電池（１１５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源：通常は直流電源系，非常時は蓄電池

－ －

復水補給水系（CWT） １系統／３台 Ｒ／Ｂ　Ｂ１ＦＬ 85m3/h（全揚程70m）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系
1系統／4台
（1号機共用）

別建屋（ろ過水装置室） －

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：所内交流電源，非常用ディーゼル発電
機

－ － ろ過水タンク － － － －

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

－ －
-
※

２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｂ２ＦＬ －
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１１５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 Ｒ／Ｂ　Ｍ２ＦＬ 396m3/h（全揚程88m）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・計装制御用：蓄電池（１１５Ｖ）

－ －
-
※

１系統／２基

原子炉補機冷却系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

２系統／６基

原子炉補機冷却海水系（ＲＳＷ）
　台数：ポンプ４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系
　（ＲＨＲポンプ）

プラント名

主系統

島根２号機

低圧系

燃料プール冷却系（ＦＰＣ）

高圧系



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ）
電動／１弁
（MV224-3)

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機 FAIL AS IS

(常時：全閉)
対象なし ＿

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／６弁 PCV内
電磁弁：直流電源(115V)
開閉用：Ｎ２ガス（常時）
　　　　　Ｎ２ガスボンベ（非常時）

直流電源系によ
り動作可

対象なし ＿

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ）
電動／１弁
（MV223-2)

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(常時：全閉)

対象なし ＿

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲポンプ）

A系　電動／１弁
（MV222-5A)

Ｂ系　電動／１弁
（MV222-5B)

Ｃ系　電動／１弁
（MV222-5C)

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(常時：全閉)

対象なし ＿

電動／５弁
給水ライン：２弁

（MV221-2）
（MV221-7）

　蒸気ライン：３弁
（MV221-20）
（MV221-21）
（MV221-22）

PCV内
MV221-20

PCV外
MV221-2
MV221-21
MV221-22
MV221-7

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）
駆動電源:通常は所内交流電
源，所内交流電源喪失時は非常
用ディーゼル発電機
MV221-20
駆動用：直流電源系（230Ｖ）
MV221-2，21，22，7

・FAIL AS IS
MV221-20
(常時：全開)
・直流電源系に
より動作可
MV221-2
(常時：全閉)
MV221-21
(常時：全開)
MV221-22
（常時：全閉）
MV221-7
（常時：全閉）

対象なし

全閉
(MV221-
20,21,7)

その他”－”

復水輸送系（CWT）

電動／２弁
・RPV注水

A-RHR RPV代替注
水弁

MV222-81
・ペデスタル注水

MUW PCV代替冷却
外側隔離弁
MV272-196

PCV外

起動信号：計装用無停電電源＋
下記交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機 FAIL AS IS

(常時：全閉)
MV272-196：全

閉
＿

消火系

電動／３弁
CWT系・消火系連絡
止め弁　MV271-10

・RPV注水
A-RHR RPV代替注

水弁
MV222-81

・ペデスタル注水
MUW PCV代替冷却

外側隔離弁
MV272-196

PCV外

起動信号：所内交流電源＋下記
交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
・MV271-10
(常時：全開)
・MV222-81
・MV272-196
(常時：全閉)

MV272-196：全
閉

＿

Ａ系　電動／３弁
RHR 炉水入口隔離

弁
MV222-6，７

A-ポンプ炉水入口
弁　MV222-11A
Ｂ系　電動／３弁

RHR 炉水入口隔離
弁

MV222-6，７
B-ポンプ炉水入口
弁　MV222-11B

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）※
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(常時：全閉)

全閉状態から→
全閉信号

全閉状態から→
全閉信号

(PCV)
A系　電動/2弁

A-ドライウエル第1
スプレイ弁　MV222-

3A
A-ドライウエル第2

スプレイ弁　MV222-
4A

B系　電動/２弁
B-ドライウエル第1

スプレイ弁　MV222-
3B

B-ドライウエル第2
スプレイ弁　MV222-

4B

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）※
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(常時：全閉)

対象なし

（S/P）
A系　電動／1弁

A-トーラススプレイ
弁

MV222-16A

B系　電動／１弁
B-トーラススプレイ

弁
MV222-16B

PCV外

起動信号：蓄電池（１１５Ｖ）※
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(常時：全閉)

対象なし ＿

電動／３弁
FPC フィルターバイ

パス弁
MV216-6

A-FPC熱交入口弁
MV216-5A

B-FPC熱交入口弁
MV216-5B

PCV外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機

FAIL AS IS
(MV216-6…常

時：全閉)
(MV216-5A,B…
使用側「全開」，
停止側「全閉」)

対象なし ＿

※CS手動操作時に必要な電源 ※１：配管破断隔
※２：RCICトリップ

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

島根２号機

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

燃料プール冷却系（ＦＰＣ）

低圧系

原子炉隔離時冷却系

格納容器スプレイ系
　（ＲＨＲポンプ）



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋　地下2F

・定格スプレイ流量を注入する

時の原子炉圧力：1.38MPa
※

（1419t/h）
※圧力容器と水源との差圧

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：高圧炉心スプレイ系ディーゼル
　発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」
または「ドライウェル圧
力高」

「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－ （海水系直接冷却） （海水系直接冷却）

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機
海水系 （HPCS D/G SW）
　台数：ポンプ1台
電源：通常は所内交流電源系，所内交
流電源喪失時は高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

自動減圧系（ＡＤＳ）

７弁
（自動減圧機能）

※その内，２弁はＡＭ設備
含む

ＰＣＶ内

・原子炉圧力7.76MPaにて
 約360t/h／1弁

・電磁弁電源：蓄電池（１２５Ｖ）
・開駆動源：Ｎ２ガス
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
又は「ドライウェル圧力
高」120秒継続および
「低圧炉心スプレイ系ま
たは残留熱除去系出口
圧力確立」

－ － －
間接系：窒素ガス供給系・１系統

（バックアップN2ボンベあり）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） １系統／１台 原子炉建屋　地下2F

・注入開始可能な原子炉最低
 圧力：2.94MPa
・定格スプレイ流量を注入する

時の原子炉圧力：0.84MPa
※

（1419t/h）
※圧力容器と水源との差圧

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

－ Ｓ／Ｐ － （海水系直接冷却） （海水系直接冷却）

残留熱除去系海水系（ＲＨＲＳ）
　台数：ポンプ２台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの１モード）

３系統／３台 原子炉建屋　地下2F

・注入開始可能な原子炉最低
 圧力：1.96MPa
・定格流量を注入する時の原子

炉圧力：0.14MPa
※

（1605t/h）
※圧力容器と水源との差圧

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ１）」
または「ドライウェル圧
力高」

Ｓ／Ｐ － （海水系直接冷却） （海水系直接冷却）

残留熱除去系海水系（ＲＨＲＳ）
　系統数／ポンプ台数 ： ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／１台
（タービン・ポンプ台数）

原子炉建屋　地下2F 137t/h（1.04～7.86MPa[gage]）
・駆動源：主蒸気
・計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

「原子炉水位低（Ｌ２）」 「原子炉水位高（Ｌ８）」
ＣＳＴ
Ｓ／Ｐ

－

ＲＣＩＣ復水ポンプ，ＲＣＩＣ真空ポンプ，
バロメトリックコンデンサ（復水器のため電源な
し）
　台数：各１台
電源
計装制御用：蓄電池（１２５Ｖ）
論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ －

復水移送系（CST） １系統／２台 タービン建屋　地下1F 145.4m
3
/h（85.4m）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）

－ － ＣＳＴ － － － －

消火系 １系統／１台 タービン建屋　地下1F 228m
3
/h（90m） ・駆動源：ディーゼルエンジン － － ろ過水 － － － －

２系統／２台 原子炉建屋　地下2F 原子炉圧力0.93MPa以下
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － ＲＰＶ ２系統／２基 （海水系直接冷却） （海水系直接冷却）

残留熱除去系海水系（ＲＨＲＳ）
　系統数／ポンプ台数 ： ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

２系統／２台 原子炉建屋　地下2F 1691.9t/h／１台
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・論理電源：蓄電池（１２５Ｖ）

－ － Ｓ／Ｐ ２系統／２基 （海水系直接冷却） （海水系直接冷却）

残留熱除去系海水系（ＲＨＲＳ）
　系統数／ポンプ台数 ： ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

１系統／２台 原子炉建屋　4F 125m
3
/h／１台

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ）
・計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼ
ル発電機（6.9ｋＶ）

－ － － ２系統／２基

原子炉補機冷却水系（ＲＣＷ）
　台数：ポンプ3台
電源：通常は所内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：ＣＳＴ

１系統／３基

補機海水系（ＡＳＷ）
　台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源，所内交流
電源喪失時は非常用ディーゼル発電機

間接系主系統

東海第二

低圧系

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

系統名

原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの1モード）

プラント名



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源

SBO時の動作
原子炉隔離信
号発報時の動

作
系統隔離信号
発報時の動作

高圧炉心スプレイ系（ＨＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は高圧炉
心スプレイ系ディーゼル発電機
（480Ｖ）

FAIL AS IS 対象なし 全閉信号

自動減圧系（ＡＤＳ） Ｎ２ガス／７弁 ＰＣＶ内

電磁弁：直流電源
開閉用：Ｎ２ガス系(通常時)
　　　　Ｎ２バックアップボンベ(非
常時)

直流電源系によ
り動作可

対象なし 対象なし

低圧炉心スプレイ系（ＬＰＣＳ） 電動／１弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

低圧注水系（ＬＰＣＩ）
　（ＲＨＲの１モード）

A系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁
Ｃ系　電動／１弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

電動／６弁
（給水ライン：２弁

　蒸気ライン：４弁）

・ＰＣＶ内 １弁
(タービン入口蒸気ラ

イン第一隔離弁)

・ＰＣＶ外 ５弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：直流電源系（125Ｖ）
蒸気内側隔離弁のみ通常は所
内交流電源，所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
（480Ｖ）

・蒸気内側隔離
弁はFAIL AS IS
・直流電源系に
より動作可

対象なし
全開状態から→

全閉信号

復水移送系（CST） 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

消火水系 電動／３弁 ＰＣＶ外

起動信号：所内交流電源
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

Ａ系　電動／４弁
Ｂ系　電動／４弁

ＰＣＶ内１弁
ＰＣＶ外３弁

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 全閉信号 全閉信号

Ａ系　電動／３弁
Ｂ系　電動／３弁

ＰＣＶ外

起動信号：直流電源系（125Ｖ）
駆動用：通常は所内交流電源，
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480Ｖ） FAIL AS IS 対象なし 対象なし

－ － － － 対象なし 対象なし

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

東海第二

プラント名 系統名称

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

残留熱除去系（ＲＨＲ）
（原子炉停止時冷却系）

格納容器スプレイ系　（ＲＨＲの１モード）

燃料プール冷却浄化系

低圧系

原子炉隔離時冷却系



系統数／ポンプ台数等
ポンプ設置場所
（建屋・設置階）

運転範囲等
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（系統／基数） 海水系（台数／電源）

高圧注水系（ＨＰＣＩ） １系統／１台 タービン建屋　1階
原子炉圧力：
0.34MP{a3.5kg/cm2}以上

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（L2）」
または
「ドライウェル圧力高高」

「原子炉水位高（L8）」 ＣＳＴ -
【機関冷却】
機関直結の冷却水ポンプ

１系統／１基

格納容器冷却海水系（CCS系）
台数：ポンプ ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源系、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

自動減圧系（ＡＤＳ） ４弁 － －
・電磁弁：蓄電池（125V）
・開駆動源：N2ガス
・論理電源：蓄電池（125V）

「ドライウェル圧力高」及
び「原子炉水位低（L2）」
＋120秒

- - -
間接系：窒素ガス供給系（１系統）
論理電源：蓄電池（１２５V）

- -

低圧系 炉心スプレイ系（ＣＳ） ２系統／４台 原子炉建屋　地下1階

・注入開始可能な原子炉最低
圧力：約1.66MPa{16.9kg/cm2}
・定格スプレイ流量を注入する
時の原子炉圧力
0.76MPa{7.7kg/cm2}（435,
000kg/h）

・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉水位低（L2）」及
び「原子炉圧力低」
または
「ドライウェル圧力高高」

- Ｓ／Ｐ - - - -

２系統／２基 － 原子炉冷却材温度100℃以上

・通常電源：蓄電池（125V）
・非常用電源：蓄電池（125V）
・論理電源：蓄電池（125V）

「原子炉圧力高」+15秒 - - ２系統／２基
補給：貯蔵タンク　２系統／４基
補給弁及び補給水系：電動弁,蓄電池（１２５V）
水源：純水、消火水、ＣＳＴ

- -

復水補給水系 １系統／１台 屋外 30m3/h（約785kPa｛約80mAq｝）
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機

- - ＣＳＴ - - - -

消火系
１系統／２台

（１台ディーゼル駆動）
サービス建屋　2階 228T/h/1台

モータ駆動
　・通常電源：所内交流電源系
　・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
　・論理電源：所内交流電源系
ディーゼル駆動
　・燃料：軽油
　・論理電源：ディーゼル専用蓄電池

- -
発電用水

タンク
- - - -

２系統／２台 原子炉建屋　1階
原子炉再循環ポンプ入口温度
177℃未満

・通常電源：所内交流電源系/蓄電池（125V）
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）/計装用電源（120V）

- - - ２系統／２基

原子炉補機冷却系（RCW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源、所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

補機冷却海水系（SW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常時は所内交流電源、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

２系統／４台 原子炉建屋　地下1階 454m3/h/1台
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：蓄電池（125V）

「ドライウェル圧力高高」
及び「原子炉水位低
（L2）」

- Ｓ／Ｐ ２系統／２基 - -

格納容器冷却海水系（CCS系）
台数：ポンプ ２系統／４台
電源：通常は所内交流電源系、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

１系統／２台 原子炉建屋　3階 85.2m3/h/１台
・通常電源：所内交流電源系
・非常用電源：非常用ディーゼル発電機
・論理電源：計装用電源（120V）

- - - １系統／２基

原子炉補機冷却系（RCW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常は所内交流電源、所内交流電源喪失
時は非常用ディーゼル発電機
水源：純水

１系統／３基

補機冷却海水系（SW系）
台数：ポンプ３台
電源：通常時は所内交流電源、所内交
流電源喪失時は非常用ディーゼル発電
機

原子炉停止時冷却系（ＳＨＣ）

格納容器スプレイ系（ＣＣ）

プラント名

敦賀１号機

間接系主系統

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

高圧系

代替注水系

系統名

非常用復水器系（ＩＣ）



弁駆動方式
弁設置場所

（PCV内or外）
弁駆動源 SBO時の動作

原子炉隔離信号
発報時の動作

系統隔離信号
発報時の動作

高圧注水系（ＨＰＣＩ）
（注水弁）

電動／１弁
外

起動・停止信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

FAIL AS IS 対象なし 全閉信号

自動減圧系（ＡＤＳ） 空気／４弁 内
電磁弁：蓄電池（125V）
開閉用：Ｎ２ガス

直流電源系によ
り動作可能

対象なし 対象なし

低圧系 炉心スプレイ系（ＣＳ）
（注水弁）

Ａ系　電動／２弁
Ｂ系　電動／２弁

外

起動信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は所内交流電源、
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

FAIL AS IS 対象なし 対象なし

（隔離弁）
Ａ系　電動／１弁
Ｂ系　電動／１弁

外　２弁／２系

起動信号：蓄電池（125V）
駆動用：通常は蓄電池（125V）
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）により、
蓄電池（１２５V）へ電源供給可能

直流電源系によ
り動作可能

全閉信号 全閉信号

起動信号（原子炉圧力高）リセット後は、手動で弁を
閉としなければ弁が閉とならない。（論理回路をリ
セットすれば、自動位置で閉となる。なお、系統の隔
離信号が発信された場合は、自動閉となる。）
系統隔離信号で動作する弁は、系統待機中の状態
からの動作する弁として記載。

復水補給水系 － － － － － －

消火系 － － － － － －

（隔離弁）
Ａ系　電動／２弁
Ｂ系　電動／２弁
共通　電動／２弁

内　２弁／共通
外　４弁／２系

停止信号：計装用電源（120V）
駆動用：通常は蓄電池（125V）／
所内交流電源
所内交流電源喪失時は非常用
ディーゼル発電機（480V）

【ＤＣ弁】
FAIL CLOSE

【ＡＣ弁】
FAIL AS IS

全閉信号 全閉信号

系統運転中の状態から隔離信号が動作した場合を
記載した。（プラント定格運転中は、該当弁がすべて
閉となっている。）
DCの”CLOSE”は、論理回路であるAC電源喪失に
より、DC駆動電源の弁が閉弁するため、記載した。
AC駆動電源の弁は、駆動電源が喪失しているため
動作しない。

－ － － － － －

－ － － － － －

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

プラント名 系統名称

格納容器スプレイ系（ＣＣ）

燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）

非常用復水器系（ＩＣ）

敦賀１号機

高圧系

代替注水系
（ＡＭ設備）

原子炉停止時冷却系（ＳＨＣ）



ＰＷＲ 



ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時 ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時

ＡＤＳ（4）
高圧系（9）

CS（2）
ＬＰＣＩ（2）

高圧系（ＨＰＣＩ）：３弁が直
流電源系で動作可。ＡＤ

Ｓ；直流電源系により動作
可

その他：FAIL ＡＳ　ＩＳ

1 5

ＡＤＳ（６）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（６）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣI（５）
CS（２） 4 4 FAIL SAFE（開→閉）

ＡＤＳ（6）
ＨＰCI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣI（５）
CS（２）

ＬＰＣＩ（２）
1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（1）
LPCS（1）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

炉心冷却系及び関連弁の配置及び動作について【ＰＷＲ総括表】

ＥＣＣＳ系 原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

隔離弁の配置 弁の動作ロジック 弁の配置 弁の動作ロジック

北海道

泊１ ＰＣＶ内側1弁，ＰＣＶ外側
1弁についてはFAIL　AS
IS。他は直流電源により
動作可

泊２ 高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ

Ｓ　ＩＳ泊３

ＰＣＶ内側のみFAIL　AS
IS。他は直流電源により

動作可

美浜１

高圧系（ＨＰＣＩ）；ＰＣＶ外
側４弁は，直流電源系に
より動作可。ＡＤＳ；直流
電源により動作可。その

他：FAIL ＡＳ　ＩＳ。

美浜２

FAIL AS　IS

美浜３

高浜１

高浜２

高浜３

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により

動作可
その他：FAIL ＡＳ　ＩＳ

高浜４

大飯１

大飯２

大飯３

大飯４

関西



ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時 ＰＣＶ内側 ＰＣＶ外側 交流電源喪失時直流電源喪失時

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（7）
ＨＰＣＳ（1）
LPCS（1）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 4

ＡＤＳ（8）
ＨＰＣF（2）
LPFL（3） 1 4

ＡＤＳ（3）
HPCI（2）
RCS（4）
ＬＰＣＩ（4）

高圧系（HPCI）：直流電源
系により動作可。ＡＤＳ；
直流系により動作可。
RCS，LPCI：FAIL ＡＳ　ＩＳ

1 5

ＡＤＳ（6）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（3）

1 4

ＡＤＳ（７）
ＨＰＣＳ（１）
LPCS（１）
ＬＰＣＩ（３）

1 5

ＡＤＳ（4）
ＨＰＣI（1）
CS（4） 4 4 FAIL SAFE（開→閉）

ＥＣＣＳ系統 原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）

隔離弁等の配置 弁の動作ロジック 弁の配置 弁の動作ロジック

東京

柏崎刈羽１

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ

Ｓ　ＩＳ

ＡＤＳ：ＣＬＯＳＥ
その他：FAIL AS　IS

ＰＣＶ内側弁の
みFAIL　AS

IS。他は直流電
源系により動作

可。

FAIL AS　IS

柏崎刈羽２

柏崎刈羽３

柏崎刈羽４

柏崎刈羽５

柏崎刈羽６

柏崎刈羽７

浜岡３

浜岡４

浜岡５

北陸
志賀１

志賀２

中国

島根１

FAIL　AS　IS島根２

高圧系；FAIL ＡＳ　ＩＳ
ＡＤＳ；直流電源系により
動作可。その他：FAIL Ａ
Ｓ　ＩＳ

日本原電

東海第二

敦賀１
（※ＲＣＩＣの欄はＩＣについて記載）

中部



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） 格納容器／2階（18.3m）
最高使用圧力　5.5MPa

（56k)
－ － －

蓄圧
タンク

－ － － －

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋／1階（9.8m)
容量　159㎥／ｈ
揚程　1000m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
燃料取替
用水タンク

－
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)、原子炉補機冷
却水サージタンク（脱塩水））

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋／B1階（3.3m)
容量　454㎥／ｈ
揚程　86m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
燃料取替
用水タンク

余熱除去冷却器
（２基/２系統）

同上 同上 同上

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　280㎥／ｈ
揚程　65m

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

―
安全注入信号

非常用母線電圧低信号

使用済
燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
（２基/２系統）

同上 同上 同上

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　70㎥／ｈ
揚程　930m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）とす
べての主給水ポンプ停止の一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号
補助給水

タンク
－ － － －

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　110㎥／ｈ
揚程　930m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（Ａ&Ｂ）
・常用母線電圧低信号（C&D） ―

補助給水
タンク

－ － － －

炉心冷却系統等の仕様 炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

泊１号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動/2台 電動：C/V内

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
電動/非常用電
源非常用
DG(440V)

電動/Fail As Is －

高圧注入系
電動/6台
空気/3台

電動：C/V外
空気：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
電動/非常用電
源非常用
DG(440V)
空気/制御用空
気、直流電源
(125V)

電動/Fail As Is
空気/Fail Close

－

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

－ － － － －

－ － － － －

電動補助給水
電動/2台

(T/Dと共用2台)
電動：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
駆動用/非常用
電源　非常用
DG(440V)

電動/Fail As Is －

タービン駆動補助給水
電動(AC)/2台

(M/Dと共用2台)
電動(DC)/2台

電動：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
駆動用(AC)/非
常用電源　非常
用DG(440V)、蒸
気入口弁駆動
用：直流電源
(125V)

電動（AC)/Fail As
Is
電動(DC)/動作可
能

－

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

泊１号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） 格納容器／2階（18.3m）
最高使用圧力　5.5MPa

（56k)
－ － －

蓄圧
タンク

－ － － －

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋／1階（9.8m)
容量　159㎥／ｈ
揚程　1000m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
燃料取替
用水タンク

－
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)、原子炉補機冷
却水サージタンク（脱塩水））

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋／B1階（3.3m)
容量　454㎥／ｈ
揚程　86m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
燃料取替
用水タンク

余熱除去冷却器
（２基/２系統）

同上 同上 同上

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　280㎥／ｈ
揚程　65m

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

―
安全注入信号

非常用母線電圧低信号

使用済
燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
（２基/２系統）

同上 同上 同上

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　70㎥／ｈ
揚程　930m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）とす
べての主給水ポンプ停止の一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号
補助給水

タンク
－ － － －

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉建屋／１階(10.3m)
容量　110㎥／ｈ
揚程　930m

起動論理回路用：計装用電源
（100Ｖ）、直流電源（125Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（Ａ&Ｂ）
・常用母線電圧低信号（C&D）

―
補助給水

タンク
－ － － －

炉心冷却系統等の仕様 炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

泊２号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動/2台 電動：C/V内

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
電動/非常用電
源非常用
DG(440V)

電動/Fail As Is ー

高圧注入系
電動/6台
空気/3台

電動：C/V外
空気：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
電動/非常用電
源非常用
DG(440V)
空気/制御用空
気、直流電源
(125V)

電動/Fail As Is
空気/Fail Close

ー

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

－ － － － －

－ － － － －

電動補助給水
電動/2台

(T/Dと共用2台)
電動：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
駆動用/非常用
電源　非常用
DG(440V)

電動/Fail As Is ー

タービン駆動補助給水
電動(AC)/2台

(M/Dと共用2台)
電動(DC)/2台

電動：C/V外

起動論理回路
用：計装用電源
(100V),直流電源
(125V)
駆動用(AC)/非
常用電源　非常
用DG(440V)、蒸
気入口弁駆動
用：直流電源
(125V)

電動（AC)/Fail As
Is
電動(DC)/動作可
能

ー

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

泊２号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） 格納容器／3階（24.8m) 最高使用圧力　4.9MPa － － － 蓄圧タンク － － － －

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋／地下2階（-1.7m）
容量　280㎥／ｈ
揚程　950m

起動論理回路用：計装用電源
（AC100Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
燃料取替用水

ピット
－

原子炉補機冷却水ポンプ
（4台、非常用電源（6.6kV）、原子炉

補機冷却水サージタンク（脱塩
水））

原子炉補機冷却水冷却器
（4基／2系統）

原子炉補機冷却海水ポンプ
（4台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋／地下2階（-1.7m）
容量　852㎥／ｈ
揚程　73.3m

起動論理回路用：計装用電源
（AC100Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 －
燃料取替用水

ピット
余熱除去冷却器
（2系統／2基）

同上 同上 同上

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉建屋／1階（10.3m）
容量　550㎥／ｈ
揚程　75m

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

－ 安全注入信号
使用済燃料

ピット
使用済燃料ピット冷却器

（2系統／2基）
同上 同上 同上

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉建屋／1階（10.3m）
容量　90㎥／ｈ
揚程　900m

起動論理回路用：計装用電源
（AC100Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（ＡorＢorC）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
ての主給水ポンプ停止信号の一致
・安全注入信号
・ＢΦ信号

非常用母線電圧低信号
補助給水

ピット
－ － － －

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉建屋／1階（10.3m）
容量　115㎥／ｈ
揚程　900m

起動論理回路用：計装用電源
（AC100Ｖ）
起動弁駆動用、AOP、EOP起
動用：直流電源（125V）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号
（A、B、Cのうち2基以上）
・常用母線電源電圧低信号
（C1、C2、Ｄ母線のうち２回線以上）

－
補助給水

ピット
－ － － －

炉心冷却系統等の仕様 炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

泊３号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発報
時の動作

電動／３台 電動：C/V内３台

起動論理回路用：計
装用電源(100V)
駆動用(電動)：非常
用電源　非常用DG
(440V)

電動：Fail As Is ー

高圧注入系
電動／４台
空気／３台

電動：C/V外４台
空気：C/V外３台

起動論理回路用：計
装用電源(100V)
駆動用(電動)：非常
用電源　非常用
DG(440V)
駆動用(空気)：制御
用空気、直流電源
(125V)

電動：Fail As Is
空気：Fail Close

ー

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

－ － － － －

－ － － － －

電動補助給水
電動／３台

（T/Dとの共用３台）
電動：C/V外３台

起動論理回路用：計
装用電源(100V)
駆動用(電動)：非常
用電源　非常用
DG(440V)

電動：Fail As Is ー

タービン駆動補助給水
電動(AC)／3台

（M/Dとの共用３台）
電動(DC)/2台

電動：C/V外５台

起動論理回路用：計
装用電源(100V)
駆動用(AC)：非常用
電源　非常用
DG(440V)、蒸気入
口弁駆動用：直流電
源(125V)

電動(AC)：Fail As
Is
電動(DC)/動作可
能

ー

プラント名 系統名称

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

泊３号機

蓄圧注入系

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ　-2.15m
最高使用圧力

（49.2ｋｇ/ｃｍ２G）
― ― ― ＡＣＣ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

Ａ／Ｂ　-6.15m 823m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線低電圧信号 RWST ―
１次系冷却水ポンプ（3台、非常用
電源（440V)

１次系冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（440V)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ａ／Ｂ　-13.25m 85.5m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線低電圧信号 RWST
余熱除去クーラ
（２基/２系統）

１次系冷却水ポンプ（3台、非常用
電源（440V)

１次系冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（440V)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

Ａ／Ｂ　-1.26m 46m

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：非常用電源（440
Ｖ／110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピットクーラ

（２基/２系統）
１次系冷却水ポンプ（3台、非常用
電源（440V)

１次系冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（440V)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｉ／Ｂ　4.0m 95ｋｇ/ｃｍ２G

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・給水ポンプが3台とも停止した
とき。
・A・B-S/Gのいずれかが「水位
異常低(13%以下)」となったとき。
・3－1C2(1D2)母線に電圧があ
り、SI信号発信の43秒後にA(B)
が起動
・3－1C2(1D2)母線停電でBO信
号が発信後、A(B)非常用ディー
ゼル発電機しゃ断器投入または
4－C(1ED)と3－1C2(1D2)投入
の43秒後にA(B)が起動

非常用母線低電圧信号
復水タンク

脱気器 ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

Ｉ／Ｂ　4.0m 95ｋｇ/ｃｍ２G

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・4－1A・1B母線の電圧低下(両
方)
・A・B-S/G水位13%以下(両方)

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

美浜１号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／６台
空気／２台

電動
Ｃ／Ｖ内：２台
Ｃ／Ｖ外：４台

空気
Ｃ／Ｖ外：２台

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

美浜１号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ　－２．１５ｍ
最高使用圧力
５６ｋｇ/ｃｍ２

― ― ― ＡＣＣ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

Ａ／Ｂ　－６．１５ｍ ７６２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線低電圧信号 RWST ―
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（440V)

放射性機器冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ａ／Ｂ　－１３．２５ｍ ７３.２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線低電圧信号 RWST
余熱除去クーラ
（２基/２系統）

放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（440V)

放射性機器冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（燃料ピットポン
プ）

Ａ／Ｂ　－１．２６ｍ ４０ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：非常用電源（440
Ｖ／110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピットクーラ

（２基/２系統）
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（440V)

放射性機器冷却水クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｉ／Ｂ　４．０ｍ ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・ 給水ポンプが3台とも停止した
とき。
・ A・B-S/Gのいずれかが「水位
異常低(10%以下)」となったとき。
・ 4－2C・2D母線に電圧があり、
SI信号発信の44秒後にA(B)が起
動
・ 4－2C(2D)母線停電でA(B)非
常用ディーゼル発電機しゃ断器
投入または4－2EC・2ED投入の
44秒後にA(B)が起動

非常用母線低電圧信号
復水タンク

脱気器 ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

Ｉ／Ｂ　４．０ｍ ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・ 4－2A・2B母線の電圧低下(両
方)
・ A・B-S/G水位10%以下(両方)

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

美浜２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系
電動／６台
空気／２台

電動
Ｃ／Ｖ内：２台
Ｃ／Ｖ外：４台

空気
Ｃ／Ｖ外：２台

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

美浜２号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ　ＥＬ２４Ｍ
最高使用圧力

５０ｋｇ/ｃｍ２Ｇ
― ― ― ＡＣＣ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／３台（充てん／高圧注
入ポンプ）

Ａ／Ｂ　ＥＬ１７Ｍ
充てん用　１７７０ｍ
高圧注入用　７３２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用高圧母線低電圧信号 RWST ―
1次系冷却水ポンプ（4台)、非常用
電源（6.6kV)

1次系冷却水クーラ
（３基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ａ／Ｂ　ＥＬ－１．６Ｍ ８２．４／７３．３ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用高圧母線低電圧信号 RWST
余熱除去クーラ
（２基/２系統）

1次系冷却水ポンプ（4台)、非常用
電源（6.6kV)

1次系冷却水クーラ
（３基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（燃料ピットポン
プ）

Ａ／Ｂ　ＥＬ１７Ｍ ３８ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
燃料ピットクーラ
（２基/２系統）

1次系冷却水ポンプ（4台)、非常用
電源（6.6kV)

1次系冷却水クーラ
（３基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｉ／Ｂ　ＥＬ４Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号
　（ＡｏｒＢｏｒＣ）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用高圧母線低電圧信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

Ｉ／Ｂ　ＥＬ４Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号
（2/3SG）
・非安全保護系母線電圧低信号（2/3
母線）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

美浜３号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／１０台
空気／５台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

美浜３号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） 格納容器／ＥＬ２４．０ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／３台（高圧注入ポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ１７．０ｍ ７３２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ－１．６
ｍ

７３．３ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9kＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（燃料ピットポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ１７．０ｍ ３８ｍ

運転用：常用電源（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― ― 燃料ピット
燃料ピットクーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

中間建屋／ＥＬ４．０ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（１／３）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・全停信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

中間建屋／ＥＬ４．０ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（２／３）
・非安全保護系母線電圧低信号（２／
３）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

高浜１号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系

【記載に当たって】 

１．名称について 

  工認記載の名称にて記載しております。ただし下記については手入れ 

  しておりません。（ストレステスト記載名称との統一を図る必要がある 

  ように思います。） 

  「原子炉補機冷却水冷却器」→「１次系冷却水クーラ」（工認） 

  「原子炉補機冷却水ポンプ」 →「１次系冷却水ポンプ」（工認） 

  ※工認記載は「原子炉補機冷却設備のうち」と記載されています。 

    また、「海水ポンプ」についても上記、「原子炉補機冷却設備のうち」 

    に含まれております。 

２．運転範囲等について 

  ポンプ揚程（容量）の記載を工認より引用しました。 

３．駆動電源について 

  各電源電圧の記載は、既出の「高浜３・４号機」バージョンと同様です。 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／１０台
空気／５台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

高浜１号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） 格納容器／ＥＬ２４．０ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／３台（高圧注入ポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ１７．０ｍ ７３２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ－１．６
ｍ

７３．３ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9kＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去クーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（燃料ピットポン
プ）

原子炉補助建屋／ＥＬ１７．０ｍ ３８ｍ

運転用：常用電源（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― ― 燃料ピット
燃料ピットクーラ
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（３基/２系統）

海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

中間建屋／ＥＬ４．０ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（１／３）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・全停信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

中間建屋／ＥＬ４．０ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（２／３）
・非安全保護系母線電圧低信号（２／
３）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

高浜２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系

【記載に当たって】 

１．名称について 

  工認記載の名称にて記載しております。ただし下記については手入れ 

  しておりません。（ストレステスト記載名称との統一を図る必要がある 

  ように思います。） 

  「原子炉補機冷却水冷却器」→「１次系冷却水クーラ」（工認） 

  「原子炉補機冷却水ポンプ」 →「１次系冷却水ポンプ」（工認） 

  ※工認記載は「原子炉補機冷却設備のうち」と記載されています。 

    また、「海水ポンプ」についても上記、「原子炉補機冷却設備のうち」 

    に含まれております。 

２．運転範囲等について 

  ポンプ揚程（容量）の記載を工認より引用しました。 

３．駆動電源について 

  各電源電圧の記載は、既出の「高浜３・４号機」バージョンと同様です。 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／１０台
空気／３台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

高浜２号機

蓄圧注入系

プラント名



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ／２４ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― 蓄圧タンク ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／３台（充てん／高圧注
入ポンプ）

Ａ／Ｂ／１０．５ｍ ７３２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号
（4-3A(B)母線電圧低）

RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ａ／Ｂ／－２ｍ
８２．４ｍ（２台運転時）
７３．３ｍ（１台運転時）

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号
安全保護系母線電圧低信号

（4-3A(B)母線電圧低）
RWST

余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

ＦＨ／Ｂ／１７．５ｍ ７３ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

―
安全保護系母線電圧低信号

（3-3A(B)母線電圧低）
使用済燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
（３基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｉ／Ｂ／－２ｍ ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（A～C-
S/Gのうち、1/3）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号
（4-3A(B)母線電圧低）

復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

Ｉ／Ｂ／－２ｍ ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（A～C-
S/Gのうち、2/3）
・常用母線電源電圧低信号（2/3母線）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

高浜３号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系

記載に当たっての注意事項 

 １．起動信号はすべて計器用電源のみですが、安全保護シーケンスキャビネットの駆動電源は 

   直流であるため必要であれば直流電源（１２９Ｖ）を追記してください。  

 ２．電源電圧については、下記に示す値を使用し、サンプル（玄海）とトーンを合わせました。 

  ・計器用電源：公認記載の出力値「１１５Ｖ」とした 

  ・非常用電源（メタクラ）：ＤＧの公認記載の出力値「６．９ｋＶ」とした 

  ・非常用電源（パワーセンター）：系統図記載の動力変圧器２次側の電圧「４６０Ｖ」とした 

  ・直流電源：蓄電池および充電器の公認記載の出力値「１２９Ｖ」とした 

  なお、シーケンス、所則等での記載にすると、下記の様になります。 

   ・非常用電源（メタクラ）：６．６ｋＶ 

   ・非常用電源（パワーセンター）：４４０Ｖ 

   ・直流電源：１２５Ｖ 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 C/V内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／１０台
空気／３台

C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン動補助給水 電動／２台 C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

高浜３号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ／２４ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― 蓄圧タンク ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／３台（充てん／高圧注
入ポンプ）

Ａ／Ｂ／１０．５ｍ ７３２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号
（4-3A(B)母線電圧低）

RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ａ／Ｂ／－２ｍ
８２．４ｍ（２台運転時）
７３．３ｍ（１台運転時）

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号
安全保護系母線電圧低信号

（4-3A(B)母線電圧低）
RWST

余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

ＦＨ／Ｂ／１７．５ｍ ７３ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

―
安全保護系母線電圧低信号

（3-3A(B)母線電圧低）
使用済燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
（３基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（5台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（３台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｉ／Ｂ／－２ｍ ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（A～C-
S/Gのうち、1/3）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号
（4-3A(B)母線電圧低）

復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

Ｉ／Ｂ／－２ｍ ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（A～C-
S/Gのうち、2/3）
・常用母線電源電圧低信号（2/3母線）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

高浜４号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系

記載に当たっての注意事項は３号機と同様です。 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 C/V内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／１０台
空気／３台

C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン動補助給水 電動／２台 C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高浜４号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク） 格納容器EL19.0m
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋EL11.3m 823m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

2系統／2台(充てん高圧注入
ポンプ)

補助建屋EL11.3m 397m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST －
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋EL4.9m 91.4m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9kＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）（１２号機共用）

補助建屋EL11.3m 38.1m

運転用：常用電源（440Ｖ）
操作回路用：直流電源(129V)

― ―
使用済燃料ピット
（１２号機共用）

使用済燃料ピット冷却器
（２基/２系統）
（１２号機共用）

放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

補助建屋EL2.2m 950m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低低信号
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 補助復水タンク ― ― ― ―

２系統／２台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

補助建屋EL2.2m 950m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）

・蒸気発生器水位低低信号（2/4)
・冷却材ポンプ母線電圧低（2/4）

― 補助復水タンク ― ― ― ―

大飯１号機

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

補助給水系（２次系）

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系

安全注入系

高圧注入系

記載に当たっての注意事項 

 １．起動信号はすべて計器用電源のみですが、範囲によっては直流電源（１２９Ｖ）が必要となります  

 ２．電源電圧については、下記に示す値を使用し、サンプル（玄海）とトーンを合わせた 

  ・計器用電源：工認記載の出力値「１１５Ｖ」とした 

  ・非常用電源（メタクラ）：ＤＧの工認記載の出力値「６．９ｋＶ」とした 

  ・非常用電源（パワーセンター）：インバータ入力の工認記載電圧「４４０Ｖ」とした 

  ・直流電源：蓄電池および充電器の工認記載の出力値「１２９Ｖ」とした 

 ３．機器設置場所は過去の対外資料（津波高さ関連）と整合を図る必要があると考えたため空白とした 

 ４．起動・停止信号はサンプル（玄海）とトーンを合わた 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 C/V内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／12台
空気／３台

C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

電動／2台 C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

大飯１号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク） 格納容器EL19.0m
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋EL11.3m 823m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

2系統／2台(充てん高圧注入
ポンプ)

補助建屋EL11.3m 397m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST －
放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋EL4.9m 91.4m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9kＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

放射性機器冷却水ポンプ（3台、非
常用電源（6.9kV)

放射性機器却水冷却器
（２基/２系統）

海水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

(12号機共用)

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

補助建屋EL2.2m 950m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低低信号
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 補助復水タンク ― ― ― ―

２系統／２台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

補助建屋EL2.2m 950m

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）

・蒸気発生器水位低低信号（2/4)
・冷却材ポンプ母線電圧低（2/4）

― 補助復水タンク ― ― ― ―

大飯２号機

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

補助給水系（２次系）

蓄圧注入系

安全注入系

高圧注入系

記載に当たっての注意事項 

 １．起動信号はすべて計器用電源のみですが、範囲によっては直流電源（１２９Ｖ）が必要となります  

 ２．電源電圧については、下記に示す値を使用し、サンプル（玄海）とトーンを合わせた 

  ・計器用電源：工認記載の出力値「１１５Ｖ」とした 

  ・非常用電源（メタクラ）：ＤＧの工認記載の出力値「６．９ｋＶ」とした 

  ・非常用電源（パワーセンター）：インバータ入力の工認記載電圧「４４０Ｖ」とした 

  ・直流電源：蓄電池および充電器の工認記載の出力値「１２９Ｖ」とした 

 ３．機器設置場所は過去の対外資料（津波高さ関連）と整合を図る必要があると考えたため空白とした 

 ４．起動・停止信号はサンプル（玄海）とトーンを合わた 



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 C/V内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／12台
空気／３台

C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気弁：
　FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 C/V外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（125Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

大飯２号機

蓄圧注入系

プラント名

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ内　ＥＬ１７．１Ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ

（５０ｋｇ/ｃｍ２）
― ― ― 蓄圧タンク ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ ９６０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 燃料取替用水ピット ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ １０７ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 燃料取替用水ピット
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ１０．０Ｍ ６０ｍ

駆動用：非常用電源（440Ｖ）
操作回路用：計装用電源（115
Ｖ)／直流電源(110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（３基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ１０．０Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
駆動用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（１／４）
・主給水ポンプトリップと全ての主給水ポン
プ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号 復水ピット ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（２／４）
・非安全保護系母線電圧低信号（２／４） ― 復水ピット ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

大飯３号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系 電動／４台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ） 電動弁：

　FAＩL AS IS
―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／４台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

大飯３号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ内　ＥＬ１７．１Ｍ
最高使用圧力

４．９ＭＰａ

（５０ｋｇ/ｃｍ２）
― ― ― 蓄圧タンク ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ ９６０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 燃料取替用水ピット ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ １０７ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 燃料取替用水ピット
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ１０．０Ｍ ６０ｍ

駆動用：非常用電源（440Ｖ）
操作回路用：計装用電源（115
Ｖ)／直流電源(110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（３基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（２系統／海水ポンプ３台、非常

用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ１０．０Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
駆動用：非常用電源（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（１／４）
・主給水ポンプトリップと全ての主給水ポン
プ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号 復水ピット ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

Ｅ／Ｂ　ＥＬ３．５Ｍ ９５０ｍ

起動論理回路用：計装用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（２／４）
・非安全保護系母線電圧低信号（２／４） ― 復水ピット ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

大飯４号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系 電動／４台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ） 電動弁：

　FAＩL AS IS
―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／４台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（129Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

大飯４号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ内
最高使用圧力

５．５ＭＰａ
（５６ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系 ２系統／２台（高圧注入ポンプ） 原子炉補助建家３階 ７６２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
RWST
ＢＩＴ

―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポンプ） 原子炉補助建家地下１階 ８６ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 RWST 余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピット
ポンプ）

原子炉補助建家３階 ４０ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（１２５
Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉補助建家１階 ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプ全台トリップ
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉補助建家１階 ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ）
・常用母線電源電圧低信号（Ａ&Ｂ） ― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

伊方１号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

使用済燃料ピット水浄化冷却系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系
電動／６台

空気作動／３台

Ｃ／Ｖ内：電動２
台

Ｃ／Ｖ外：その他
７台

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（１２５Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気作動弁：
　FAIL CLOSE

―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン動補助給水 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：直流電源
（125Ｖ） 電動弁：動作可能 ―

伊方１号機

蓄圧注入系

プラント名

使用済燃料ピット浄化冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ内
最高使用圧力

５．５ＭＰａ
（５６ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系 ２系統／２台（高圧注入ポンプ） 原子炉補助建家３階 ７６２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号
RWST
ＢＩＴ

―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポンプ） 原子炉補助建家地下１階 ８６ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 RWST 余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピット
ポンプ）

原子炉補助建家３階 ４０ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（１２５
Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉補助建家１階 ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプ全台トリップ
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉補助建家１階 ９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ）
・常用母線電源電圧低信号（Ａ&Ｂ） ― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

伊方２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

使用済燃料ピット水浄化冷却系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系
電動／６台

空気作動／３台

Ｃ／Ｖ内：電動２
台

Ｃ／Ｖ外：その他
７台

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常
用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：
直流電源（１２５Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS
空気作動弁：
　FAIL CLOSE

―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

― ― ― ― ―

電動補助給水
電動／２台

（Ｔ／Ｄと共用）
Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ （440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

タービン動補助給水
電動（ＡＣ）／２台
（Ｍ／Ｄと共用）

電動（ＤＣ）／２台
Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用（AC)：非常用
電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
蒸気入口弁駆動用：
直流電源（１２５Ｖ）

電動弁(AC)：
　FAＩL AS IS
電動弁(DC)：
　動作可能

―

伊方２号機

蓄圧注入系

プラント名

使用済燃料ピット浄化冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

３系統／３基（蓄圧タンク） Ｃ／Ｖ内
最高使用圧力

４．９ＭＰａ
（５０ｋｇ/ｃｍ２）

― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系 ２系統／２台（高圧注入ポンプ） 原子炉補助建屋地下２階 ９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポンプ） 原子炉補助建屋地下２階 ７３．３ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

安全注入信号 非常用母線電圧低信号 RWST 余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピット
ポンプ）

原子炉建屋１階 ７５ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（１２５
Ｖ）

―
安全注入信号

非常用母線電圧低信号
使用済燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
（３基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（440V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉建屋１階 ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.6KＶ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（１ループ以
上）
・主給水ポンプ全台トリップ
・安全注入信号
・Ｂφ信号

非常用母線電圧低信号 補助給水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉建屋１階 ９００ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（125
Ｖ）
操作回路用：直流電源（125Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（２ループ以
上）
・常用母線電源電圧低信号（３／３）

― 補助給水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

伊方３号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

使用済燃料ピット水浄化冷却系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

高圧注入系 電動／２台 Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ（440Ｖ） 電動弁：

　FAＩL AS IS
―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水
電動／３台

（Ｔ／Ｄと共用）
Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源
非常用ＤＧ （440Ｖ）

電動弁：
　FAＩL AS IS

―

タービン動補助給水
電動(AC)／３台
（Ｍ／Ｄと共用）
電動(DC）／２台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電
源（115Ｖ）
駆動用（AC)：非常用
電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
蒸気入口弁駆動用：
直流電源（１２５Ｖ）

電動弁(AC)：
　FAＩL AS IS
電動弁(DC)：
　動作可能

―

伊方３号機

蓄圧注入系

プラント名

使用済燃料ピット浄化冷却系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク）
原子炉格納容器

地下２階
最高使用圧力

５６ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下２階

７６２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下５階

７３ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉補助建屋
地下２階

４０ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：非常用電源（460
Ｖ／110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉補助建屋
地下１階

９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

原子炉補助建屋
地下１階

９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ）
・非安全保護系母線電圧低信号（Ａ&
Ｂ）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

玄海１号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／６台
空気／２台

電動弁６台のうち、
２台はＣ／Ｖ内設置

その他はＣ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
空気弁：FAＩL　CLOSE

―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　 非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動（ＤＣ)／２台 Ｃ／Ｖ外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：直流電源 （129Ｖ）

電動弁：（ＤＣ）：動作可能 ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

玄海１号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

２系統／２基（蓄圧タンク）
原子炉格納容器

地下２階
最高使用圧力

５６ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下２階

７６２ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下５階

８６ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉補助建屋
地下２階

４０ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：非常用電源（460
Ｖ／110Ｖ）

― ― 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（460V)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉補助建屋
地下１階

９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢ）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

原子炉補助建屋
地下１階

９３０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ）
・非安全保護系母線電圧低信号（Ａ&
Ｂ）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

玄海２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／２台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／６台
空気／２台

電動弁６台のうち、
２台はＣ／Ｖ内設置

その他はＣ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
空気弁：FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

電動／２台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　 非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 ― ― ― ― ―

タービン駆動補助給水 電動（ＤＣ)／２台 Ｃ／Ｖ外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：直流電源 （129Ｖ）

電動弁：（ＤＣ）：動作可能 ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

玄海２号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク）
原子炉格納容器

地下２階
最高使用圧力

５０ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下４階

　９６０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉補助建屋
地下４階

１０７ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉周辺建屋
地下３階

６５ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― 安全保護系母線電圧低信号 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉周辺建屋
地下３階

９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号
（AorBorCorD）
・主給水ポンプ３台共停止と主給水
　ポンプトリップ（1台以上）一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉周辺建屋
地下３階

９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（２out of４）
・非安全保護系母線電圧低信号（Ａ&
Ｂ）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

玄海３号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 C/V内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

高圧注入系 電動／２台 C/V外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 電動／４台 C/V外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：　FAＩL AS IS
―

タービン駆動補助給水
電動（ＤＣ）／２台

空気／４台
C/V外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）

電動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129V）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：動作可能
空気弁：FAＩL　OPEN ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

玄海３号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク）
原子炉格納容器

地下２階
最高使用圧力

５０ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

原子炉周辺建屋
地下４階

　９６０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWSP ―
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

原子炉周辺建屋
地下４階

１０７ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWSP
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉周辺建屋
地下３階

６５ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（460Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― 安全保護系母線電圧低信号 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（4台、非
常用電源（6.9kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉周辺建屋
地下２階

９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号
（AorBorCorD）
・主給水ポンプ３台共停止と主給水
　ポンプトリップ（1台以上）一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 復水ピット ― ― ― ―

１系統／１台（タービン動補助
給水ポンプ）

原子炉周辺建屋
地下２階

９５０ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位低信号（２out of４）
・非安全保護系母線電圧低信号（Ａ&
Ｂ）

― 復水ピット ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

玄海４号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／４台 C/V内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ） 電動弁：　FAＩL AS IS ―

高圧注入系 電動／２台 C/V外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 電動／４台 C/V外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（460Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
―

タービン駆動補助給水
電動（ＤＣ）／２台

空気／４台
C/V外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）
空気作動弁駆動用電源：直流電源（129V）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：動作可能
空気弁：FAＩL　OPEN ―

玄海４号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

蓄圧タンク
（３系統／３基）

原子炉建屋
地下１階

最高使用圧力

　　５０ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
充てん／高圧注入ポンプ

（２系統／３台）

原子炉補助建屋
地下２階 ７３２　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ

（４台、非常用電源（6.9kV)）
原子炉補機冷却水冷却器

（４基/２系統）
原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

余熱除去ポンプ
（２系統／２台）

原子炉補助建屋
地下５階 ８２．４　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２系統/２基）

原子炉補機冷却水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

使用済燃料ピットポンプ
（２系統／３台）

燃料取扱建屋
地下１階 　６５　ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― 安全系母線電圧低信号 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２系統/３基）
原子炉補機冷却水ポンプ

（４台、非常用電源（6.9kV)）
原子炉補機冷却水冷却器

（４基/２系統）
原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

電動補助給水ポンプ
（２系統／２台）

中間建屋
地下２階 ９００　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢｏ
ｒC）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

タービン動補助給水ポンプ
（１系統／１台）

中間建屋
地下２階 ９００　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ
&C）
・非安全系母線電圧低信号（Ａ&Ｂ&C）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

川内１号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（440Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／６台
空気／３台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
空気弁：FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水
電動（ＤＣ）／３

台
Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：直流電源 （129Ｖ） 電動弁：動作可能 ―

タービン駆動補助給水 電動（ＤＣ）／２台
空気／３台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：直流電源 （129Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：動作可能
空気弁：FAＩL　OPEN ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

川内１号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

蓄圧タンク
（３系統／３基）

原子炉建屋
地下１階

最高使用圧力

　　５０ｋｇ/ｃｍ２ ― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
充てん／高圧注入ポンプ

（２系統／３台）

原子炉補助建屋
地下２階 ７３２　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9KＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ

（４台、非常用電源（6.9kV)）
原子炉補機冷却水冷却器

（４基/２系統）
原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

余熱除去ポンプ
（２系統／２台）

原子炉補助建屋
地下５階 ８２．４　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

安全注入信号 安全系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２系統/２基）

原子炉補機冷却水ポンプ
（４台、非常用電源（6.9kV)）

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

使用済燃料ピットポンプ
（２系統／３台）

燃料取扱建屋
地下１階

　６５　ｍ

運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（440Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

― 安全系母線電圧低信号 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２系統/３基）
原子炉補機冷却水ポンプ

（４台、非常用電源（6.9kV)）
原子炉補機冷却水冷却器

（４基/２系統）
原子炉補機冷却海水系統
（４台、非常用電源（6.9kV)）

電動補助給水ポンプ
（２系統／２台）

中間建屋
地下２階 ９００　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
運転用：非常用電源、 非常用
ＤＧ（6.9ｋＶ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（ＡｏｒＢｏ
ｒC）
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

タービン動補助給水ポンプ
（１系統／１台）

中間建屋
地下２階 ９００　ｍ

起動論理回路用：計器用電源
（115Ｖ）
起動弁駆動用：直流電源（129
Ｖ）
操作回路用：直流電源（129Ｖ）

・蒸気発生器水位異常低信号（Ａ&Ｂ
&C）
・非安全系母線電圧低信号（Ａ&Ｂ&C）

― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

川内２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

電動／３台 Ｃ／Ｖ内
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ（440Ｖ） 電動弁：FAＩL AS IS ―

高圧注入系
電動／６台
空気／３台

Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：非常用電源　非常用ＤＧ
（440Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：FAＩL AS IS
空気弁：FAＩL　CLOSE ―

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去系を兼
ねる）

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

電動補助給水 電動（ＤＣ）／３台 Ｃ／Ｖ外
起動信号：計器用電源（115Ｖ）
駆動用：直流電源 （129Ｖ） 電動弁：動作可能 ―

タービン駆動補助給水
電動（ＤＣ）／２台

空気／３台
Ｃ／Ｖ外

起動信号：計器用電源（115Ｖ）
電動弁駆動用：直流電源 （129Ｖ）
空気作動弁駆動用：直流電源（129Ｖ）

電動弁：動作可能
空気弁：FAＩL　OPEN ―

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

安全注入系

系統名称

補助給水系（２次系）

川内２号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系



プラント名 機器名（系統数／台数） 機器設置場所（建屋/階)
運転範囲等

（定格流量時吐出圧力）
駆動電源

（作動に必要な全ての電源）
起動信号 停止信号 水源 熱交換器（系統／基数） 間接冷却系（台数、電源、水源） 熱交換器（基数／系統） 海水系（台数／電源）

４系統／４基（蓄圧タンク） 格納容器地下２階
最高使用圧力

４．９MPa

（50kg/cm2）
― ― ― ＡＣＣＴ ― ― ― ―

高圧注入系
２系統／２台（高圧注入ポン
プ）

補助建屋地下３階 503m

起動論理回路用：計器用電源
（115V）、直流電源（129V）
運転用：非常用電源、非常用
DG（6.6kV）
操作回路用：直流電源（129V）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（４台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（５台、非常用電源（6.6kV)）

充てん／高圧注入系
２系統／２台（充てん／高圧注
入ポンプ）

補助建屋地下３階 ８４０m

起動論理回路用：計器用電源
（115V）、直流電源（129V）
運転用：非常用電源、非常用
DG（6.6kV）
操作回路用：直流電源（129V）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST ―
原子炉補機冷却水ポンプ（４台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（５台、非常用電源（6.6kV)）

低圧注入系
（低圧注入系は余熱除去
系を兼ねる）

２系統／２台（余熱除去ポン
プ）

補助建屋地下４階 ９１．４m

起動論理回路用：計器用電源
（115V）、直流電源（129V）
運転用：非常用電源、非常用
DG（6.6kV）
操作回路用：直流電源（129V）

安全注入信号 安全保護系母線電圧低信号 RWST
余熱除去冷却器
（２基/２系統）

原子炉補機冷却水ポンプ（４台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（５台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（使用済燃料ピッ
トポンプ）

原子炉建屋地下２階 ６０m

運転用：非常用電源、非常用
DG（440V）
操作回路用：直流電源（129V）

― 安全保護系母線電圧低信号 使用済燃料ピット
使用済燃料ピット冷却器

（２基/２系統）
原子炉補機冷却水ポンプ（４台、非
常用電源（6.6kV)

原子炉補機冷却水冷却器
（４基/２系統）

原子炉補機冷却海水系統
（５台、非常用電源（6.6kV)）

２系統／２台（電動補助給水ポ
ンプ）

原子炉建屋地下２階 ９５０m

起動論理回路用：計器用電源
（115V）、直流電源（129V）
運転用：非常用電源、非常用
DG（6.6kV）
操作回路用：直流電源（129V）

・蒸気発生器水位異常低信号
・主給水ポンプトリップ（1台以上）と全
　ての主給水ポンプ停止一致信号
・安全注入信号
・Ｂφ信号

安全保護系母線電圧低信号 復水タンク ― ― ― ―

１系統／１台（タービン駆動補
助給水ポンプ）

原子炉建屋地下２階 ９５０m

起動論理回路用：計器用電源
（115V)、直流電源(129V)
起動弁駆動用：直流電源
（129V)
操作回路用：直流電源（129V）

・蒸気発生器水位異常低信号
・非安全保護系母線電圧低信号 ― 復水タンク ― ― ― ―

炉心冷却用機器等に係る冷却系統の仕様等

系統名

炉心冷却系統等の仕様

敦賀２号機

補助給水系（２次系）

安全注入系

燃料ピット冷却浄化系

蓄圧注入系



弁駆動方式
設置場所

（C/V内・外）
弁駆動源 SBO時の動作

系統隔離信号発
報時の動作

　電動／４台 C/V内

起動信号：計器用電源
（115V）
駆動用：非常用電源、非常用
DG（440V）

電動弁：
　FAIL AS IS

－

高圧注入系 － － － － －

充てん／高圧
　　　　　注入系

　電動／１２台
　空気／３台

C/V外

起動信号：計器用電源（115V)
電動弁駆動用：非常用電源、
非常用DG（440V）
空気作動弁駆動用：直流電
源（129V）

電動弁：
　FAIL AS IS
空気弁：
　FAIL
CLOSE

－

低圧注入系
（低圧注入系は余
熱除去系を兼ねる）

－ － － － －

－ － － － －

電動補助給水 － － － － －

タービン駆動
　　　補助給水

　電動／２台 C/V外
起動信号：計器用電源
（115V）
駆動用：直流電源（129V）

電動弁：
　動作可能

－

注水弁・隔離弁（起動・停止信号で動作する弁）

補助給水系
（２次系）

敦賀２号機

蓄圧注入系

プラント名

燃料ピット冷却浄化系

安全注入系

系統名称
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東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に係る保安調査について 

 

１．調査概要 

目的：「東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の技術的知見に関する意見

聴取会」での冷却系に関する検討に資する情報を収集するため、特に早期

に炉心損傷に至った１号機について、地震及び津波発生を受けた中央制御

室等での対応状況について確認するため、当時１号機の対応にあたった東

電職員にヒアリングする。 

実施日及び場所：１１月２０日（日）、福島第一原子力発電所 

 

２．調査結果 

  以下に示すとおり、（１）及び（２）における各質問に対し回答を得た。 

 

（１）津波襲来前 

１０月２１日に東京電力より提出された「東北地方太平洋沖地震に伴う福

島第一原子力発電所１号機における事故時運転操作手順書の適用状況につ

いて」（以下「手順書適用状況報告書」という。）においては、３月１１日の

東北地方太平洋沖地震が発生した直後は、地震加速度大トリップによる原子

炉の自動停止と、主蒸気隔離弁（ＭＳＩＶ）が全閉したことを踏まえて、対

象となる事故時運転操作手順書としては、事象ベースの「Ⅰ原子炉編 第１

章 原子炉スクラム事故（Ｂ）主蒸気隔離弁閉の場合」（以下「手順書１」

という。）を挙げて、「冷やす機能」としては、原子炉水位の確認と原子炉圧

力の制御を行うものとしている。 

当該手順書においては、原子炉圧力調整として、当直長に対する「ＳＲＶ

による原子炉圧力制御指示」に対応して、操作員（Ａ）は「原子炉圧力上昇

時は、ＳＲＶを順次「手動開」又は非常用復水器使用により、原子炉圧力

「7.06MPa」～「6.27MPa」に維持実施、報告」することとしている。 

参考資料３ 
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一方、９月９日に東京電力より提出された「福島第一原子力発電所 東北

地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について」（以下「事故報告書」

という。）では、非常用復水器（ＩＣ）が原子炉圧力高で自動起動し、その

後、操作手順書で定める原子炉冷却材温度降下率５５℃／ｈを遵守できない

と判断し、戻り配管隔離弁ＭＯ－３Ａ及びＭＯ－３Ｂを「閉」操作したうえ

で、Ａ系１系列で圧力調整することとして手動操作を繰り返したものとして

いる。 

 

1-① 手順書１においては当該箇所に「原子炉冷却材温度降下率５５℃／ｈ」

との記載はないが、ＩＣ両系統の停止操作を行うにあたり、どの手順書の

どの箇所で定められている事項が念頭にあったのか。 

 

【回答】 

保安規定（第３７条）及び「事故時運転操作手順書（事象ベース）」の

減圧操作の箇所に「原子炉冷却材温度変化率５５℃／ｈ以下」と記載され

ていることが念頭にあった。また、原子炉圧力を６～７ＭＰａに調整する

ことも念頭にあった。 

なお、「原子炉冷却材温度変化率５５℃／ｈ以下」の運転上の制限は、今

までの繰り返しの運転操作の訓練を通して、体に染みついている。 

 

1-② 手順書１における原子炉圧力の維持範囲は下限値が「6.27MPa」となっ

ているが、ＭＯ－３Ａ及びＭＯ－３Ｂを「閉」操作するまでに原子炉圧力

が約 4.6MPa まで低下しており、その間、原子炉圧力の把握状況を含め、ど

のような認識でいたか。 
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【回答】 

外部電源が失われていたものの、非常用ディーゼル発電機が起動してお

り、通常のスクラム対応（手順書１の操作）により、事象を収束出来ると

考えていた。 

地震によりしばらく立っていられない状況であったが、スクラムによる

制御棒の全挿入は確認できたため、地震の揺れが収まった段階で全体的な

確認を行った。その中で、ＩＣの弁が開いていること、原子炉圧力が低下

していたことを確認し、原子炉冷却材温度変化率５５℃／ｈが守れないた

め、一旦ＩＣを停止するためＡ系、Ｂ系の弁を閉めた。 

 

1-③ 手順書１における原子炉圧力の維持範囲に合わせるように、ＭＯ－３Ａ

の開閉操作を手動で実施したとのことであるが、当直長からはどのような

操作指示をし、操作員はどのように調整作業を行ったか。１系統（Ａ系）

のみでの運転など、調整作業は通常の手順として整備されていたものか。 

 

【回答】 

ＩＣを一旦停止した後、ＩＣにより原子炉圧力の調整を行うとの判断を

し、原子炉圧力を６～７ＭＰａ程度に制御するよう、Ａ系でコントロール

した。追いつかなければＢ系も使うことを考えていた。 

手順書上は、１系統のみの運転について詳細な規定はなく、実際の操作

は状況に応じて対応することとなっており、訓練により習得している。 

 

1-④ ＩＣの操作に関連して、ＩＣの動作状況確認は行ったか。行った場合に

は、その時期、場所、内容はどのようなものか。 
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【回答】 

地震後にＩＣが自動起動したことを中央制御室のパネルにて、３Ａ、３

Ｂのランプ表示に赤ランプが点灯し全開になっていることを確認した。ま

た、他の弁のランプ表示も赤ランプが点灯し全開になっていることを確認

した。ランプ表示と原子炉圧力の確認でＩＣの状態を把握した。なお、中

央制御室でも蒸気発生音は確認できた。 

 

1-⑤ ＩＣの操作以外にＳ／Ｐ冷却が手順書１に規定されており、事故報告書

においても実際に格納容器冷却系（ＣＣＳ）を手動起動し、トーラス水冷

却モードでＳ／Ｃ冷却を開始したとしている。しかし、この手順は手順書

適用状況報告書にも記載があるとおり主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ）の手

動開閉による圧力抑制室（Ｓ／Ｃ）水温上昇に備えたものと考えられ、Ｓ

ＲＶ操作ではなく、ＩＣ操作で原子炉圧力を調整している状況において、

どのような認識で操作を行ったのか。 

 

【回答】 

ＩＣで原子炉圧力制御を行っていたが、この先事象がどのように進展す

るかわからないため、 ＳＲＶによる原子炉圧力制御や高圧注水系（ＨＰＣ

Ｉ）による原子炉注水を行った場合にＳ／Ｃ水温が上昇することから、そ

れに備え、事前にその排気先となるＳ／Ｃ水の冷却を開始していた。 

 

1-⑥ 津波襲来までの間は、比較的混乱なく対応できていたものと考えられる

が、原子炉の状態確認としては一通りの確認ができていたか。ＩＣのＢ系

統、高圧注水系（ＨＰＣＩ）については、どのような状況にあったか。 
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【回答】 

中央制御室では、津波襲来までの間で、監視パラメータは確認できてお

り、原子炉は特に異常はなかった。またＥＣＣＳも使用できる状態にあっ

た。そのため、通常のスクラム対応（手順書１の操作）により収束に持っ

て行けると思っていた。 

ＩＣのＢ系も、特に異常はなかった。 

ＨＰＣＩは特に異常はなく待機状態にあり、原子炉水位が低下してきた

ときに起動させることとしていた。 

 

1-⑦ 津波に関する情報（大津波警報の発令、到達予想時刻、予想高さ等）は

把握していたか。把握した情報に対して何か対応を考えていたか。 

 

【回答】 

大津波警報が発令されたとの電話連絡を受けたことは覚えているが、到

達予想時刻や予想高さは覚えていない。ただし、影響が出るような津波が

来るとの認識はしていなかったと記憶している。 

地震の揺れが収まった後、「大規模な地震が発生しました。津波がくる可

能性があるので、屋外にいる方、作業員は全て退避して下さい」と何回か

ページングした。 

 

1-⑧ 原子炉圧力の調整においてＳＲＶの手動操作は行ったのか。 

 

【回答】 

中央制御室のパネルで「閉」緑ランプが点灯していることを確認してお

り、ＳＲＶの手動操作は行っていない。 
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1-⑨ 手順書適用状況報告書においては、手順書をチェックしたエビデンスが

ないとしているが、津波襲来までの間、手順書１もしくはその他の手順書

を確認することはしていないか。 

 

【回答】 

記録は残していないものの、地震発生直後の対応は迅速な対応を優先す

るため訓練で習得した対応を実施し、その後、各対応について手順書１で

確認した。 

 

1-⑩ 原子炉の状態確認やＩＣ操作等の内容を緊急時対策所へ逐次連絡して

いたか。また、緊急時対策所へ連絡すべき内容としてはどのように規定さ

れていたか。 

 

【回答】 

逐一、中央制御室にあるホットラインを通じて連絡していたが、具体的

な内容は覚えていない。 

「緊急時対策所へ連絡すべき内容」としては、事故時運転操作手順書に、

「緊急時組織が発足した場合は、緊急時組織と緊密な連絡をとり、必要な

措置を行う」と規定されている。なお、異常又は事故は発生した場合は、

異常や事故の状況、機器の動作状況等の把握に努めると共に、原因除去、

拡大防止に必要な応急処置を講じ報告することが、事故時運転操作手順書

の一般事項として規定されている。 

 

（２）津波襲来後 

手順書適用状況報告書においては、３月１１日の東北地方太平洋沖地震に

伴う津波が襲来した以降は、全交流電源喪失したことを踏まえて、対象とな
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る事故時運転操作手順書としては、事象ベースの「Ⅱタービン・電気編 第

１２章 外部系統事故 １２－４ 全交流電源喪失」（以下「手順書２」と

いう。）を挙げたうえで、手順書で規定しているＨＰＣＩでの原子炉水位確

保とＩＣでの原子炉圧力調整が、直流電源盤の被水による影響で実施できな

かったとしている。さらに原子炉への注水に全て失敗した場合及びＰＣＶの

除熱に失敗した場合の対応として、シビアアクシデント対応の「２．ＡＭ設

備操作手順書（２－２消火系（ＦＰ））」（以下「手順書３」という。）及び「２．

ＡＭ設備操作手順書（２－３不活性ガス系（耐圧強化ベント））」を参考とし

て操作を行ったものとしている。 

 

2-① 手順書２の操作のポイントにおいて、「不用意な運転操作によってＩＣ

の運転継続を損なわせてはならない」とされているが、津波襲来前には大

津波警報発令等を受けて、手順書２の適用について念頭にあったか。 

 

【回答】 

外部電源が失われていたものの、非常用ディーゼル発電機が起動してお

り、通常のスクラム対応（手順書１の操作）により、事象を収束出来ると

考えていたため、津波襲来前は、手順書１（事故時運転操作手順書 事象

ベースの「Ⅰ原子炉編 第１章 原子炉スクラム事故（Ｂ）主蒸気隔離弁

閉の場合」）で対応していた。 

なお、影響が出るような津波が来るとの認識はしていなかったと記憶し

ている。 

 

2-② 事故報告書では、「ＩＣは弁開閉表示が確認できない状態であり、また、

ＨＰＣＩは制御盤の表示灯が消灯していたことから起動不能と判断した」

としているが、状態確認や開閉操作は現場でできなかったのか。ＩＣにつ
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いては津波襲来前にＭＯ－３Ａの閉操作を実施していたが、どういう状況

と考えていたか。どの段階で手順書２が使用できず、手順書３に対応する

こととしたか。 

 

【回答】 

ＩＣについては、津波襲来までは、ＭＯ－３Ａの開閉操作により原子炉

圧力制御を行っていたが、津波襲来後、中央制御室のランプ表示が次々に

消える中で、ＩＣの弁開閉表示も確認出来ない状態となり、機能している

かどうかわからなくなった。 

ＨＰＣＩについては、制御電源である直流電源を喪失したために、起動

不能と判断した。 

原子炉建屋やタービン建屋などの現場では何が起きているかわからなか

ったため、まずは中央制御室での状況確認を進めた。その後、ＩＣについ

ては胴側の水位を確認するために現場に向かったが、線量が上昇していた

ことから確認出来なかった。 

電源が喪失しほとんどの注水系が使えない状況であり、早急な原子炉へ

の注水を行うため、使えるものを探し、ＦＰ系による原子炉への注水ライ

ン構成を進めた。手順書３（「２．ＡＭ設備操作手順書（２－２消火系（Ｆ

Ｐ））」）で対応することとしたタイミングは覚えていない。 

 

2-③ ＩＣ及びＨＰＣＩの状態について、緊急時対策所へはどのように連絡し

ていたか。また、緊急時対策所へ連絡すべき内容としてはどのように規定

されていたか。 

 

【回答】 

逐一、中央制御室にあるホットラインを通じて連絡していたが、具体的
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な内容は覚えていない。 

 

2-④ 事故報告書に記載のとおり、１５時５０分頃に原子炉水位が不明となっ

た後、一時「原子炉水位計が復旧し、原子炉水位が確認できた」としてい

るが、その時確認された水位と状況認識はどうだったか。 

 

【回答】 

水位が確認できたことは覚えているが、具体的な水位やその時の状況は

覚えていない。 

 

2-⑤ 事故報告書では、原子炉への注水を確保するため、ディーゼル駆動消火

ポンプ（Ｄ／Ｄ－ＦＰ）を１７時３０分に起動し、現場でのライン構成を

行ったとしているが、当時の通報連絡においては、ＩＣの胴側への注水と

して２１時１９分にライン構成、２１時３５分に注水していたものとして

いる。 

実際の作業として、ＩＣに対しては弁操作等の現場作業を含めて何を実

施していたか。ＩＣ胴側水位の確認はできたか。 

 

【回答】 

原子炉への注水としてＤ／Ｄ－ＦＰを使うべくライン構成を進めていた。

ＩＣについては、ＩＣ胴側の水位の確認を行おうとしたが、線量が上昇し

ていたことから確認できなかった。また、原子炉への注水ラインの構成作

業を優先して行っていたが、ＩＣ胴側への注水に必要な弁の操作場所を確

認し胴側の注水にも対応できるようにしていた。 

 

2-⑥ ホワイトボードに記載があった「１７°１９’イソコン」は何を記載し

たものか。また「１７°５０’ＩＣ組撤収 放射線モニタ指示上昇のため 
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３００ｃｐｍ 外側エアロック入ったところでＯＳ」は何をするために現

場に行ったものか。また「３００ｃｐｍ」とはどこでの計測値で線量率と

してはどうか。「ＯＳ」とはサーベイメータがオーバースケールしたという

ことか。その際のレンジはどうだったか。 

 

【回答】 

「１７°１９’イソコン」は、ＩＣの胴側水位計を確認にいくことを書

いたと思うが、正確に記憶していない。 

「１７°５０’」は、ＩＣの胴側水位計を確認するために、現場に向か

ったところ、原子炉建屋の二重扉を一つ入ったところで放射線モニタの指

示値がオーバースケールしたことを記載したもの。放射線モニタの計測レ

ンジはわからない。線量率についても、線量計を持っていなかったのでわ

からない。 

 

2-⑦ ホワイトボードに記載があった「廊下側からシューシュー音有」とは何

を記載したものか。どこの廊下のことか。また、音の発生源として何を考

えたか。ＩＣやＨＰＣＩの蒸気配管からの漏えいが考えられるものであっ

たか。 

 

【回答】 

タービン建屋１階の原子炉側の通路（通称「松の廊下」）でシューシュ

ーという音を聞いたが、何の音かはわからない。 

 

2-⑧ 事故報告書によると、一時的にＡ系のＩＣで弁開閉表示が復活し、供給

配管隔離弁ＭＯ－２Ａ及び戻り配管隔離弁ＭＯ－３Ａが「閉」を示してい

たため、１８時１８分に開操作を実施し、ＩＣベント管から蒸気が発生し

ていることを確認したとのことであるが、確認はどこでどのようにして行
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ったのか。また、その内容は中央制御室にどのようにして連絡したのか。 

 

【回答】 

開操作後に運転員が中央制御室から出て、原子炉建屋越しに蒸気が発生

している様子とその発生音により確認した。 

 

2-⑨ 事故報告書によると、１８時２５分にＭＯ－３Ａを閉操作したとのこと

であるが、なぜ閉操作を行ったのか。蒸気の発生が確認できなくなったた

めと聞いているが、その場合になぜ閉操作を行う必要があったのか。 

 

【回答】 

蒸気が発生していないことを確認したので、ＩＣが機能していないと考

えられた。蒸気発生がなくなった原因としては、格納容器内の隔離弁が隔

離信号により閉止している可能性もあったが、一方でＩＣの胴側の水がな

くなっている可能性も考えられた。胴側への給水配管を構成していなかっ

たこともあり、ＭＯ－３Ａを開けたままだと冷却管が破損し原子炉蒸気が

建屋外に放出するおそれもあったことから、閉操作を行った。 

 

2-⑩ 事故報告書によると、２１時３０分にＭＯ－３Ａを開操作したとのこと

であるが、なぜ開操作を行ったのか。また、その際、ＩＣベント管から蒸

気が発生していることを確認したとのことであるが、確認はどこでどのよ

うにして行ったのか。また、その内容は中央制御室にどのようにして連絡

したのか。 

 

【回答】 

原子炉への代替注水ラインの構成が整い、他に中央制御室で対応可能な
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操作を確認していたところ、ＭＯ－３Ａの閉状態表示灯が消えかかってい

た。 

ＩＣの技術資料により、胴側への補給水がない状態で十時間程度運転可

能であることを確認し、これまでの運転状況から胴側には水があると考え

た。直流電源が切れるとＩＣが操作できなくなるおそれがあったこと、Ｄ

／Ｄ－ＦＰが起動できたのでＩＣ胴側への給水も可能になったこと踏まえ、

ＩＣが動作することを期待して開操作した。 

開操作後に運転員が中央制御室から出て、原子炉建屋越しに蒸気が発生

している様子とその発生音により確認した。 

 

2-⑪ これらのＩＣの操作・確認内容を緊急時対策所へ逐次連絡していたか。

また、緊急時対策所へ連絡すべき内容としてはどのように規定されていた

か。 

 

【回答】 

逐一、中央制御室にあるホットラインを通じて連絡していたと思うが、

具体的な内容は覚えていない。 

 

以上 



番号 事業者名 プラント名 発生年月日 概要  原因 
対策 

※全て対策済 

1 東京 福島第一２号機 S54年10月19日 

台風による送電線事故により、福島幹線２号がトリップし、２号機がト
リップ。１，２号機共用の起動用変圧器１Ｓが起動中の１号機に電源を
供給していたため、２号機は起動用変圧器１Ｓの容量不足から起動用
変圧器１Ｓを通じ電源を受電することができず外部電源を喪失。なお、
非常用ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電源が供給されたため、
原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（台風） 

 微地絡を検出し主変圧器が
トリップしてしまったことが２号
機停止の原因であるため、主
変圧器過中性点過電流継電
器の設定値を適正値に変更し
た。 

2 四国 伊方１号機 S55年8月27日 
落雷により予備送電線手動停止中に伊方北幹線１，２号線トリップし、
外部電源喪失に至った。なお、非常用ディーゼル発電機が自動起動し、
必要な電源が供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（落雷） 

 伊方北幹線のうち事故実績
のある鉄塔を対象に、鉄塔の
サージ抵抗低減対策を実施し
た。（昭和56年2月完了） 
 なお、現在は、伊方北幹線
に加え伊方南幹線を敷設し、
外部電源を多重化するととも
に、伊方北幹線および伊方南
幹線の各片回線に送電用避
雷装置を設置し、多回線同時
事故防止をはかっている。 

3 中国 島根１号機 S60年9月12日 
落雷により山陰幹線１，２号線がトリップし、外部電源喪失に至った。な
お、非常用ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電源が供給された
ため、原子炉施設への影響はなかった。 

同上 

・タービンバイパス弁の制御機
構の調整 
・山陰幹線は旧式送電線であ
り、近傍に新設する送電線（日
野幹線）にルートを変更 

4 中国 島根１号機 S62年8月12日 同上 同上 

・給水制御機構の調整 
・山陰幹線は旧式送電線であ
り、近傍に新設する送電線（日
野幹線）にルートを変更 

5 北海道 泊2号機 H12年5月19日 

午前3時50分頃、茅沼線(66kV)の送電線がいしへの鳥糞の付着による
地絡事故発生により、1，2号機中央制御室にて「66kV系電圧低」警報
が発信し、2号機の所内電源が一時停電。（2号機は定検で起動変圧器
が隔離・点検中であり、 泊幹線(275kV)からではなく、茅沼線(66kV)か
ら予備変圧器にて受電中。）停電により非常用予備発電機が即座に自
動起動し、所内電源が供給された。その後、茅沼線(66kV)の復旧によ
り、午前4時15分に所内電源は通常状態(茅沼線受電)に復帰。 

送電線事故 
（がいしへの鳥糞付着

による地絡） 

 鳥害（感電・鳥糞）防止対策
は従来から継続的に実施して
おり、パトロール点検の結果
等から鳥害が懸念される鉄塔
には、鳥がとまる行動を阻止
する障害物（刺状の金具等）を
取付けることとしている。 
  なお、275kV送電線では絶縁
距離が大きいため、鳥害によ
る地絡が発生しにくく、鳥害の
実績もない。 

6 日本原電 敦賀1号機 H17年12月15日 

定期検査中、所内電源は275kV系敦賀線1号から受電していたが、7時
43分、風雪による送電線事故が発生し、受電ができなくなった。（他の
受電系統(敦賀線2号及び予備電源77kV系)は計画作業に伴い停電
中。）9時34分に停電中の敦賀線2号を復旧させ、9時47分に送電線から
受電し、10時43分に通常状態に復帰した。なお、停電にともない非常用
ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電源が供給されたため、原子
炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（風雪） 

日本海側第一稜線より日本海
側の多導体線路において、電
線着雪量を3kg/m（建設時は
2kg/m）として鉄塔強度を検討
し、強度不足となる箇所の腕
金補強を実施。（H19年度完
了） 

外部電源喪失事故の原因と対策（１／２） 参考資料８ 



番号 事業者名 プラント名 発生年月日 概要  原因 対策 

7 日本原電 敦賀1号機 H17年12月22日 

定期検査中、所内電源は275kV系敦賀線2号から受電していたが、9
時27分に、送電線事故により受電不能となった。敦賀線1号は計画作
業に伴い停電中で、予備電源の77kV系送電線は充電状態にあった
が、275kV系喪失後に予備電源の受電遮断器が自動投入されなかっ
た。そのため、受電遮断器の点検を実施し、10時42分に予備電源か
ら手動受電。なお、非常用ディーゼル発電機が自動起動し、必要な電
源が供給されたため、原子炉施設への影響はなかった。 

送電線事故 
（着雪・着氷による送電線

の強震） 

日本海側第一稜線より日本海
側の多導体線路において、過
去にギャロッピング事故が発生
した箇所、および事故発生当
時の気象条件でＣＡＦＳＳによ
りシミュレーションを行った結果、
事故となる恐れがある箇所の
スペーサをルーズスペーサに
取替。（H20年度完了） 

8 北陸 志賀1号機 H19年3月25日 

停止中のところ、9時42分頃、能登半島地震(震度：志賀 6弱)が発生し
た。この地震発生直後に、変電所の変圧器保護リレーが振動により
動作したことから、変圧器がトリップし、志賀原子力線(27万5千ボルト)、
赤住線(6万6千ボルト)が6分間停電。（原子炉施設保安規定で定めら
れた運転上の制限を一時的に外れた(6分間の外部電源喪失)）なお、
非常用ディーゼル発電機は3台自動起動していた。 

地震 
（変電所設置変圧器のﾘ

ﾚｰﾄﾘｯﾌﾟ） 

 地震で誤動作した変圧器保
護リレー(放圧管リレー：機械
式）については，動作しても変
圧器がトリップしない保護回路
とした。(H19.3実施済) 
 更に，放圧管リレー以外の機
械式リレーについて，地震発生
時の誤動作を防止するため地
震検出リレーを設置した。 
(H21.3実施済) 

9 関西 大飯3号機 H20年3月18日 

定期検査中、16時08分に発電所内の電源（所内電源）が停電した。こ
の際、「非常用母線電圧低」信号が発信したことにより、待機中のＢ非
常用ディーゼル発電機（以下、「D/G」という。A-D/Gは点検中。）が自
動起動し、Ｂ非常用母線が充電され電源は確保。直ちに状況を確認し
たところ、当時、主変圧器（以下「主変」という）を介して、送電線から所
内電源を確保していたが、主変と送電線の間にある主変しゃ断器が
開放されたことにより、所内電源への供給系統がなくなり、停電したも
のと確認。このため、非常用DGが自動起動し、同日16時40分に開放
した主変しゃ断器を投入し、順次、所内電源を停電前の状態に復旧す
る作業を実施し、同日17時14分に完了した。 

しゃ断器の誤開放 
（手順書の不備） 

 別冊作業要領書の記載が適
切でなかったこと、隔離明細書
（作業前の系統状態）を確認し
なかったことにより、誤って窒
素ガス機内封入スイッチを操
作したことにより、停電が発生
したもの。 
 ３号機定期検査で実施する
全操作、別冊作業要領書、隔
離明細書の再確認を行うことと
した。また、隔離明細書への追
加、取り消し等の変更があった
場合のチェックマンの再承認
ルールを見直し、チェックマン
の確認項目として「妥当性」「問
題点の有無」を追加した。 

10 東京 福島第一2号機 H22年6月17日 

午後2時52分頃、運転中の2号機において、「発電機界磁しゃ断器ト
リップ警報」が発生し、発電機の保護装置が作動して発電機が停止し
たため、タービンならびに原子炉が自動停止した。また、この事象にあ
わせて当該プラントの電源が停止し、非常用ディーゼル発電設備が
自動起動するとともに、原子炉へ給水するポンプが停止したことから、
原子炉の水位が一時的に低下したが、代替のポンプである原子炉隔
離時冷却系を起動して給水を行い、原子炉の水位は通常の範囲内で
安定した。 

作業員の機器への接触
による振動と推定 

 誤接触した継電器と同様に
単体で制御盤内に設置されて
おり誤接触の可能性のある継
電器に接触防止の注意喚起を

実施した。 

外部電源喪失事故の原因と対策（２／２） 



安全上重要な機器への地震影響について 

平成２３年１２月９日 
原子力安全・保安院 

資料３－１ 



１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 

高圧系の原子炉
注水設備

【HPCI,HPCS,RCI
C, IC】 

（設置位置） 

○(HPCI) 
◎(IC) 

○(HPCI) 
◎(RCIC) 

○(HPCI) 
◎(RCIC) 

－(HPCI) 
－(RCIC) 

－(HPCI) 
－(RCIC) 

○(HPCS) 
－(RCIC) 

R/B地下(HPCI) 
R/B４階(IC) 

R/B地下(HPCI) 
R/B地下(RCIC) 

R/B地下(HPCI) 
R/B地下(RCIC) 

R/B地下(HPCI) 
R/B地下(RCIC) 

R/B地下(HPCI) 
R/B地下(RCIC) 

R/B地下(HPCS) 
R/B地下(RCIC) 

低圧系の原子炉
注水設備

【CS,LPCS】 
（設置位置） 

○(CS) ○(CS) ○(CS) －(CS) ○(CS) ○(LPCS) 

R/B地下(CS) R/B地下(CS) R/B地下(CS) R/B地下(CS) R/B地下(CS) R/B地下(LPCS) 

原子炉格納容器
冷却系 

【CCS,CCSW】 
残留熱除去系 
【RHR,RHRS】 
（設置位置） 

◎(CCS) 
◎(CCSW) 

◎(A,C),○(B,D) 
(RHR) 

◎(A,C),○(B,D) 
(RHRS) 

○(RHR) 
○(RHRS) 

－(A,C),○(B,D) 
(RHR) 

－(A,C),○(B,D) 
(RHRS) 

○(RHR) 
○(RHRS) 

○(RHR) 
○(RHRS) 

R/B地下(CCS) 
屋外(CCSW) 

R/B地下(RHR) 
屋外(RHRS) 

R/B地下(RHR) 
屋外(RHRS) 

R/B地下(RHR) 
屋外(RHRS) 

R/B地下(RHR) 
屋外(RHRS) 

R/B地下(RHR) 
屋外(RHRS) 

代替冷却注水系 
【MUWC,CRD, 

SLC】 
（設置位置） 

◎(MUWC) 
○(CRD) 
○(SLC) 

◎(MUWC) 
○(CRD) 
○(SLC) 

◎(MUWC) 
○(CRD) 
○(SLC) 

◎(MUWC) 
－(CRD) 
－(SLC) 

◎(MUWC) 
○(CRD) 
－(SLC) 

◎(MUWC) 
○(CRD) 
－(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B４階(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B４階(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B４階(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B４階(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B４階(SLC) 

T/B地下(MUWC) 
R/B地下(CRD) 
R/B５階(SLC) 

－：定検停止中。○：待機。◎：運転。 
R/B：原子炉建屋、 T/B：ﾀｰﾋﾞﾝ建屋、Hx/B：海水熱交換器建屋 
※本表の内容は今後の現場確認等の調査により変更される可能性あり。 

（別添１－③）地震によるスクラムから津波到達直前までの冷却設備 
         の被害状況（福島第一） 
○地震によるスクラムから津波到達直前まで、安全上重要な冷却設備については、異常信号は

出ておらず、各設備の状況は以下のとおり。 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)） 



閉込機能に関する設備の概要 
（ＢＷＲ） 

平成２３年１２月２７日 
原子力安全・保安院 

資料２ 



１．閉じ込め機能に関する設備 

○原子炉格納容器は、冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ） 
 等が発生した場合に、放射性物質などが外部へ 
 漏れるのを防止することを目的としている。 
 

○圧力抑制室内の貯留水は、配管からの漏えい
による蒸気を凝縮させて格納容器内の圧力上
昇を抑制するために用いられるほか、原子炉水
位の低下を補うため非常用炉心冷却系の水源
としても用いられる。 

 

○主に以下の機器から構成される。 

【ドライウエル（D/W）】 

・配管破断時等の放射性物質を閉じ込める。 

【圧力抑制室（S/C）】 
（注）MarkⅠ型 

 ・事故時に蒸気を凝縮して水に戻すことにより、 

  格納容器内圧の過度の上昇を抑制する。 

 ・ D/WとS/Cは下記のベント管でつながっており、 

  基本的に同じ圧力となる。 

【ベント管】 
・圧力が高まったD/Wの雰囲気をS/C に導く。 

【真空破壊装置】 
・ S/CからD/Wの逆圧を解消し格納容器の健全 

 性を維持する。 

 

 

１－１．原子炉格納容器（ＢＷＲ： MarkⅠタイプ） 

 

 

 

 

 

【ドライウエル（D/W）】 

【真空破壊装置】 

【圧力抑制室（S/C）】 

  （原子炉圧力容器） 

【ベント管】 

  （主蒸気逃がし弁） 

  コンクリート 
  水 

 約２０ｍ 

 約３４ｍ 

（注）寸法は福島第一２～４号機の例 



〈国内ＢＷＲの仕様〉 

プラント名 タイプ 格納容器 出力（MW) 
福島第二 -1 BWR-5 Mark-Ⅱ 1100 
〃-2,3,4 BWR-5 Mark-Ⅱ改 1100 

柏崎刈羽－1 BWR-5 Mark-Ⅱ 1100 
〃-2,3,4,5 BWR-5 Mark-Ⅱ改 1100 
〃-6,7 ABWR RCCV 1350 
女川 -1 BWR-4 Mark-Ⅰ 524 
〃-2,3 BWR-5 Mark-Ⅰ改 825 
東通 -1 BWR-5 Mark-Ⅰ改 1100 
東海-2 BWR-5  Mark-Ⅱ 1100 
浜岡 -1 BWR-4 Mark-Ⅰ 540 
〃-2 BWR-4 Mark-Ⅰ 840 
〃-3 BWR-5 Mark-Ⅰ改 1100 
〃-4 BWR-5 Mark-Ⅰ改 1137 
〃-5 ABWR RCCV 1380 
志賀-1 BWR-5 Mark-Ⅰ改 540 
〃-2 ABWR RCCV 1358 
敦賀-1 BWR-2  Mark-Ⅰ 357 
島根-1 BWR-3  Mark-Ⅰ 460 
〃-2 BWR-5  Mark-Ⅰ改 820 

１．閉じ込め機能に関する設備 

  １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 
 出力  460                             784   1100 
  型式 BWR3 BWR4 BWR4 BWR4 BWR4 BWR5 
  格納容器 Mark-Ⅰ Mark-Ⅰ Mark-Ⅰ Mark-Ⅰ Mark-Ⅰ Mark-Ⅱ 
 D/W空間容積 m3 約3300 約4240 約4240 約4240 約4240 約5700 
 S/C空間容積 m3 約2800 約3160 約3160 約3160 約3160 約4100 
 プール水量 t 約1750 約2980 約2980 約2980 約2980 約3200 
 燃料集合体数 400体 548体 764体 

《福島第一原子力発電所》 

《その他の発電所》 



 

 

 

 

 

自立型鋼製耐圧容器 

 ◎圧力抑制室（S/C）に 約 4000m3   

の冷却水を保有 

 ◎原子炉周辺配管破断を考慮し、
放出蒸気をS/Cで凝縮し減圧する   

ことで、格納容器内の圧力上昇を
抑制、放出 蒸気を閉じ込める 

  

PCV（MarkⅡタイプ） RCCV（ABWR） 

鉄筋コンクリート＋鋼鉄ライナー内張り容器 

 ◎圧力抑制室（S/C）に約3400m3の冷却水  

   を保有 

 ◎原子炉周辺配管破断を考慮し、放出蒸気
をS/Cで凝縮 し減圧することで、格納容器
内の圧力上昇を抑制、放出 蒸気を閉じ込
める 

（出典）JNES提供資料 

〈その他の型式〉 

 ※ MarkⅠ改,MarkⅡ改とは国内標準化計画で日本独自の工夫

（点検スペースの確保等）を加えられた格納容器のこと。 

１．閉じ込め機能に関する設備 



 
【格納容器スプレイ冷却系の機能】 

 原子炉冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）時に使用される安
全設備の一つ。 

 原子炉格納容器内の一次冷却材（蒸気）による圧力
上昇及び温度上昇を、圧力抑制室（S/C）の冷却水を
原子炉格納容器内のドライウェル（D/W）及びS/C内に

スプレイし減圧を促進させ、最高使用圧力及び最高
使用温度を超えるのを防ぐための系統である。 

 原子炉格納容器内に放出された気相中のヨウ素を
除去する効果もある。 D/W内にスプレイされた水はベ
ント管を通ってS/Cに戻り、 S/C内にスプレイされた水と

ともに、残留熱除去系の熱交換器で冷却された後、再
びスプレイされる。 

格納容器スプレイ冷却系の概略図 

（出典）JNES提供資料に加筆 

１－２．格納容器冷却系 

 

 

 

 

 

格納容器冷却系（ＣＣ） 

原子炉格納容器 

原子炉再循環 

ポンプ 

主蒸気隔離弁 

原子炉再循環 

ポンプ 

Ｂ系 

Ｄ系 

Ａ系 

Ｃ系 

原子炉 

圧力容器 

制御棒 

炉心 

格納容器冷却系 

（ＣＣ） 

①へ 

ドライウェル 
（Ｄ／Ｗ） 

圧力抑制室 

（Ｓ／Ｃ） 

１．閉じ込め機能に関する設備 



 

 

 

 

 

【非常用ガス処理系の機能】 

 格納容器から原子炉建物に放射性物質が漏洩した
場合に，放射性物質が直接大気へ放出されることを
防止するため，自動起動することで通常の換気系か
ら切り替わり，高性能の活性炭フィルター等によって
放射性物質を除去して排気筒から放出する 

【可燃ガス濃度制御系の機能】 

 冷却材喪失事故（ＬＯＣＡ）等の発生時において、ジ
ルコニウム－水反応、水の放射線分解により発生し

た水素及び酸素を可燃性限界以下に維持することに

より、事故時の原子炉格納容器の健全性を確保する。 

 水素濃度＜４％ 酸素濃度＜５％ 

【不活性ガス系の機能】 

 ＬＯＣＡ時に発生した水素及び酸素を可燃限界以下
に抑制するために、不活性の窒素ガスを原子炉格納

容器内の注入し、発生した水素及び酸素を含む気体

を不活性化（H2とO2の濃度を下げる）する。 

不活性ガス系（ＡＣ）の概略図 

可燃ガス濃度制御系（ＦＣＳ）の概略図 

（出典）北陸電力ＨＰ資料、JNES提供資料に加筆 

１－３．格納容器内ガス処理系 

非常用ガス処理系（ＳＧＴＳ）の概略図 

１．閉じ込め機能に関する設備 

フィルタ 



【代替PCVスプレイ設備】 

 格納容器の破損の影響を緩和するために、 

復水補給水系及び消火系を利用して、格納容
器を冷却する。 

 

 

【格納容器耐圧強化ベント設備の機能】 

 耐圧性を強化した格納容器ベント配管を設置するこ
とにより、格納容器過圧防止としての減圧操作の適用
範囲を広げ、格納容器からの除熱機能を向上。 

 ※ラプチャーディスクの破壊設定圧力：   

          格納容器最高使用圧力×約１倍 

 

 
 

 

 

  

 

１－４．格納容器に係るアクシデントマネジメント設備 

ＲＨＲ　
ポンプ

ＲＨＲ　
熱交換器

復水貯蔵
タンク

ろ過水
タンク

消火　
ポンプ

ＭＵＷＣ
ポンプ

ＲＨＲ　
ポンプ

ＲＨＲ　
熱交換器

復水貯蔵
タンク

ろ過水
タンク

消火　
ポンプ

ＭＵＷＣ
ポンプ

復水貯蔵
タンク

ろ過水
タンク

消火　
ポンプ

ＭＵＷＣ
ポンプ

代替PCVスプレイ設備 

（注）概略図であり、ベント開始時の弁の状態を模式的に表している。 
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換気系
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換気
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非常用ガス
処理系

換気

ファン

フィルタ

格納容器耐圧強化ベント設備 

建
屋
排
気 

１．閉じ込め機能に関する設備 

（出典）JNES提供資料に加筆 



格納容器内圧力などのプラントパラメータ
を踏まえた事象進展に関する検討 

 

平成２３年１２月２７日 
原子力安全・保安院 

資料３ 



○福島第一・福島第二（３号機を除く）では残留熱除去機能が喪失。原子炉内の燃料の崩壊熱により、福島第一１，２，３号機・福島第二１，

２，４号機で格納容器内に熱がこもり、圧力抑制機能喪失の状態になった。 

○ただし、福島第一５，６号機・福島第二１，２，４号機は、注水機能が確保できたため、残留熱除去設備の復旧により炉心損傷を起こすこ

となく冷温停止に移行できた。 

○福島第二３号機、女川２号機、東海第二は一部の設備で被害があったものの、残留熱除去の系統が１系統以上確保されていたため、

冷温停止に移行できた。 

福島第一 福島第二 女川 東海第二 状況 

残留熱除去
系・補機冷却

系 
【CCS, CCSW, 
HPCSC, HPCSS, 
HPCW, HPSW, 

HPCS DGS, RHR, 
RHRC, RHRS, 
EECW,ECW, 
ECWS, RCW, 

RSW】 
（設置位置） 

1号CCS   ：△ 
1号CCSW  ：× 
2,3号RHR ：△ 
2,3号RHRS：× 
4号RHR   ：－(A,C),△(B,D) 
4号RHRS  ：－(A,C),×(B,D) 
5,6号RHR ：△ 
5,6号RHRS：×  

1号HPCSC  ：△ 
1号HPCSS  ：△ 
2号HPCSC  ：× 
2号HPCSS  ：○ 
3,4号HPCSC：◎ 
3,4号HPCSS：◎ 
 
1号EECW  ：× 
2号EECW  ：×(A),△(B) 
3号EECW  ：×(A),◎(B) 
4号EECW  ：×(A),△(B) 

1号RHR ：△ 
1号RHRC ：× 
1号RHRS ：△ 
2号RHR ：△ 
2号RHRC ：△ 
2号RHRS ：×(A,C,D),△(B) 
3号RHR  ：△(A),◎(B),○(C) 
3号RHRC ：×(A,C),◎(B,D) 
3号RHRS ：△(A,C),◎(B,D) 
4号RHR  ：△ 
4号RHRC ：× 
4号RHRS ：×(A,B,C),△(D) 
 

2号HPCW：× 
3号HPCW：○ 
2号HPSW：△ 
3号HPSW：○ 
 
1号ECW ：◎(A,B),○(C,D) 
1号ECWS：◎(A,B),○(C,D) 
1号RHR ：△(A,C),◎(B,D) 
1号RHRS：◎ 
2号RHR ：○(A),△(B,C) 
2号RCW ：◎(A,C),×(B,D) 
2号RSW ：◎(A,C),×(B,D) 
3号RHR ：◎(A,B),○(C) 
3号RCW ：◎ 
3号RSW ：◎ 

HPCS DGS：◎ 
 
RHR ：△(A),◎(B),○(C) 
RHRS：△(A,C),◎(B,D) 

・福島第一1号機CCS及び2～6号機RHRは
電源喪失及び海水系喪失により機能
喪失。 

 
・福島第二はRHR以外がHx/Bに設置され

ており、3号RHR(B)系を除き機能喪失。
ただし、一部の部位は使用可能な状
態であり、モーター交換や仮設の電
源構成等により機能確保。 

 
・女川は一部機能喪失したものの、少

なくとも１系統の機能は維持。 
 
・東海第二はRHR(A)系以外が機能を維

持。 

1号CCS    ：R/B地下 
1号CCSW   ：屋外 
2～6号RHR ：R/B地下 
2～6号RHRS：屋外 

1号HPCSC   ：Hx/B１階 
2号HPCSC   ：Hx/B１階 
3,4号HPCSC ：Hx/B１階 
1～4号HPCSS：Hx/B１階 
 
1号EECW    ：Hx/B１階 
2号EECW    ：Hx/B１階(A) 
             Hx/B２階(B) 
3号EECW    ：Hx/B１階 
4号EECW    ：Hx/B１階(A) 
             Hx/B２階(B) 

1～4号RHR：R/B地下 
 
1号RHRC  ：Hx/B１階 
1号RHRS  ：Hx/B１階 
2号RHRC  ：Hx/B２階 
2号RHRS  ：Hx/B１階 
3号RHRC  ：Hx/B１階 
3号RHRS  ：Hx/B１階 
4号RHRC  ：Hx/B１階 
4号RHRS  ：Hx/B１階 
 

2号HPCW：R/B地下 
3号HPCW：Hx/B地下 
2号HPSW：屋外 
3号HPSW：Hx/B地下 
 
1号ECW ：R/B地下 
1号ECWS：屋外 
1号RHR ：R/B地下 
1号RHRS：屋外 
2号RHR ：R/B地下 
2号RCW ：R/B地下 
2号RSW ：屋外 
3号RHR ：R/B地下 
3号RCW ：Hx/B地下 
3号RSW ：Hx/B地下 

HPCS DGS：屋外 
 
RHR     ：R/B地下 
RHRS    ：屋外 

×：機器本体の機能喪失又は待機除外。△：電源喪失、海水系喪失等関連機器の影響による機能喪失。－：定検停止中。○：待機。◎：運転。 
CCS：格納容器冷却系、CCSW：格納容器冷却海水系、HPCSC：高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備冷却系、HPCSS：高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備海水系冷却系、HPCW：高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却水系、HPSW：高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷
却海水系、HPCS DGS：高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機海水系、RHR：残留熱除去系、RHRC：残留熱除去補機冷却系、RHRS：残留熱除去機器冷却海水系、残留熱除去海水系、又は残留熱除去系海水系、EECW：非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設
備冷却系、ECW： 非常用補機冷却水系、ECWS：非常用補機冷却海水系、RCW：原子炉補機冷却水系、RSW：原子炉補機冷却海水系、MUWC：復水補給水系、CRD：制御棒駆動機構又は制御棒駆動水圧系、SLC：ほう酸水注入系 
R/B：原子炉建屋、 T/B：ﾀｰﾋﾞﾝ建屋、Hx/B：海水熱交換器建屋                                                                    ※本表の内容は今後の現場確認等の調査により変更される可能性あり。 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）、 

    福島第二原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年８月１２日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）、 

    その他聞き取り情報等を含む 

（参考）格納容器の閉込機能に関する被害状況（その１） 



×：機器本体の機能喪失又は待機除外。△：電源喪失、海水系喪失等関連機器の影響による機能喪失。－：定検停止中。○：待機。◎：運転。 
MUWC：復水補給水系、CRD：制御棒駆動機構又は制御棒駆動水圧系、SLC：ほう酸水注入系、SGTS：非常用ガス処理系、FCS：可燃ガス濃度制御系又は可燃性ガス濃度制御系、AC：不活性ガス系又は原子炉格納容器調気系 
R/B：原子炉建屋、 T/B：ﾀｰﾋﾞﾝ建屋、C/B：コントロール建屋、Hx/B：海水熱交換器建屋                                                      ※本表の内容は今後の現場確認等の調査により変更される可能性あり。 

出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）、 

    福島第二原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年８月１２日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）、その他聞き取り情報等を含む 

（参考）格納容器の閉込機能に関する被害状況（その２） 

福島第一 福島第二 女川 東海第二 状況 

代替冷却 
注水系 

【MUWC,CRD,SL
C】 

（設置位置） 

1～5号MUWC：△ 
6号MUWC   ：◎ 
1～3号CRD ：△ 
4号CRD    ：－ 
5,6号CRD  ：△ 
1～3号SLC ：△ 
4～6号SLC ：－ 

1号MUWC ：◎(A,C),○(B)（地震後） 
        →△(A,C),◎(B)（津波襲来後） 
2号MUWC ：◎(A),○(B)  
3号MUWC ：◎(A),○(B,C)（地震後） 
        →◎（津波襲来後） 
4号MUWC ：○(A,C),◎(B)（地震後） 
        →○(A,B),◎(C)（津波襲来後） 
1号CRD   ：△(A),○(B) 
2～4号CRD：◎(A),○(B) 
1号SLC   ：△(A),○(B) 
2～4号SLC：◎(A),○(B) 

1号MUWC  ：○(A),◎(B) 
2,3号MUWC：◎(A,B),○(C) 
1号CRD   ：△ 
2号CRD   ：◎(A),△(B) 
3号CRD   ：◎(A),○(B) 
1～3号SLC：○ 

MUWC：◎ 
CRD ：△(A) ,○(B) 
SLC ：△(A) ,○(B) 

・福島第一は6号機のMUWCを除き機能喪
失。 

 
・福島第二、女川、東海第二は、一部で

津波後の電源喪失又は海水系喪失によ
り機能喪失したものの、代替注水が可
能な状態。 1～6号MUWC：T/B地下 

1～6号CRD ：R/B地下 
1～5号SLC ：R/B４階 
6号SLC    ：R/B５階 

1～4号MUWC：T/B地下 
1～4号CRD ：R/B地下 
1～4号SLC ：R/B５階 

1号MUWC  ：T/B地下 
2,3号MUWC：R/B地下 
1～3号CRD：R/B地下 
1号SLC   ：R/B４階 
2,3号SLC ：R/B２階 

MUWC：T/B地下 
CRD ：R/B地下 
SLC ：R/B５階 

非常用ガス
処理系

【SGTS】 
(設置位置) 

1～4号SGTS：◎（地震後） 
     →△（津波襲来後） 
5号SGTS  ：◎（地震後） 
     →△（津波襲来後） 
6号SGTS   ：◎（地震後） 
     →△(A),◎(B)（津波襲来後） 

1号SGTS：◎（地震後） 
      →△(A),◎(B)（津波襲来後） 
2～4号SGTS：◎ 

1号SGTS：◎ 
2号SGTS：○ 
3号SGTS：○ 
   

SGTS：◎（地震後） 
    →△(A),◎(B)（津波襲来後） 
     

・福島第一は津波による電源喪失のため
6号機B系を除き機能喪失。3/13に5号
機A系復旧。 

 
・福島第二1号機A系は津波による電源喪

失のため機能喪失。 
 
・女川3号機は津波後に一時的に運転。 
 
・東海第二A系は津波によるDG海水ポン

プ電動機被水のため機能喪失し、3/14
に復旧。 

1～5号SGTS：T/B２階 
6号SGTS：C/B２階 

1号SGTS：A/B１階 
2～4号SGTS：A/B１階 

1～3号SGTS：R/B２階 SGTS：R/B５階 

可燃ガス濃
度制御系
【FCS】 

(設置位置) 

1～3号FCS：○（地震後） 
     →△（津波襲来後） 
4～6号FCS：－ 

1号FCS：○（地震後） 
   →△(A),○(B)（津波襲来後） 
2～4号FCS：○ 

1～3号FCS：○ 
FCS：○（地震後） 
   →△(A),○(B)（津波襲来後）  

・福島第一1～3号機は津波による電源喪
失及び海水系喪失のため機能喪失。 

 
・福島第二1号機A系は津波による電源喪

失のため機能喪失。 
 
・東海第二はA系津波によるDG海水ポン

プ電動機被水のため機能喪失し、3/14
に復旧。 

1号FCS(A)：R/B４階 
1号FCS(B)：R/B１階 
2,3号FCS(A)：R/B２階 
2,3号FCS(B)：R/B３階 
4号FCS  ：R/B３階 
5号FCS(A)：R/B２階 
5号FCS(B)：R/B３階 
6号FCS(A)：R/B５階 
6号FCS(B)：R/B３階 

1号FCS：R/B２階 
2～4号FCS：R/B２階 

1号FCS：R/B４階 
2,3号FSC：R/B２階 

FCS：R/B３階 

不活性ガス
系【AC】 
(設置位置) 

1～3号AC：○（地震後） 
    →△（津波襲来後） 
4～6号AC：－ 

1～4号AC：○ 1～3号AC：○ AC：○ 
・福島第一1～3号機は津波による電源喪

失のため機能喪失。 
1～3号AC：R/B 
4～6号AC：R/B 

1～4号AC：R/B 1～3号AC：R/B AC：R/B 



水素爆発に関する状況 

平成２３年１月２０日 
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（参考）ブローアウトパネルについて（その２） 
  

建屋における
設置枚数 

１枚あたりのパネルの大きさ 作動圧力 作動方法 固定具の仕様 パネルの設置箇所数 

東通 ０枚 ― ― ― ― ― 

女川１ ２枚 約２.０ｍ×１.３ｍ ４３５kg/㎡ 
所定の圧力が作用するとパネルを固定し
ている金物が塑性変形を起こし動作する。 

炭素鋼 
２箇所に設置 

（1箇所に１枚で設置） 

女川２、３ ０枚 ― ― ― ― ― 
福島第一１ １枚 約４.１ｍ×６.３ｍ ３５２kg／㎡ 

所定の圧力が作用するとパネルを固定し
ている金物が塑性変形を起こし動作する。 

炭素鋼 1箇所に設置 
福島第一２ １枚 約４.３ｍ×６.０ｍ ３５２kg／㎡ 炭素鋼 1箇所に設置 
福島第一３ １枚 約６.３ｍ×５.９ｍ ３４２kg／㎡ 炭素鋼 1箇所に設置 
福島第一４ １枚 約６.３ｍ×５.９ｍ ３４２kg／㎡ 炭素鋼 1箇所に設置 
福島第一５ １枚 約６.３ｍ×５.９ｍ ３４２kg／㎡ 炭素鋼 1箇所に設置 

福島第一６ ８枚 
約５.５ｍ×２.８ｍ 
約３.７ｍ×４.２ｍ 

３４２kg／㎡ ステンレス鋼 8箇所に設置 

福島第二１ ４枚 約４.６ｍ×３.５ｍ ３５２kg／㎡ 炭素鋼 4箇所に設置 

福島第二２ ４枚 約４.０ｍ×４.０ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 4箇所に設置 

福島第二３ ４枚 約２.８ｍ×６.２ｍ ３００kg／㎡ 炭素鋼 4箇所に設置 

福島第二４ ４枚 約４.０ｍ×４.０ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽１ ４枚 約４.２ｍ×４.１ｍ ３９０kg／㎡ 炭素鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽２ ４枚 約４.２ｍ×４.１ｍ ５００kg／㎡ 炭素鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽３ ４枚 約４.２ｍ×４.１ｍ ２１０kg／㎡ 炭素鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽４ ４枚 約４.１ｍ×４.１ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽５ ４枚 約４.１ｍ×４.１ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 4箇所に設置 

柏崎刈羽６ ８枚 約２.９ｍ×２.７ｍ ３６０kg／㎡ 炭素鋼 
4箇所に設置 

（1箇所に2枚連結で設置） 

柏崎刈羽７ ４枚 約４.１ｍ×４.３ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 4箇所に設置 

浜岡３,４ ０枚 ― ― ― ― ― 

浜岡５ ４枚 約２.５ｍ×約２ｍ ３．２４kPa(３３０kg/㎡) 
所定の圧力が作用するとパネルを固定し
ている金物が塑性変形を起こし動作する。 

炭素鋼 
２箇所に設置 

（1箇所に2枚連結で設置） 

志賀１ ２枚 約２.４ｍ×約２.４ｍ ３５０kg／㎡ 所定の圧力が作用するとパネルを固定し
ているクリップが塑性変形を起こし動作
する。 

ステンレス鋼 
２箇所に設置 

（1箇所に1枚で設置） 

志賀２ ４枚 約４.０ｍ×約４.２ｍ ３５０kg／㎡ ステンレス鋼 
４箇所に設置 

（1箇所に1枚で設置） 

島根１ 1枚 約６.８ｍ×３.６ｍ 
作動しないようボルトで
固定している。 

ブローアウトパネルを使う必要がないこと
から，ボルトで固定している。 

ステンレス鋼 １箇所に設置 

島根２ 3枚 約３.７ｍ×３.７ｍ ３５０kg/㎡（３．４３kPa） 所定の圧力が作用するとパネルを固定し
ている金物が塑性変形を起こし動作する。 
 

ステンレス鋼 
３箇所に設置 

（1箇所に1枚設置） 

東海第二 ８枚 約４ｍ×４ｍ 
約７１３kg/㎡ 
（約６．９９kPa） 

炭素鋼 
８箇所に設置 

（1箇所に1枚で設置） 

敦賀１ 0枚 ― ― ― ― ― 



（参考２）シビアアクシデント対策（水素爆発対策）について 

  ＢＷＲの例   ＰＷＲの例 

 保安院から事業者に対して水素爆発を防止するために、水素が建屋に滞留することを防ぐための措置を講
ずるよう求めたところ（平成２３年６月７日）であり、事業者から報告された取組例は以下のとおり。  
  



通信・計測制御・使用済燃料貯蔵 
設備の概要 

平成２４年１月２０日 
原子力安全・保安院 

参考資料 １ 



 

 

 

 

 

（通信設備） 

 原子炉施設には適切な警報計及び通
信連絡設備を備え、事故時に原子力発電
所内に居るすべての人に対し的確に指示
ができるとともに、原子力発電所と所外必
要箇所との通信連絡設備は、多重性又は
多様性を備えた設計であることが要求さ
れている。 

○所内の通信設備（例） 

 ・ぺージング、ＰＨＳ 

 ・簡易通話装置 

 ・トランシーバ 

 

○所外の通信設備（例） 

 ・衛星携帯電話 

 ・保安通信設備 

  

  

 

〈通信設備について〉 

出典：島根原子力発電所におけるシビアアクシデントへの対応に関する措置の実施状況報告           
                        （平成23年6月14日中国電力株式会社） 



 

 

 

 

 

（計装設備） 

 原子炉圧力容器計装系は、原子炉圧力
容器各部の温度分布、原子炉冷却材の
炉心入口及び出口温度、水位、炉心流量
及び炉心差圧、原子炉容器内の圧力等
を計測、監視することにより、原子炉出力
を制御する。 

 原子炉水位の信号は、通常運転時の原
子炉水位制御用信号、異常時のスクラム
信号、事故時の非常用炉心冷却系の起
動信号、事故時の炉心損傷防止のため
のＡＭ設備の起動信号として用いられる。 
原子炉圧力は、４個の計装ノズルに独立
して接続された凝縮器に接続された圧力
変換器から信号が送られる。 

 炉心流量は、ジェットポンプの差圧を検
出して測定する。 

〈計装設備について：通常時（水位、温度、圧力）〉 

水位／圧力計の測定原理 

出典：東京電力(株)公表資料 



 

 

 

 

 

（計装設備） 

 格納容器雰囲気モニタ（ＣＡＭＳ：
Containment Atmospheric Monitoring 

System）は、通常運転時及び原子炉冷却

材喪失事故（ＬＯＣＡ）時の原子炉格納容
器内雰囲気の水素濃度、酸素濃度を測
定するもので、放射線レベルの測定も行
う。 

 測定レンジは、水素が０～１００vol％、
酸素が０～３０vol％で、電源は非常用電
源より供給される。 

 また、同じ機能を有する独立した２系統
（Ａ系統、Ｂ系統）がある。 

〈計装設備について：格納容器雰囲気モニタ（ＣＡＭＳ）〉 

出典：東北電力HP資料に加筆 

放射線検出器 放射線検出器 



 

 

 

 

 

（計装設備） 

 放射線を定期的に又は連続的に監視・
測定することをモニタリングといい、原子
力発電所等の周辺でモニタリングを行う
ために設置された装置をモニタリングポス
トといって、空気中の放射線を２４時間連
続で監視している。 

 環境の放射線量率の測定は、通常ガン
マ線を対象に行われ、検出器としてガン
マ線に感度のよい、蛍光作用を利用した
シンチレーション検出器や、電離作用を利
用した電離箱式検出器がよく用いられる
が、一部の地域では中性子線の検出もで
きるようになっている。 

  

〈計装設備について：モニタリングポスト〉 

モニタリングポスト 

出典：東京電力HPより 



 

 

 

 

 

（使用済燃料貯蔵プール） 

 使用済燃料を貯蔵、保管するための水

槽（プール）を、ＢＷＲでは「使用済燃料貯

蔵プール」といい、原子炉格納容器の上

に位置している。 

 使用済燃料は、核分裂生成物の崩壊に

より放射線と熱を発生するので、放射線

の遮蔽と燃料体の冷却のため、十分な水

深のプールは常に水張りされ、プール水

は循環して冷却されるとともに浄化される

ようになっている。 

 ここには、使用済燃料だけでなく、炉心

から取り出した後に再装荷する燃料や、

新規に装荷する燃料等も一時的に保管さ

れる。 

  

使用済燃料貯蔵プール 

〈燃料貯蔵設備について：ＢＷＲ（燃料プール）〉 

出典：JNESＨＰより 



 

 

 

 

 

（共用プール） 

 共用プールとは、原子炉建屋内にある

使用済燃料貯蔵プールとは別に、複数の

プラントの使用済燃料を保管しておく施設。 

 東京電力福島第一原子力発電所に設

置された共用プールは、４号機の西約５０

ｍの建物内にあり、縦２９ｍ、横１２ｍ、深

さ１１ｍで、使用済燃料を６８４０本収容可

能。 

 

  

使用済燃料共用プール 

〈燃料貯蔵設備について：ＢＷＲ（共用プール）〉 

出典：東京電力HPより 



 

 

 

 

 

（乾式キャスク貯蔵施設） 

 使用済燃料は、発電所内の使用済燃料
貯蔵プールに一定期間貯蔵されるが、そ
の後、再処理のために移送するまで保管
する方法の一つとして「乾式キャスク貯蔵
施設」がある。 

 「乾式貯蔵キャスク」とは、使用済燃料
の収納時にその内部を乾燥させ、使用済
燃料を不活性ガスとともに封入して貯蔵
する容器で、キャスク本体に二重構造の
蓋部、バスケット等で構成される。 

  「乾式キャスク貯蔵施設」は、乾式キャ

スクの表面からの放熱を空気の自然対流
により除熱し、キャスクが放射線の遮蔽機
能を確保していることを建屋内の放射線
モニタで監視し、さらにキャスクの周囲を
コンクリート製の建物で取り囲んで遮蔽し
ている等、安全性が高く、海外でも数多く
の実績がある。 

乾式キャスク貯蔵施設 

〈燃料貯蔵設備について：ＢＷＲ（乾式キャスク貯蔵施設）〉 

出典：日本原子力発電ＨＰより 



 

 

 

 

 

（使用済燃料ピット） 

 使用済燃料を貯蔵、保管するための水
槽を、ＰＷＲでは「使用済燃料ピット」とい
う。機能と用途は、ＢＷＲの「使用済燃料
貯蔵プール」と同じ。 

 ＰＷＲでは原子炉格納容器の横に位置
している。 

〈燃料貯蔵設備について：ＰＷＲ（使用済燃料ピット）〉 

使用済燃料ピット 

出典：JNESＨＰより 



各事業者の通信・コミュニケーション、
計測制御、使用済燃料貯蔵設備概要 
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通信・コミュニケーション設備 



○各事業者とも平成１９年７月に発生した新潟県中越沖地震による柏崎刈羽原子力発電所の被災状況を踏まえ、耐震性向上対策の一 
 環として免震構造の事務棟を建設する動きがある。 
○構内の通信手段の確保については、緊急時において、発電所構内作業の円滑化を図るため、全ての交流電源が喪失したときにおけ
る確実な発電所構内の通信手段を確保するための措置が講じられている。 

１．通信・コミュニケーション設備（１／３） 

  
免震構造の事務棟               発電所構内の通信手段確保 

    
     規模地震時における緊急対策所の確保 通常通信手段の確保・信頼性向上 代替通信手段の確保 

北海道 泊 

<免震棟の設置> 
 検討中 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数   
 時間以上使用可能 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により 
 既設）等による電源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、衛星電話、有 
 線仮設電話（乾電池駆動）配  
 備済み 

東北 

東通 

<免震棟の設置> 
 検討中 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数 
 時間以上使用可能 
 ・その後、PHS設備を大容量電源装置   
 等（緊急安全対策により既設）により電 
 源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 衛星電話、移動無線配備済   
 み 

女川 

<免震棟の設置> 
 ・地上8階の事務新館（免震構造）を新設    
 （平成23年10月竣工，11月運用開始） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数   
 時間以上使用可能 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により 
 既設）により電源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 衛星電話、移動無線配備済   
 み 

東京 

 
 福島第一 

 

<免震棟の設置> 
 ・地上2階の免震棟有り 
 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数 
 時間以上使用可能 

＜代替通信手段＞ 
 ・衛星電話、移動無線を配備
済み 
 

福島第二 

<免震棟の設置> 
 ・地上3階の免震棟有り 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数 
 時間以上使用可能 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により 
 既設）等による電源を確保 柏崎 

刈羽 

<免震棟の設置> 
 ・地上2階の免震棟有り 



  
免震棟               発電所構内の通信手段確保 

    
     大規模地震時における緊急対策所の確保 通常通信手段の確保・信頼性向上 代替通信手段の確保 

中部 浜岡 

<免震棟の設置> 
 ・地上4階の免震棟を設置済み 

＜構内PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も、災害対策用発電機（緊急  
 安全対策により既設）等により電源を確保 
 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮し、PHS交換機を高所に 
 移設(平成23年度末完了予定) 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、無線、衛星電話を配備  
 済み 
 

北陸 志賀 

<免震棟の設置> 
 ・地上3階の免震棟を建設予定（平成25 
 年度中に完成予定） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間以上使  
 用可能 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により既設）等に  
 よる電源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 ・陸上無線機、衛星電話を配備済み 

関西 

美浜 

<免震事務棟の設置> 
 ・平成28年度中に設置予定 
 ・設置場所、施設規模は検討中 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間以上使  
 用可能 
 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮して、内線電話用交換機 
 及び電源を高所へ移設（平成28年度頃完了予定） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、携行型通話装置（乾電  
 池式）、衛星携帯電話、緊急時衛星通   
 報システム設置済み 
 ・衛星可搬局設置予定（Ｈ24年度） 

大飯 

<免震事務棟の設置> 
 ・平成28年度中に設置予定 
 ・設置場所、施設規模は検討中 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間以上使 
 用可能 
 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮して、内線電話用交換機 
 及び電源を高所へ移設（平成28年度頃完了予定） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、携行型通話装置（乾電  
 池式）、衛星携帯電話、緊急時衛星通  
 報システム設置済み 
 ・衛星可搬局設置予定（Ｈ24年度） 

高浜 

<免震事務棟の設置> 
 ・平成28年度中に設置予定 
 ・設置場所、施設規模は検討中 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間以上使 
 用可能 
 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮して、内線電話用交換機  
 及び電源を高所へ移設（平成28年度頃完了予定） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、携行型通話装置（乾電  
 池式）、衛星携帯電話、緊急時衛星通 
 報システム設置済み 
 ・衛星可搬局設置予定（Ｈ24年度） 

１．通信・コミュニケーション設備（２／３） 



  
免震棟                     発電所構内の通信手段確保 

    
     大規模地震時における緊急対策所の確保 通常通信手段の確保・信頼性向上 代替通信手段の確保 

中国 島根 

<免震棟の設置> 
 ・地上3階程度の免震棟を建設予定（平成26  
    年度完成予定） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間以上使  
 用可能 
 ・電源車（緊急安全対策により既設）による電源を  
 確保 

＜代替通信手段＞ 
 ・衛星電話、トランシーバ、有線簡易通話 
 装置（乾電池駆動）配備済み 

四国 伊方 

<免震棟の設置> 
 地上7階の免震棟を設置済（平成23年12月） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・内線電話（構内PHS，固定電話）の一部は全交流 
 電源喪失時も蓄電池により数時間以上使用可能 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮して、内線電話（構内PHS，  
 固定電話）の交換機等を新設した新事務所ビル 
 （免震ビル）4階などの高所に移設（Ｈ24年度末完了 
 予定） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ、インターホン、ノーベルホ 
 ン配備済み 

九州 

玄海 

<免震棟の設置> 
 検討中 

＜ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池設備等により数時間 
 以上使用可能。 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により既設）による  
 電源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 ・携帯型有線通話装置（乾電池式）を配 
 備済み 

川内 

<免震棟の設置> 
 検討中 

＜ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池設備等により数時間 
 以上使用可能。 
 ・その後、電源車（緊急安全対策により既設）による  
 電源を確保 

＜代替通信手段＞ 
 ・携帯型有線通話装置（乾電池式）を配  
 備済み 

日本原電 

敦賀 

<免震棟の設置> 
 ・地上3階の免震棟を建設（平成23年度完成） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間使用可 
 能 
＜中長期対策＞ 
 ・津波による浸水を考慮して，構内PHS交換機を高  
 所等に移設する。（平成23年12月完了） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ，衛星電話を配備済み 
 ・乾電池駆動の簡易通話装置を配備済み（平 
 成23年6月完了） 

東海第
二 

<免震棟の設置> 
 ・地上3階の免震棟を建設（平成22年度完成） 

＜PHS、ページング設備＞ 
 ・全交流電源喪失時も蓄電池により数時間使用可能 
 ・ページング装置については，その後、電源車（緊急安全  
   対策により既設）等による電源を確保 
＜中長期対策＞ 
   ・津波による浸水を考慮して，構内PHS交換機を高所等に    
    移設する。（平成24年5月頃完了予定） 

＜代替通信手段＞ 
 ・トランシーバ，衛星電話を配備済み 
 ・乾電池駆動の簡易通話装置を配備済み 

１．通信・コミュニケーション設備（３／３） 



 計測制御設備の概要 



２．計測制御設備の概要（１／１６） 

○計測制御設備については、ＳＢＯ時には緊急安全対策において整備した電源車及び空冷式の非常用発電装置により給  
  電を行うことにより一部の設備について監視を可能としている。（福島第一を除く） 

計装設備 
  

温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 
（参考） 

格納容器内の状態監視   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

北海道 泊 

  
 【1，2号機】 
 《炉内温度計》 
 測定レンジ；40～1300℃；炉心出口に13カ所（SBO時の給電：否）      
 《容器温度計》 
 なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉容器水位計；0～100%(原子炉容器下端～上端）：1系統（SBO時の給電：可）                                          
 《事故時炉内圧力計》 
 1次冷却材圧力計：0～21MPa；2系統（SBO時の給電：可） 
 《格納容器雰囲気モニタ》 
 格納容器高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ(低ﾚﾝｼﾞ)；測定ﾚﾝｼﾞ：10

2
～10

7
μSv/h；2系統 

 格納容器高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ(高ﾚﾝｼﾞ)；測定ﾚﾝｼﾞ：10
3
～10

8
mSv/h；2系統 

 （SBO時の給電：可）                                         
 《エリアモニタ》 
  原子炉建屋、原子炉補助建屋、廃棄物処理建屋に設置（SBO時の給電：可） 
 【３号機】 
 《炉内温度計》 
 測定レンジ；40～1300℃；炉心出口に39カ所（SBO時の給電：否）      
 《容器温度計》 
 なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉容器水位計；0～100%(原子炉容器下端～上端）：1系統（SBO時の給電：否）                                        
 《事故時炉内圧力計》 
 1次冷却材圧力計：0～21MPa；2系統（SBO時の給電：可） 
 《格納容器雰囲気モニタ》 
 格納容器高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ(低ﾚﾝｼﾞ)；測定ﾚﾝｼﾞ：10

2
～10

7
μSv/h；2系統 

 格納容器高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ(高ﾚﾝｼﾞ)；測定ﾚﾝｼﾞ：10
3
～10

8
mSv/h；2系統 

  （SBO時の給電：可）                                      
 《エリアモニタ》 
 原子炉建屋、原子炉補助建屋に設置（SBO時の給電：否） 
 【共用】 
 《モニタリングポスト》 
  モニタリングポスト７箇所、モニタリングステーション１箇所  （SBO時の給電：否） 
  ※SBO時は可搬式モニタリングポスト等により測定                      

 
 <監視装置> 
 ＩＴＶカメラを設置済み。 
 1号機 エリア監視用 3台 
     機器監視用 10台 
 2号機 エリア監視用 3台 
     機器監視用 8台 
 3号機 エリア監視用 4台 
     機器監視用 11台 
 （SBO時の給電：否） 



２．計測制御設備の概要（２／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

（参考） 
格納容器内の状態監視   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

東北 東通 

 
 《炉内温度計》 
 冷却材温度（ＰＬＲ入口，ＣＵＷ入口）5カ所：0～300℃ 
 （非常用交流電源［SBO時も大容量電源装置等より給電可］） 
 《原子炉圧力容器温度計》 
 熱電対：28箇所：0～300℃ 
 （非常用交流電源［SBO時も大容量電源装置等より給電可］） 
 《事故時原子炉水位計》 
 燃料域：-3800～+1300mm（2系統） 
 （直流電源［SBO時も給電可］） 
 《事故時原子炉圧力計》  
 広帯域：0～10MPa（2系統） 
 （直流電源［SBO時も給電可］） 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》  
 測定レンジ：10～10

8
mSv/h（2系統：4箇所測定） 

 （非常用交流電源［SBO時も大容量電源装置等より給電可］） 
 《モニタリングポスト》  
 8箇所 （非常用交流電源［SBO時も大容量電源装置等より給電可］） 
 
 《事故時原子炉格納容器温度計》 
 測定レンジ：0～300℃（1系統：11箇所測定） 
 （直流電源［SBO時も給電可］） 
 《事故時原子炉格納容器圧力計》 
 広帯域：0～1MPa[abs]（1系統） 
 （直流電源［SBO時も給電可］） 
 《Ｓ／Ｃ雰囲気温度》 
 測定レンジ：0～200℃（１系統：４箇所測定） 
 （非常用交流電源［ＳＢＯ時も大容量電源装置等より給電可］） 
 《Ｓ／Ｃ圧力》  
 ０～１MPa〔abs〕（１系統） 
 （直流電源［ＳＢＯ時も給電可］） 
 《エリア放射線モニタ》 
 原子炉建屋、タービン建屋、サービス建屋（非常用交流電源［ＳＢＯ時も大容量電源装置等より給電可］） 

 
 <監視装置> 
 ITVカメラなし 



２．計測制御設備の概要（３／１６） 

計装設備 
  

温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

 
（参考） 

格納容器内の状態監視 
 

  

    スペック・電源 
 

遠隔監視設備 
 

東北 女川 

 【１号機】 
 《炉内温度計》 
 冷却材温度（ＰＬＲ入口，ＣＵＷ入口）7カ所：0～300℃（非常用交流電源［SBO時の給電否

※
］） 

 《原子炉圧力容器温度計》熱電対：40箇所：0～300℃（非常用交流電源［SBO時の給電否
※

］） 
 《事故時炉内水位計》 
 燃料域：-3,800～+5,000mm（2系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《事故時炉内圧力計》 
 広帯域：0～10MPa（5系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》 
 測定レンジ：10～10

8
mSv/h：2系統（非常用交流電源［SBO時の給電否

※
］） 

 《モニタリングポスト》 6箇所 （非常用交流電源［SBO時の給電否
※

］） 
 ※現在設置中の大容量電源装置の運用開始により給電可 
 《原子炉格納容器温度計》 
 測定レンジ：０～３００℃（１１箇所）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《事故時格納容器圧力計》 
 広帯域：０～１ＭＰａ［abs］（１系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《Ｓ／Ｃ雰囲気温度》測定レンジ：０～２００℃：４系統（非常用交流電源［SBO時の給電否※］） 
 《Ｓ／Ｃ圧力》測定レンジ：０～１ＭＰａ：１系統（非常用交流電源［SBO時の給電否※］） 
 《エリアモニタ》原子炉建屋、タービン建屋、廃棄物処理建屋、制御建屋（非常用交流電源［SBO         
 の給電否※］） 

 
 <監視装置> 
 ITVカメラなし 

 【２・３号機】 
 《炉内温度計》 
 冷却材温度（ＰＬＲ入口，ＣＵＷ入口）5カ所：0～300℃（非常用交流電源［SBO時の給電否

※
］） 

 《原子炉圧力容器温度計》熱電対：28箇所：0～300℃（非常用交流電源［SBO時の給電否
※

］） 
 《事故時炉内水位計》燃料域：-3,800～+1,300mm（2系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《事故時炉内圧力計》広帯域：0～10MPa（10系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》測定レンジ：10～10

8
mSv/h（2系統）（非常用交流電源［SBO   

 時の給電否
※

］） 
 ※現在設置中の大容量電源装置の運用開始により給電可 
 
 《原子炉格納容器温度計》測定レンジ：０～３００℃（１系統：１１箇所）（直流電源［SBO時も給電 
  可］） 
 《事故時格納容器圧力計》広帯域：０～１ＭＰａ［abs］（１系統）（直流電源［SBO時も給電可］） 
 《Ｓ／Ｃ雰囲気温度》測定レンジ：０～２００℃：４系統（非常用交流電源［SBO時の給電否※］） 
 《Ｓ／Ｃ圧力》測定レンジ：０～１ＭＰａ：１系統（非常用交流電源［SBO時の給電否※］） 
 《エリアモニタ》 
 ２号機 原子炉建屋、タービン建屋、制御建屋（非常用交流電源［SBO時の給電否※］） 
 ３号機 原子炉建屋、タービン建屋、サービス建屋、制御建屋（非常用交流電源［SBO時の給電  
 否※］） 



２．計測制御設備の概要（４／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無 

  

    スペック・電源 遠隔監視設備 

東京 福島第一 

 

 ≪原子炉温度計≫・12～24箇所（号機による） ・0～300℃ （SBO時の給電：否） 
 ≪原子炉格納容器温度計≫・15～23箇所（号機による）・0～200℃ 
 （SBO時の給電）（主盤計器）否：１～６号機 （ＡＭ用）可：２／３／５／６号機 
 ≪原子炉水位計（燃料域）≫・2系統・-3000～5000mm（1号機）、-3700～5000mm（2/3/5号機）、-2500～5000mm（4号機） 
                                      -3800～1300mm（6号機） 
 （SBO時の給電：否：１号機、可：２～６号機） 
 ≪原子炉圧力計≫・2系統・0～9MPa（1号機）、0～8.336MPa（2/5号機）, 0～9.807MPa（3号機）, 0～10MPa（4号機）,  
                            0～11MPa（6号機） 
   （SBO時の給電：可） 
  ≪原子炉格納容器圧力計（AM用）≫・1系統・0～1Mpa abs 
   （SBO時の給電：否：１，４号機、可：２，３，５，６号機） 
 ≪サプレッションプール圧力計（AM用）≫・１系統・0～0.981MPa［abs］（1号機）,0～1MPa［abs］（2/3/5/6号機） 
                                                        0～1000kPa［abs］（4号機） 
  （SBO時の給電：否：１，４号機、可：２，３，５，６号機） 
  ≪サプレッションプール水位計（AM用）≫・1系統 ・-1～5m（1号機）, -1.5～4.8m（2/3/5号機）, -1.5～5m（4号機） 
                                                        -0.5～8.5m（6号機） 
   （SBO時の給電：否：１，４号機、可：２，３，５，６号機） 
 《サプレッションプール温度計》・２系統・0～150℃ 
  （SBO時の給電：否） 
  ≪格納容器雰囲気モニタ≫・2系統 ・10-2～105Sv/h 
  （SBO時の給電：否） 
 ≪エリア放射線モニタ≫・測定範囲は場所による。 
  （SBO時の給電：否） 
 ≪モニタリングポスト≫・8箇所,10～10４nGy/h（低線量用）,10～10８ｎGy/h（高線量用） 
    （SBO時の給電：可） 

 
 〈監視装置〉 
 ・ITVカメラなし 



２．計測制御設備の概要（５／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

東京 福島第二 

 
 ≪原子炉温度計≫・12～13箇所（号機による）・0～300℃ 
  （SBO時の給電：否） 
 ≪原子炉格納容器温度計≫・21～22箇所（号機による） ・0～200℃ 
  （SBO時の給電：否） 
 ≪原子炉水位計（燃料域）≫・2系統・-3800～1300mm 
  （SBO時の給電：可） 
 ≪原子炉圧力計≫・2系統・0～10MPa 
  （SBO時の給電：可） 
 ≪原子炉格納容器圧力計（AM用）≫・1系統・0～1000kPa 
  （SBO時の給電：号機により可） 
 ≪サプレッションプール水位計（AM用）≫・1系統・-160～780cm（号機による） 
  （SBO時の給電：号機により可） 
 ≪格納容器雰囲気モニタ≫・2系統（D/W：２、S/P：２）・10

-2
～10

5
Sv/h 

   （SBO時の給電：否） 
 ≪モニタリングポスト≫・7箇所・10～10

４
nGy/h（低線量用）,10～10

８
ｎGy/h（高線量用） 

   （SBO時の給電：可） 
  ≪エリアモニタ≫原子炉建物、タービン建物、制御室建物、廃棄物処理建物 
  （SBO時の給電：否） 
 

 
 〈監視装置〉 
 ・ITVカメラ２台あり（ＰＬＲポンプメカシー  
 ルパージ水流量変動（メカリーク）監視 
 用として１号機のみあり）。 
 （SBＯ時の給電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（６／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

東京 
柏崎 
刈羽 

 
 ≪原子炉温度計≫ ・12～15箇所（号機による） ・0～300℃ 
 （SBO時の給電：否） 
 ≪原子炉格納容器温度計≫ ・17～22箇所（号機による） ・0～200℃ 
 （SBO時の給電：否） 
 ≪原子炉水位計（燃料域）≫ ・2系統・-3800～1300mm（1～5号機） 
                    ・-4000～1300mm（6・7号機） 
  （SBO時の給電：可） 
 ≪原子炉圧力計≫・2系統 ・0～10MPa 
  （SBO時の給電：可） 
 ≪原子炉格納容器圧力計（AM用）≫・1系統・0～1000kPa 
  （SBO時の給電：号機により可） 
 ≪サプレッションプール水位計（AM用）≫・1系統・-160～550cm（号機による） 
  （SBO時の給電：号機により可） 
 ≪格納容器雰囲気モニタ≫・2系統（D/W：２、S/P：２） ・10

-2
～10

5
Sv/h 

 （SBO時の給電：否） 
 ≪モニタリングポスト≫・7箇所 ・0～10

４
nGy/h（低線量用） 0～10

８
ｎGy/h（高線量用） 

  （SBO時の給電：可） 
 ≪エリアモニタ≫原子炉建物、タービン建物、制御室建物、廃棄物処理建物 
  （SBO時の給電：K6以外可） 

 
 〈監視装置〉 
 ・ＩＴＶカメラなし。 
  



２．計測制御設備の概要（７／１６） 

計装設備 
  

温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 
 

（参考） 
格納容器内の状態監視 

  

    スペック・電源 
 

遠隔監視設備 

中部 浜岡 

  
 【１，２号】 
  《エリアモニタ》＜1号＞原子炉建屋、タービン建屋、廃棄物処理建屋、復水ろ過脱塩装置建屋、  
  希ガス建屋に設置。(ＳＢＯ時、原子炉建屋、廃棄物処理建屋、希ガス各建屋の一部給電可(バッテリー   
  による）) ＜２号＞原子炉建屋、タービン建屋、廃棄物処理建屋に設置。(ＳＢＯ時、原子炉建屋、廃  
  棄物処理建屋の一部給電可（バッテリによる）) 

 
 <監視装置> 
 格納容器内に以下のＩＴＶ設置済み 
 
 3号機：5台（SBO時の給電：否） 
 ・PLRﾒｶﾘｰｸ漏えい監視：4台 
 ・MSIV動作・漏えい監視：1台 
 
 4号機：7台（SBO時の給電：否） 
 ・PLRﾒｶﾘｰｸ漏えい監視：6台 
 ・MSIV動作・漏えい監視：1台 
 
 5号機：3台（SBO時の給電：否） 
 ・D/W機器漏えい監視(D/Wｻﾝﾌﾟ)： 
 1台 
 ・MSIV動作・漏えい監視：2台 

  
 【３，４号】 
  《炉内温度計》 
 ・熱電対 ＰＬＲ入口：２箇所：0～300℃(ＳＢＯ時給電可) 
       ＲＰＶボトム：１箇所：0～300℃(ＳＢＯ時給電否) 
 ・ＲＴＤ ＰＬＲ入口：２箇所：200～300℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《容器温度計》 ・熱電対 １４箇所：0～300℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《Ｄ／Ｗ内温度計》 ・熱電対 14箇所：0～200℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《S/C水温計》 ・熱電対 32箇所：0～150℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《事故時炉内水位計》・原子炉水位燃料域(A)(B)：-3800～1300mm;2系統(ＳＢＯ時給電可(1系統のみ  
 供給)) 
 《事故時炉内圧力計》・原子炉圧力広帯域：0～12MPa;2系統(ＳＢＯ時給電可(1   
 系統のみ供給)) 
 《D/W圧力》 広帯域：0～1MPa［abs］;1系統(ＳＢＯ時給電可) 
 《S/C圧力》0～1MPa［abs］;1系統(ＳＢＯ時給電可) 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》D/W CAMSγ線線量率(A)(B)：1×10^-2～1×10^5Sv/h;2系統(ＳＢ 
 Ｏ時給電可(1系統のみ供給)) 
 《エリアモニタ》原子炉建屋、タービン建屋、補助建屋に設置。(３号機：ＳＢＯ時、原子炉建屋の一部給電  
 可（バッテリによる）、４号機：ＳＢＯ時給電可（バッテリによる）) 
 【５号】 
 《炉内温度計》・ＲＴＤ ＲＰＶボトム：２箇所：0～300℃(ＳＢＯ時給電可)（ＲＰＶﾎﾞﾄﾑ） 
 《容器温度計》・熱電対 １５個所：0～300℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《Ｄ／Ｗ内温度》・熱電対 10箇所：0～300℃(ＳＢＯ時給電否) 
          ・熱電対 17箇所：0～200℃(ＳＢＯ時給電否) 
          ・熱電対 4箇所：0～150℃(ＳＢＯ時給電否) 
 《Ｓ／Ｃ水温》 ・熱電対 48箇所：0～150℃(ＳＢＯ時給電可(1系統(１２箇所）のみ供給)) 
 《事故時炉内水位計》・原子炉水位燃料域(A)(B)：-4000～1300mm;2系統(ＳＢＯ時給電可(1系統のみ供   
 給)) 
 《事故時炉内圧力計》・原子炉圧力広帯域：0～10MPa;2系統(ＳＢＯ時給電可(1系統のみ供給) 
 《D/W圧力》広帯域：0～500kPa［abs］;2系統(ＳＢＯ時給電否) 
 《S/C圧力》0～1MPa［abs］;1系統(ＳＢＯ時給電可) 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》・D/W放射線ﾚﾍﾞﾙ(A)(B)：1×10^-2～1×10^5Sv/h;2系統(ＳＢＯ時給   
 電否)・S/C放射線ﾚﾍﾞﾙ(A)(B)：1×10^-2～1×10^5Sv/h;2系統(ＳＢＯ時給電否) 
 《エリアモニタ》原子炉建屋、タービン建屋、補助建屋に設置。(ＳＢＯ時給電可（バッテリによる）) 
 【共用】 
 《モニタリングポスト》・７箇所(ＳＢＯ時給電可<無停電電源装置 約10時間供給可>） 



２．計測制御設備の概要（８／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無 

  

    スペック・電源 遠隔監視設備 

北陸 志賀 

 
 ＜炉内温度計＞ 
 ・1号：冷却材温度(PLR入口,CUW入口)：3系統：0～300℃(SBO時給電：可（2系統）（電源車）） 
 ･2号：冷却材温度(CUW入口)：2系統：0～300℃(SBO時給電：否） 
 ＜容器温度計＞ 
 ・1号：熱電対：11系統：0～300℃(SBO時給電：可（電源車）） 
 ･2号：熱電対：15系統：0～300℃(SBO時給電：可（電源車）） 
 ＜事故時炉内水位計＞ 
 ･1号：燃料域水位：-8000～-3000mm：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ･2号：燃料域水位：-4000～ 1300mm：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ＜事故時炉内圧力計＞ 
 ･1号：0～10MPa：3系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ･2号：0～10MPa：5系統（SBO時給電：可（3系統）（蓄電池，電源車）） 
 ＜格納容器雰囲気放射線モニタ＞ 
 ･1号：測定レンジ10-2～105 Sv/h：2系統（SBO時給電：可（1系統）（電源車）） 
 ･2号：測定レンジ10-2～105 Sv/h：2系統（SBO時給電：可（電源車）） 
 ＜モニタリングポスト＞ 
 低レンジ，高レンジ：各７系統：低レンジ：10-2～105 μGｙ/h，高レンジ：10-2～105 μGｙ/h 
 （SBO時給電：否（SBO時はモニタリングカーで測定可）） 
 ＜エリア放射線モニタ＞ 
 原子炉建屋，タービン建屋，廃棄物処理建屋（SBO時給電：可(原子炉建屋(一部)，タービン建屋(一   
 部)）（蓄電池，電源車），否（廃棄物処理建屋）） 
 ＜格納容器温度計＞ 
 ・1号：D/W温度： 0～200℃：45系統（SBO時給電：可（5系統）（電源車））  S/C温度(水温)：  0～150℃：  
  13系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ・2号：D/W温度： 0～200，0～300℃：54系統（SBO時給電：可（12系統）（電源車））  S/C温度(水温)： 
   0～150℃：48系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ＜格納容器圧力計＞ 
 ・1号：D/W圧力： 0～ 600kPa ａｂs：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） S/C圧力： 0～ 600kPa   
  ａｂs：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 
 ・2号：D/W圧力： -100～ 400kPa：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） S/C圧力： -100～  
    400kPa：2系統（SBO時給電：可（蓄電池，電源車）） 

 
 ＜監視装置＞ 
 ・2号機にＩＴＶカメラ（主蒸  
 気隔離弁，原子炉冷却材  
 再循環ポンプ監視用）を3  
 台設置済み。（SBO時の給 
 電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（９／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無 

  

    スペック・電源 遠隔監視設備 

関西 美浜 

 
 《炉内温度計》 
 測定レンジ：40～1300℃ 
 SBO時の給電可否：否 
 炉心出口に13カ所 
 《容器温度計》 
 なし 
 《原子炉水位計》 
 測定レンジ；原子炉容器～上部炉心板(6点) 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 1ch 
 《１次系冷却材圧力計》 
 測定レンジ：0～20.6MＰａ 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《格納容器内高レンジエリアモニタ》 
 測定レンジ：10

3
～10

8
ｍSv/h 

 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《モニタリングポスト》 
 ６箇所（SBO時の給電可否：可） 

 
 ＜監視装置＞ 
 ・機器の状態確認用のITVカメラを3.11  
  以前より設置済み。 
 1号機：16台、2号機：16台 
 3号機：16台 
 （SBO時の給電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（１０／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

関西 大飯 

 
 《炉内温度計》 
 測定レンジ：40～1300℃ 
 SBO時の給電可否：否 
 炉心出口に13カ所（1,2号機） 
 炉心出口に50カ所（3,4号機） 
 《容器温度計》 
 なし 
 《原子炉水位計》 
 測定レンジ；原子炉容器～上部炉心板(6点) 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置）（１、２号機）、否（３、４号機） 
 チャンネル数： 1ch 
 《１次系冷却材圧力計》 
 測定レンジ：0～20.6MＰａ 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《格納容器内高レンジエリアモニタ》 
 測定レンジ：10

3
～10

8
ｍSv/h 

 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《モニタリングポスト》 
 ６箇所（SBO時の給電可否：可） 

 
 ＜監視装置＞ 
 ・機器の状態確認用のITVカメ  
 ラを3.11以前より設置済み。 
 1号機：25台、2号機：25台 
 3号機：19台、4号機：19台 
 （SBO時の給電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（１１／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

関西 高浜 

 
 《炉内温度計》 
 測定レンジ：40～1300℃ 
 SBO時の給電可否：否 
 炉心出口に13カ所（1,2号機） 
 炉心出口に39カ所（3,4号機） 
 《容器温度計》 
 なし 
 《原子炉水位計》 
 測定レンジ；原子炉容器～上部炉心板(6点)（１、２号機）、0～100%（３、４号機） 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 1ch 
 《１次系冷却材圧力計》 
 測定レンジ：0～20.6MＰａ 
 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《格納容器内高レンジエリアモニタ》 
 測定レンジ：10

3
～10

8
ｍSv/h 

 SBO時の給電可否：可（蓄電池、非常用空冷発電装置） 
 チャンネル数： 2ch 
 《モニタリングポスト》 
 ６箇所（SBO時の給電可否：可） 

 
 ＜監視装置＞ 
 ・機器の状態確認用のI   
 TVカメラを3.11以前より  
 設置済み。 
 1号機：20台、2号機：20台 
 3号機：27台、4号機：27台 
 （SBO時の給電：否） 
 



２．計測制御設備の概要（１２／１６） 

計装設備 
  

温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 
格納容器内の状態監視 

設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

中国 島根 

《炉内温度計》 
炉心出口に熱電対５カ所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
炉心入口に熱電対５カ所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
                  ０～２５０℃〔一部〕（SBO時の給電可） 
《容器温度計》 
熱電対：２６箇所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
           -１５０～１５０℃（一部）（SBO時の給電可） 
《事故時炉内水位計》 
燃料域水位計；指示計-８５０～１５０ｃm：２系統（SBO時の給電可） 
          記録計-８５０～１５０ｃm：２系統（SBO時の給電可） 
《事故時炉内圧力計》 
事故時圧力計：指示計０～１０ＭＰａ：１系統（SBO時の給電可） 
事故時圧力計：記録計０～１０ＭＰａ：１系統（SBO時の給電可） 
《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》 
測定レンジ：０．０１～１０００００Ｓv/h；２系統（１系統あたりＤ／Ｗ，Ｓ／Ｃ）（SBO時の給電可） 
《モニタリングポスト》６箇所（SBO時の給電可） 
《原子炉格納容器温度計》 
熱電対：２８箇所(D/W：２４箇所，S/C：４箇所)：記録計０～２００℃（SBO時の給電可） 
           指示計０～２００℃（SBO時の給電可） 
《原子炉格納容器圧力計》 
圧力計：指示計０～５００ｋＰａ：２系統（SBO時の給電可） 
圧力計：記録計０～５００ｋＰａ：１系統（SBO時の給電可） 
《エリアモニタ》原子炉建物，タービン建物，制御室建物，廃棄物処理建物（SBO時の給電可） 
[補足説明]・《容温度計》の箇所数は，記録計へ入力・監視している数で，予備は含まない 

 
 <監視装置> 
  ＩＴＶカメラなし 

中国 島根 

《炉内温度計》 
炉心出口に熱電対または測温抵抗体８カ所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
炉心入口に熱電対または測温抵抗体７カ所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
                                            ０～２５０℃（SBO時の給電可） 
《容器温度計》熱電対：１７箇所：０～３００℃（SBO時の給電可） 
《事故時炉内水位計》燃料域水位計；記録計-４００～１５０ｃm：２系統（SBO時の給電可） 
《事故時炉内圧力計》 
事故時圧力計：指示計０～８．５ＭＰａ：１系統（SBO時の給電可） 
                  ：記録計０～１０ＭＰａ：２系統（SBO時の給電可） 
《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》 
測定レンジ：０．０１～１０００００Ｓv/h；２系統（１系統あたりＤ／Ｗ，Ｓ／Ｃ）（SBO時の給電可） 
《モニタリングポスト》１，２号共用 
《原子炉格納容器温度計》 
熱電対：４６箇所（D/W：３０箇所，S/C：１６箇所）：記録計０～２００℃（SBO時の給電可） 
           指示計０～２００℃（SBO時の給電可） 
《原子炉格納容器圧力計》圧力計：記録計０～６００ｋＰａ[abs]：２系統（SBO時の給電可） 
《エリアモニタ》原子炉建物，タービン建物，制御室建物，廃棄物処理建物（SBO時の給電可） 
[補足説明]・《容器温度計》の箇所数は，記録計へ入力・監視している数で，予備は含まない 



２．計測制御設備の概要（１３／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

四国 伊方 

  
 《炉内温度計》 
 １／２号：各号機２６箇所：４０～１３００℃ 
 （SBO時の給電可） 
 ３号：３９箇所：４０～１３００℃ 
 （SBO時の給電可） 
 《容器温度計》 
 なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉水位計 
 １／２号：各号機１チャンネル：原子炉容器下端～上端 
 （SBO時の給電可） 
 ３号：１チャンネル：原子炉容器下端～上端（SBO時の給電可） 
 《事故時炉内圧力計》 
 １次冷却材圧力計 
  各号機２チャンネル：（0～21MPa） 
 （SBO時の給電可） 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》 
 原子炉格納容器内高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ 
  低レンジ：10

2
～10

7
μSv/h；各号機２チャンネル 

  高レンジ：10
3
～10

8
mSv/h；各号機２チャンネル 

  （SBO時の給電可） 
 《モニタリングポスト》 
 ・モニタリングステーション（1箇所） 
 ・モニタリングポスト（４箇所） 
  （SBO時の給電否） 
  （平成24年度上期UPS設置予定） 
 ※SBO時は可搬式モニタリングポスト等により測定 
 《エリアモニタ》 
 各号機原子炉建家（屋）、原子炉補助建家（屋）に設置（SBO時の給電可） 

  
 ＜監視装置＞ 
 ・機器の状態等確認用のＩＴＶカメラを3.11以  
  前より設置済み。 
  1号機：28台 
  2号機：16台 
  3号機：22台 
 （SBO時の給電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（１４／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

九州 玄海 

 《炉内温度計》 
 １次冷却材温度計（広域） 
 １／２号： 
  炉心出口、炉心入口に各２カ所づつ：０～３５０℃ 
  （SBO時の給電可） 
 ３／４号： 
  炉心出口、炉心入口に各４カ所づつ：０～４００℃ 
  （SBO時の給電可） 
 《容器温度計》 
  なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉水位計 
 各号機１チャンネル：原子炉容器 
 ０％～１００％ 
 （SBO時の給電可） 
 《事故時炉内圧力計》 
 １次冷却材圧力計 
 各号機２チャンネル：０～２１MPa 
 （SBO時の給電可） 
 《格納容器雰囲気モニタ》 
 原子炉格納容器内高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ 
 低レンジ：10

2
～10

7
μSv/h：各号機２チャンネル 

 高レンジ：10
3
～10

8
mSv/h：各号機２チャンネル 

 （SBO時の給電可） 
 《モニタリングポスト》 
 モニタリングステーション１箇所、モニタリングポスト２箇所 
 低レンジ：10

1
～10

5
nＧy/h 

 高レンジ：10
2
～10

8
nＧy/h 

 （SBO時の給電可） 
 《エリアモニタ》 
 １／２号： 
 原子炉格納容器、原子炉補助建屋(SBO時の給電可) 
 ３／４号： 
 原子炉格納容器、原子炉補助建屋、原子炉周辺建屋(SBO時の給電可) 

 
 ＜監視装置＞ 
  ・機器の状態確認用のITVカメラを3.11以前より設 
   置済。 
  1号機：19台、2号機：21台、3号機：30台、4号機：30   
  台 
  （SBO時の給電：否） 
 



２．計測制御設備の概要 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

九州 川内 

  
 《炉内温度計》 
 １次冷却材温度計（広域） 
  炉心出口、炉心入口に各３カ所づつ：０～４００℃ 
 （SBO時の給電可） 
 《容器温度計》 
 なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉水位計 
 各号機１チャンネル：原子炉容器 
   ０％～１００％ 
 （ＳＢＯ時の給電可） 
 《事故時炉内圧力計》 
 １次冷却材圧力計 
  各号機２チャンネル：０～２１MPa 
  （SBO時の給電可） 
 《格納容器雰囲気モニタ》 
 格納容器内高レンジエリアモニタ 
  低レンジ：10

2
～10

7
μSv/h 

   各号機２チャンネル 
  高レンジ：10

3
～10

8
ｍSv/h 

   各号機２チャンネル 
 （SBO時の給電可） 
 《モニタリングポスト》 
 モニタリングステーション２箇所、モニタリングポスト３箇所 
  低線量：10

1
～10

5
nＧy/h 

  高線量：10
4
～10

8
nＧy/h 

 （SBO時の給電を検討中） 
 ※SBO時は可搬型モニタリングポスト等により測定可能 
 《エリアモニタ》 
 原子炉格納容器、原子炉補助建屋、燃料取扱建屋、制御建屋(SB0時の給電可) 

 
 ＜監視装置＞ 
 ・機器の状態確認用のITVカメラを  
  3.11以前より設置済。 
  1号機：25台、2号機：25台 
  （SBO時の給電：否） 
  



２．計測制御設備の概要（１５／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源   遠隔監視設備 

日本原電 

敦賀１ 

 《炉内温度計》 
 ＰＬＲポンプ入口に各１ヶ所づつ（計３本）：0 ～ 300℃（SBO時の給電可（電源車）） 
 《容器温度計》 
 熱電対：１５箇所：0 ～ 300℃（SBO時の給電可（電源車）） 
 《事故時炉内水位計》 
 燃料域水位計；-3800 ～ 4500mm:２系統（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 
 《事故時炉内圧力計》 
 事故時圧力計：0 ～ 9.807MPa；２系統（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 
 《格納容器雰囲気モニタ：ＣＡＭＳ》 
 測定レンジ：10

-2
～10

5
Sv/h；２系統（計４台）（SBO時の給電可（電源車）） 

 《D/W温度計》 
 熱電対：２７箇所：0 ～ 200℃（SBO時の給電可（電源車）） 
 《D/W圧力計》 
 測定レンジ：0 ～ 10kg/cm

2
[abs]；２系統（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 

 《S/C温度計》 
 熱電対：１２箇所：0 ～ 200℃（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 
 《S/C圧力計》 
 測定レンジ：0 ～ 10kg/cm

2
[abs]；１系統（SBO時の給電可（電源車）） 

 《エリアモニタ設置建屋》 
 サービス建屋，原子炉建屋，タービン建屋，廃棄物処理建屋，新廃棄物処理建屋（SBO時の給電可（電源車）） 
 《モニタリングポスト中央監視》 
 ３箇所：低レンジ10～104nGy/h，高レンジ103～108nGy/h；（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 

 
 〈監視装置〉 
 ・ＩＴＶカメラを5台設置済み。 
 （SBO時給電：否） 
 設置目的： 
 ①PLRポンプメカシール監視用3  
 台 
 ②ペデスタル内監視用1台 
 ③ＭＳＩＶ状態確認用1台 

敦賀２ 

 
 《炉内温度計》 
 炉心出口、炉心入口に各１ヶ所づつ（計８本）：0 ～ 400℃（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 
 《容器温度計》なし 
 《事故時炉内水位計》 
 原子炉水位計；0 ～ 100％:１系統（SBO時の給電可（電源車）） 
 《事故時炉内圧力計》 
 事故時圧力計：（0 ～ 20.6MPa）；２系統（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 
 《格納容器エリアモニタ》 
 測定レンジ：10

-1
～10

4
mSv/h，10

3
～10

8
mSv/h；各２系統（計４台）（SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 

 《エリアモニタ設置建屋》 
 原子炉建屋，原子炉補助建屋，燃料取扱棟，アスファルト固化建屋，雑固体処理建屋（SBO時の給電可（電源  
 車）） 
 《モニタリングポスト中央監視》 
 ３箇所：低レンジ10～10

4
nGy/h，高レンジ10

3
～10

8
nGy/h；（SBO時の給電可（電源車）） 

 【共通】 
 《モニタリングポスト局舎》 
 ３箇所（局舎用電源（２号機常用系）、SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 

 
 〈監視装置〉 
 ・ＩＴＶカメラを31台設置済み。 
 （SBO時給電：否） 
 設置目的： 
 ①RCPモータ油面計監視用4台 
 ②RCPメカシール監視用4台 
 ③各エリア監視用23台 



２．計測制御設備の概要（１６／１６） 

計装設備 

  
温度、水位、圧力、放射線（ＣＡＭＳ）、モニタリングポストについて 

格納容器内の状態監視 
設備の有無   

    スペック・電源 遠隔監視設備 

日本原電 東海第二 

 
 《炉内温度計》 
 PLRポンプ入口に各1系統(計2系統) 
 測定レンジ：0℃ ～ 300℃ 
 (SBO時の給電可 （電源車）） 
 《容器温度計》 
 測定レンジ：0℃ ～ 300℃ 
 熱電対：12箇所 
 (SBO時の給電可 （電源車）） 
 《事故時炉内水位計》 
 燃料域水位計： 
 測定レンジ：-3800mm ～ +1300mm ：2系統 
 （SBO時の給電可（電源車）） 
 《事故時炉内圧力計》 
 事故後圧力監視計： 
 測定レンジ：0 ～ 10.5MPa 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《格納容器雰囲気モニタ：CAMS》 
 測定レンジ：0 ～ 10×E8 ｍSv/h：2系統 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《D/W温度計》 
 測定レンジ：0 ～ 150℃ 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《D/W圧力計》 
 測定レンジ：0 ～ 500kPa abs 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《S/P温度計》 
 測定レンジ：0 ～ 100℃ 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《S/P圧力計》 
 測定レンジ：0 ～ 500kPa abs 
 （SBO時の給電可 （電源車）） 
 《エリアモニタ設置建屋》 
 原子炉建屋，タービン建屋，複合建屋，廃棄物処理建屋，廃棄物処理建屋増強設備，ドライキャスク建屋，ドラムヤードA棟   
 （SBO時の給電可（電源車）） 
 ドラムヤードB棟（SBO時の給電：否） 
 《モニタリングポスト》 
 5箇所 
 測定レンジ：低レンジ10 ～ 10×E5 nGy/h，高域レンジ10×E-8 Gy/h ～ 10×E-1 Gy/h 
 （SBO時の給電可（蓄電池）＋（電源車）） 

 
 〈監視装置〉 
 ・ITVカメラを2台設置済み。 
  （SBO時給電：否） 
 設置目的： 
 PLRポンプメカリーク監視用2台 



 使用済燃料貯蔵施設の概要 



    使用済燃料貯蔵施設 

  
設置場所 使用済燃料体保管状況 冷却ポンプ、電源 緊急安全対策によるＳＢＯ時の冷却手段 

  

    位置 体数 性能 仮設ポンプ及びホース接続による冷却 

北海道 泊 

  
 <使用済燃料ピット> 
 1号機 
 原子炉建屋4階（TP. 31.3m） 
 2号機 
 原子炉建屋4階（TP. 31.3m） 
 3号機 
 原子炉建屋4階（TP. 33.1m） 

  
 ＜使用済燃料ピット＞ 
  1号機：409体 
  2号機：476体 
  3号機：96体 

 
 １号機～３号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 容量 280㎥／ｈ、揚程 65m 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
 操作回路用：直流電源（125Ｖ） 
 
 
 
  

<ポンプ> 
 1号：可搬式ポンプ30m3/h×2台  
 2号：可搬式ポンプ30m3/h×2台 
 3号：可搬式ポンプ30m3/h×4台 
 1～3号共用：可搬式ポンプ45m3/h×3  
 台、180m3/h×1台、30m3/h×6台、消 
 防車48m3/h×2台 
 <ホース> 
 2,710m(20m×136本 相当) 

東北 東通 

  
 <使用済燃料プール> 
 原子炉建屋3階（約TP. 20m） 

  
 <使用済燃料プール> 
  600体 

 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル 
 発電機（6.9ｋＶ） 
 
 
  

 
 <ポンプ> 
 消防車120ｍ3/h×2台 
 <ホース> 
 1,600ｍ(20m×80本） 
  
 燃料プール冷却浄化系ポンプ（電源車  
 からの給電 

東北 女川 

  
 <燃料プール> 
 1号機：原子炉建屋5階（OP. 44.7m） 
 2号機：原子炉建屋3階（OP. 33.2m） 
 3号機：原子炉建屋3階（OP. 33.2m） 

  
  <燃料プール> 
  1号機：453体 
  2号機：1823体 
  3号機：1266体 

 １号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 ２号機、３号機 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル   
 発電機（6.9ｋＶ） 
 
 
  

  
 ＜ポンプ＞ 
 １２０ｍ3／h×２台（消防車） 
 ＜ホース＞ 
 約２０００ｍ(２０m×１００本） 
  
 燃料プール冷却浄化系ポンプ（電源車  
 からの給電） 

○各事業者とも使用済燃料貯蔵施設について、ＳＢＯ時には緊急安全対策において整備した仮設ポンプ及びホースにて冷却水を供給す 
 る対策を実施している。なお、一部の事業者においては電源車等により冷却ポンプの稼働が可能となっている。 

３．使用済燃料貯蔵施設の概要（１／５） 



３．使用済燃料貯蔵施設の概要（２／５） 

    使用済燃料貯蔵施設 

  
設置場所 使用済燃料体保管状況 冷却ポンプ、電源 

緊急安全対策等によるＳＢＯ時
の冷却手段   

    位置 体数 性能 仮設ポンプ及びホース接続 

東京 

福島第一 

 <燃料プール> 
 1号機 
 原子炉建屋5階（O.P. 38.905m） 
 2号機 
 原子炉建屋5階（O.P. 39.92m） 
 3号機 
 原子炉建屋5階（O.P. 39.92m） 
 4号機 
 原子炉建屋5階（O.P. 39.92m） 
 5号機 
 原子炉建屋5階（O.P. 42.92m） 
 6号機 
 原子炉建屋6階（O.P. 51.50m） 
 〈共用プール〉 
 運用補助共用施設3階（O.P. 20.20m） 
 〈ドライキャスク〉 
 使用済燃料輸送容器保管設備1階  
 （O.P. 4.65m） 

 
〈燃料プール（平成２２年１２月末時点）〉 
 １号：２９２体 
 ２号：５８７体 
 ３号：５１４体 
 ４号：１３３１体 
 ５号：９４６体 
 ６号：８７６体 
 〈共用プール（平成２３年３月１１日時点）〉 
 ６３７５体 
 〈ドライキャスク（平成２３年３月１１日時  
 点）〉 
 ４０８体 

 〈燃料プール〉 
 １号機～５号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 論理電源：計装用電源（120V）通常電源：所内交流電 
 源系 
 ６号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル  
 発電機  
 〈共用プール〉 
 水冷 
 １系統／２台 
 通常：所内交流電源 
 〈ドライキャスク〉 
 空冷 
  

対策対象外 

福島第二 

 <燃料プール> 
 1号機 
 原子炉建屋6階（O.P. 50.5m） 
 2号機 
 原子炉建屋6階（O.P. 50.5m） 
 3号機 
 原子炉建屋6階（O.P. 50.5m） 
 4号機 
 原子炉建屋6階（O.P. 50.5m） 

 〈燃料プール〉 
  1号機：1570体 
  2号機：1638体 
  3号機：1596体 
  4号機：1672体 

 １号機～４号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル 
 発電機（6.9ｋＶ） 
 
 
  

＜ポンプ＞ 
 120m3/h×3台（消防車） 
＜ホース＞ 
 2,000ｍ(20m×100本） 
  
 残留熱除去系ポンプによるＳＦＰ冷却 電源   

 供給元はガスタービン発電機車      

柏崎 
刈羽 

<燃料プール> 
 1号機 
 原子炉複合建屋3階（TP. 18.0m） 
 2号機 
 原子炉建屋3階（TP. 18.0m） 
 3号機 
 原子炉建屋3階（TP. 18.0m） 
 4号機 
 原子炉建屋3階（TP. 18.0m） 
 5号機 
 原子炉建屋4階（TP. 33.0m） 
 6号機 
 原子炉建屋4階（TP. 31.7m） 
 7号機 
 原子炉建屋4階（TP. 31.7m） 

  
 <燃料プール> 
  1号機：1987体 
  2号機：2523体 
  3号機：1695体 
  4号機：2424体 
  5号機：1754体 
  6号機：2150体 
  7号機：2527体 

１号機～３号機、５号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（480Ｖ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル   
 発電機（480Ｖ） 
４号機、６号機、７号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用ディーゼル   
 発電機（6.9ｋＶ） 
 
  

<ポンプ> 
 1,2号：消防車約60m3/h×1台 
 3号：消防車約60m3/h×1台 
 4号：消防車約60m3/h×1台 
 5,6号：消防車約120m3/h×1台 
 7号：消防車約50m3/h×1台 
<ホース> 
 2,080m（20m×104本） 
 
・Ｋ１～Ｋ７：ＭＵＷＣ（復水補給水系）ポンプ  
 または 
・Ｋ１：ＦＰＭＵＷ（燃料プール補給水系）ポンプ 
・Ｋ２～Ｋ５：ＭＵＷＦ（燃料プール補給水系）ポンプ 

・Ｋ６，Ｋ７：ＳＰＣＵ（圧力抑制室プール水浄化系）ポ 
ンプ 
 電源供給元はガスタービン発電機車または電源  

 車 



３．使用済燃料貯蔵施設の概要（３／５） 

    使用済燃料貯蔵施設 

  
設置場所 使用済燃料体保管状況 冷却ポンプ、電源 

緊急安全対策によるＳＢＯ時の冷却
手段   

    位置 体数 性能 仮設ポンプ及びホース接続 

中部 浜岡 

 
 <燃料プール> 
 1号：原子炉建屋5階(T.P.35.7m） 
 2号：原子炉建屋5階(T.P. 35.7m） 
 3号：原子炉建屋4階(T.P. 33.8m） 
 4号：原子炉建屋4階(T.P. 33.8m） 
 5号：原子炉建屋5階(T.P. 34.9m） 
 

  
  1号：1本 
 2号：1164本 
 3号：2110本 
 4号：1977本 
 5号：1373本 

３号機～５号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 （6.9ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常 
 用ディーゼル発電機（6.9ｋＶ） 
 
  

<ポンプ> 
1,2号：可搬式ポンプ67.8 m3/h×2
台 
3号：可搬式ポンプ52.8 m3/h×2台 
4号：可搬式ポンプ52.8 m3/h×2台 
5号：可搬式ポンプ52.8 m3/h×2台 
<ホース> 
約1,440m(20m×72本） 

北陸 志賀 

 
 <燃料プール> 
 1号原子炉建屋4階（TP. 37.6m） 
 2号原子炉建屋5階（TP. 40.7m） 

  
  <燃料プール> 
  1号：736体 
  2号：268体 

１号機、２号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 （460Ｖ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用 
 ディーゼル発電機（460ｋＶ） 
  

<ポンプ車等> 
1,2号共用：消防車84ｍ3/h×1台 
       消防車 60ｍ3/h×1台 
       可搬式ポンプ  
       60ｍ3/h×1台 
<ホース> 
1,000m（20m×50本） 

関西 美浜 

 
 <使用済燃料ピット オペフロ> 
 1号機：EL 10.1m 
 2号機：EL 10.1m 
 3号機：EL 32.3m 

  
  <使用済燃料ピット> 
   1号機：102体 
   2号機：319体 
   3号機：522体 

１号機、２号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（440Ｖ／110Ｖ） 
３号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（125Ｖ） 
  

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ36m3/h×3台、
52.8m3/h×1台 
2号：可搬式ポンプ36m3/h×6台、
52.8m3/h×1台 
1,2号：可搬式ポンプ52.8m3/h×1台 
3号：可搬式ポンプ36m3/h×3台、
52.8m3/h×4台 
 
<ホース> 
3,640m(20m×182本) 
 
 使用済み燃料ピット冷却系 
 （電源車からの給電） 
 
 



３．使用済燃料貯蔵施設の概要（４／５） 

    使用済燃料貯蔵施設 

  
設置場所 使用済燃料体保管状況 冷却ポンプ、電源 

緊急安全対策によるＳＢＯ時の冷却
手段   

    位置 体数 性能 仮設ポンプ及びホース接続 

関西 大飯 

 
 <使用済燃料ピット オペフロ> 
 1/2号機：EL 31.6m 
 3号機：EL 33.6m 
 4号機：EL 33.6m 

  
   <使用済燃料ピット> 
   1/2号機：341体 
       3号機：1434体 
       4号機：1371体 
   

１号機,２号機(共用） 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（460Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（129Ｖ） 
３号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 駆動用：非常用電源（440Ｖ） 
  操作回路用：計装用電源（115Ｖ)／ 電源 
 (110Ｖ) 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ46m3/h×3台 
2号：可搬式ポンプ46m3/h×3台 
1,2号：可搬式ポンプ48m3/h×3台 
3号：可搬式ポンプ36m3/h×4台、
48m3/h×4台 
4号：可搬式ポンプ36m3/h×4台、
48m3/h×4台 
<ホース> 
5,720m(20m×286本) 
 使用済み燃料ピット冷却系 （電源車からの給電） 

 

関西 高浜 

 
 <使用済燃料ピット オペフロ> 
 1号機：EL 32.3m 
 2号機：EL 32.3m 
 3号機：EL 32.8m 
 4号機：EL 32.8m 

  
    <使用済燃料ピット> 
    1号機：236体 
    2号機：257体 
    3号機：1025体 
    4号機：1403体 
 

１号機,２号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（460Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（129Ｖ） 
３号機,４号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 起動論理回路用：計装用電源（115Ｖ） 
 駆動用：非常用電源（6.9KＶ） 
 操作回路用：直流電源（129Ｖ） 
 

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ46m3/h×4台、
48m3/h×5台 
2号：可搬式ポンプ46m3/h×6台、
48m3/h×5台 
3号：可搬式ポンプ46m3/h×9台、
48m3/h×9台 
4号：可搬式ポンプ46m3/h×7台、
48m3/h×7台 
<ホース> 
8,280m(20m×414本) 
 使用済み燃料ピット冷却系 （電源車からの給電） 

 

中国 島根 

 <燃料プール> 
 1号：原子炉建屋5階（TP. 44m） 
 2号：原子炉建屋4階（TP. 42.8m） 

  
   <燃料プール> 
    １号機：722体 
  ２号機：1956体 

１号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 計測制御電源：所内交流電源系 
２号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 計装制御用：蓄電池（１１５Ｖ） 

＜ポンプ＞ 
消防車142.8m3/h×1台、
92.4m3/h×1台 
可搬式ポンプ76.8m3/h×2台、
72.6m3/h×1台、60m3/h×5台 
＜ホース＞ 
1,980m（20m×99本） 

四国 伊方 

 <燃料ピット> 
 ・1，2号：原子炉補助建家5階EL.   
 32.2ｍ 
 ・3号：原子炉建屋4階EL. 32.3ｍ 

   
  〈燃料プール〉 
  1号：144体 
  2号：209体 
  3号：1055体 

１号機～３号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（125Ｖ） 
 

<ポンプ> 
消防車84m3/h×2台、可搬式ポンプ
73.2m3/h×2台 
<ホース> 
3,200m（20m×160本） 
使用済燃料ピットポンプ；電源車からの給電あり 



３．使用済燃料貯蔵施設の概要（５／５） 

    使用済燃料貯蔵施設 
  

設置場所 使用済燃料体保管状況 冷却ポンプ、電源 
緊急安全対策によるＳＢＯ時の冷却手

段   
    位置 体数 性能 仮設ポンプ及びホース接続 

九州 玄海 

 
 <使用済燃料ピット> 
 1号 原子炉補助建屋1階（TP. 11.3m） 
 2号 原子炉補助建屋1階（TP. 11.3m） 
 3号 燃料取扱棟1階（TP. 11.3m） 
 4号 燃料取扱棟1階（TP. 11.3m） 

  
   1号：240体 
  2号：161体 
  3号：578体 
  4号：1036体 

１号機～４号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 揚程 40m 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
 操作回路用：非常用電源（125Ｖ） 
 

<ポンプ> 
可搬式ポンプ 
1号：30.0m3/h×1台、46.8m3/h×1台 
    4.8m3/h×1台 
2号：30.0m3/h×1台、46.8m3/h×1台 
    4.8m3/h×1台 
3号：48.0m3/h×1台、46.8m3/h×1台 
   30.0m3/h×1台 
4号：30.0m3/h×1台、46.8m3/h×1台 
   18.0m3/h×1台 

<ホース> 
約7,500m(20m相当×375本) 

九州 川内 

 
 <使用済燃料ピット> 
 1号 燃料取扱建屋1階（TP. 13.3m） 
 2号 燃料取扱建屋1階（TP. 13.3m） 

  
   1号：1128体 
   2号：818体 

１号機,２号機 
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
  操作回路用：直流電源（129Ｖ） 
   

<ポンプ> 
可搬式ポンプ 
1号：30.0m3/h×2台、7.8m3/h×1台 
2号：30.0m3/h×2台、7.8m3/h×1台 
<ホース> 
約2,900m(20m相当×145本) 

日本原電 

敦賀 

 
１号機 
 <燃料プール> 
 ・原子炉建屋5階（TP. 31m） 
２号機 
 <燃料プール：共用> 
 ・燃料取扱棟1階（TP. 7m） 

  
  〈1号機燃料プール〉 
  1号：398体 
 〈2号機燃料プール：共用〉 
   1号：358体 
   2号：1287体 

１号機 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機 
 論理電源：計装用電源（120V） 
２号機  
 ２系統／２台（使用済燃料ピットポンプ） 
 運転用：非常用電源、 非常用ＤＧ（440Ｖ） 
  操作回路用：直流電源（129Ｖ）   

<ポンプ> 
1号：可搬式ポンプ67.8m3/h x 2 
2号：消防車120m3/h x 2 
   可搬式ポンプ67.8m3/h x 2 
<ホース> 
1号機：480m（20m×24本） 
2号機：520m（20m×26本） 

東海第
二 

 
 <燃料プール> 
 ・原子炉建屋6階（TP. 46.5m） 
 
 <ドライキャスク> 
 ・ドライキャスク保管庫（TP. 8.3m） 

＾ 
 <燃料プール> 
   2014体 
 
 <ドライキャスク> 
  915体 

〈燃料プール〉 
 １系統／２台 
 通常電源：所内交流電源系 
 非常用電源：非常用ディーゼル発電機（6.9  
 ｋＶ） 
 計測制御電源：所内交流電源系，非常用 
 ディーゼル発 
 電機（6.9ｋＶ） 
〈ドライキャスク〉 
・空冷 
 通常：所内交流電源 
 非常用：非常用ディーゼル発電機 
 計装用電源：（上記同様） 
 SBO時の給電可（蓄電池＋電源車） 

<ポンプ> 
消防車168m3/h×2台、可搬式ポンプ
60m3/h×1台 
<ホース> 
480m(24本) 
 
燃料プール冷却ポンプ（電源車から 
の給電あり） 
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